
        
            
                
            
        

    













































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ②






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ブラコンは不便です。でも不幸じゃありません」





　聖リリアナ学園学生寮りようの管理人室、朝の食卓にて。

　我が不ふ肖しようの妹はきりりと眉まゆをつり上げ、いきなりそんなことを言い出した。

「多くの人はブラコン＝不幸であると誤解しがちです。時にはブラコンを精神疾しつ患かんの一種と信じて疑わない、視野狭きよう窄さくな人さえ存在します。そのような甚はなはだしい錯さく誤ごを犯す人が後を絶たないのは悲しむべき事実ですが──それでもわたしたちは決して屈するべきではありません。断固として偏見と闘うべきなんです」

「…………
 」

　唐突に熱弁し出した妹に、僕は食事の手を止めて、

「ええと、なに言ってるのかよくわかんないけど。とりあえず、ブラコンってそんなにいいものじゃないでしょ？　まともな恋愛ができないわけだし」

「ふぅ。分かってはいましたけど……お兄ちゃんもまた、常識という名の病に冒された悲しい人たちの中に含まれているんですね。わたしの愛するお兄ちゃんの、それは唯一の欠点と言えます」

「でもさ、ブラコンだと子孫をちゃんと残せないじゃん。近親者同士での血の配合が子孫を残す上で障害になるのは、歴史的にも科学的にも証明されてるよね？」

「そこです！　まさにそこなんです！」

「箸はしを握りながら拳こぶしを振るうな。お行ぎよう儀ぎの悪い」

「そのタブーこそが、いよいよ激しく恋心を燃え上がらせるんですよ！」

　僕の注意を無視して力説する妹。

「あえてわたしは断言します。ブラコンとは天からの贈り物であり、かけがえのない才能ギフトであると」

「はあ」

「確かにブラコンであることを理由に、時にいわれのない非難を受けたりもします。あるいは心ない迫害をもって報いられることすらあります。生きていく上で不便な属性であることは認めざるをえません」

「そんなことよりご飯たべない？　早くしないと冷めるよ？」

「でも不幸だなんてとんでもない！　みんなは知らないんです、お兄ちゃんを愛するわたしが日々どれほどの幸福を享受しているかを！　血のつながったお兄ちゃんをひとりの異性として慕したうわたしが、いかに輝ける人生を送っているかを！」

「……それって別にさ、僕が相手じゃなくてもよかったんじゃない？　血がつながってない相手を好きになったって、幸せの度合いは同じでしょ？」

「いいえちがいます！　背徳に満ちた、しかしそれゆえにこそ味わえる至福！　そもそもひとつとて障害のない恋愛に、いったい誰だれが魅力など覚えましょうか!?
 　否いな、覚えません断じて！」

「いやあ。おいしいな今朝のご飯は」

　ちょっとやそっとじゃ終わらない、と踏んだ。

　僕は妹の演説をスルーして話題を変える。

「一粒一粒がふっくらしてて、つやつやしてて。いつもとは明らかにちがう感じだよね。ひょっとしてお米を変えたのかい？」

「おっとお兄ちゃん。その手は食いませんよ？」

　ちっちっち、と指を振る妹。

「そうやって話をそらすのがお兄ちゃんの得意技だということを、秋あき子こは身をもってよく知っています。そう何度も引っかかると思ったら大間違いですから」

「察するにこれ、何種類かのお米を混ぜてるよね？」

「むむ!?
 　気づかれましたか！」

　おどろき半分、うれしさ半分の顔をする妹。

「こっそりやってたつもりなんですが、早くも気づかれるなんて……さすがはお兄ちゃんです」

「これってたぶん、元はそんなに高くないお米だよね？」

「おっとお目が高い。そうですその通りです。使っているのはキロあたり五百円ていどの、ごくごくお値打ちなお米です」

「へえ……それにしてはおいしいよな、このご飯」

「はい。実はお米って、高いブランド米だけがおいしいというわけじゃないんです」

「ふむ。つまりあれか、コーヒーのブレンドと似たようなもんかな？」

「さすがお兄ちゃん。まさにその通りです」

「なるほど。道理で奥行きのある味がすると思った。１＋１を３にも４にもするテクニック。大したものだよほんと」

「えへへ。ありがとうございます」

「ていうかそんな小技をどこで覚えたんだ？　有あり栖す川がわの家じゃこんなことまで教えてくれたわけ？」
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「いいえまさか。これは最近知り合いになったお米屋さんに教えてもらったんです。有あり栖す川がわは見み栄えっ張ぱりですから、お米といったら最高級ブランドの無農薬ものしか使っていません。お値打ちなお米でも、工夫すればこんなにおいしく食べられるのに……頭が固いんですよ、あそこの人たちは」

「……いや、しかしすまないねえ。そんな気を遣わせちゃって」

「？　何がですか？」

「いや、ウチの家計って火の車だからさ。少しでも家計の足しになればと思って、こんなテクニックまで勉強してくれたんだろ？　僕の稼かせぎがもうちょっとマシだったら、お前にもっと楽をさせてやれるのに」

「何を言ってるんですかお兄ちゃん。わたしは今の生活に十分満足ですし、こうして家族ふたりきりで暮らせるようにしてくれたお兄ちゃんには毎日感謝してるんです。なるべく節約を心がけて、その上でより良い生活を送れるようにするのは、妻であるわたしの務め。お兄ちゃんはお兄ちゃんの仕事を、わたしはわたしの仕事をきちんとする。それでいいじゃないですか」

「うんまあ。なんか違和感のある単語が混じってた気がするけど。いやでもそうか、そう言ってくれると気持ちが楽になるよ。お前は本当によくできた妹だな、秋あき子こ」

「えへへ、ありがとうございます。さあお兄ちゃん、冷めないうちに召し上がってください。お代わりもありますよ？」

「うん。せっかくだし、たくさん頂こうかな」

「はい、どんどん食べてくださいね。ちなみに今日はお味み噌そ汁しるにも一工夫してるんですけど、気づきました？」

「おおっ？　何をしたの？」

「ふふ。さあ当ててみてください」

「うーん……言われてみるといつもより塩分がまろやかな気が……いやむしろこのコクの深さに秘密が？　うーん……」





　…………
 。

　……………………
 。

　……………………
 。……………………
 。





「──おっと。もうこんな時間か」

「あ、ほんとですね。つい話し込んじゃいました」

「こりゃ急がないと遅刻だな」

「いいですよお兄ちゃん、先に学校へ行っててください。わたしは食事の後片付けをしてから行きます。今日はわたしが洗い物の当番ですから」

「そか。悪いな」

「お気になさらず。お兄ちゃんといっしょに学校へ行きたいのは山々ですけど──こういうルールはきちんと守らないといけませんから」

「うんそうだな。お前のそういうきっちりしたところは、ほんと頼りになるよな」

「いえいえそれほどでも」

「さて、それじゃ──」

　ちゃぶ台から立ち上がり、姿見の前に立って身支度をする。

　聖リリアナ学園の古式ゆかしい学ラン姿に、いまだ僕の身体は馴な染じんでくれないけど。

　今日は生徒会メンバーとしての初仕事がある日。

　不本意ながら任命された生徒会書記代理副補佐（雑用係）とはいえ、転校したばかりの僕が役目をおろそかにすれば。生徒会書記である妹の顔に泥を塗ぬることになる。兄としてそういう事態は避さけたいところだ。

「それじゃ行ってくるよ」

「はーい、行ってらっしゃいお兄ちゃん」

　築七十年、木造二階建てのオンボロ寮りようの玄関を開けると、晩春の風がむわっと顔に吹きつけてくる。

　本日は雲うすく、晴天。降水確率０パーセント。

　この僕、姫ひめの小路こうじ秋あき人とが人生の新たな一歩を踏み出すには絶好の、

「ってちが───────────────────────────────
 う！」

　寮を出た僕を、妹が息切らせて追いかけてきた。

「待ってくださいお兄ちゃん！　話の続きがまだです！」

「ん？　お米のブレンドと味み噌そ汁しるの隠し味の話は十分に聞いたけど？」

「そっちじゃありません！　ブラコンは不便だけど不幸じゃない、って話の方です！」

　エプロン姿のまま道に出てきた妹は目を三角にして、

「まったく……お兄ちゃんはひどい人です。かわいい妹の大事な話を煙けむに巻いて逃げるなんて。もうその手は食わない、って言ったはずですよ？」

「うんまあ、いちおう言わせてもらうけど。ほぼ全力で引っ掛かってたからね？　さっきのお前」

「それはともかく！」

　びしっと僕を指さして、

「とても大事な話なのでちゃんと聞いてください！　聞いてくれるまでは断固としてここを動かな──」

「じゃ、そういうわけで僕は急ぐから」

「わ──っ!?
 　言ってるそばからわたしに背を向けてすたすた歩き出した!?
 　ええい逃げても無む駄だです、五十メートル六秒台のわたしの快速をもってすれば、お兄ちゃんに追いつくなんて造作もない──」

「あーそうそう。洗い物は後に残さず、ちゃんとその場で片付けること。ルールを守らない子はお兄ちゃん嫌いだからな？」

「ひ、ひどい！　またわたしを罠わなにはめたんですね!?
 　お兄ちゃんのばか！　いけず！」

　妹の抗議は聞こえないフリ。

　僕はいよいよ足を速めて先を急ぐ。





　……やれやれ。

　今日も今日とて、騒がしい一日になりそうな予感。





同日（ＡＭ７：30
 ）









　十六歳。男。

　高校二年生。

　身長普通。容姿平へい凡ぼん。成績は可も不可もなく。

　超のつくブラコンの妹とふたり暮らしをしている──という以外には目立ったプロフィールのない、どこにでもいそうな面白みのないやつ。

　それがこの僕、姫ひめの小路こうじ秋あき人とのすべてだった。ほんの先日までは。





『それはつまりあれだろう？　僕たちが昨日、さんざん妹くんのブラコンをいじり倒したから、じゃないのかい？』

　聖リリアナ学園へ向かう道すがら。

　電話に出た友人・猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみは、くすくす笑いながらそう言った。

『僕と会長と副会長が、血のつながった妹であることを理由に秋あき子こくんをのけ者にしたからね。彼女としてもアイデンティティを改めて確立したかったというか、自分の正当性を何かしらの論法で主張し直す必要があったんだろう』

「あーなるほど……」

　ケータイを耳に当てて頷うなずく僕。

〝ブラコンは不便です。でも不幸じゃありません〟

　なんていう、某ベストセラーの帯コメントみたいなスローガン（？）を、妹がいきなり掲げてきたのは。つまりそういうことだったのか。

　まあ確かに。

　始業式のあった昨日。僕と血縁関係があることを理由に、妹はほとんど迫害にも近い糾弾を受けていたから。

　ブラコンを自称して憚はばからず、僕をひとりの異性として見るのをやめる気がない彼女としては、彼女なりのやり方で巻き返しを図はからなきゃいけなかったんだろう。

「まあでも、あまり苛いじめないでやってくれよ銀兵衛。あれでも僕の大事な妹なんだし」

『おやおや。僕たちと一緒になって妹くんいじりに参加してた君が、どの口でそんなセリフを吐くんだい？』

「いや、うん。まあ」

『ふふ、そう口ごもらなくてもいい。ちゃんとわかってるよ、君があえてそういう態度を取ったんだ、ということぐらいは。君が妹くんのブラコンっぷりから一定の距離を置いている、ということを態度で示しておきたかったんだろう？　あえて公衆の面前で』

「……ま、ご明察のとおりなんだけど」

『短からぬ付き合いだ。その程度のことは読めるさ』

「ていうか何だよ、わかってるなら意地悪なこと言わないでくれよ」

『ふふ、まあそう言わないでくれたまえよ。君の弱みをいじるのは、僕の数少ない趣しゆ味みのひとつなんだから』

　そう言ってまたくすくす笑う銀ぎん兵べ衛え。

　銀色の髪に緑の瞳ひとみという、神秘的な美び貌ぼうをもつ彼女の、これがほぼ唯一の欠点なのだ。多才なヤツなんだから、もっとまともな趣味を持てばいいのに。

『ふふ、どうしたんだい秋あき人と？　君がとびきり酸すっぱい梅干を噛かんでるみたいな顔をしてるのが、電話越しにもハッキリわかるぜ？』

「うるさいな。……ま、僕は甘んじて受け入れるつもりでいるけどね」

『何をだい？』

「お世辞にも褒ほめられたものじゃない君の趣味を、だよ。まあ多少のことは目を瞑つぶらないとね。なんせ君は友人である以上に、僕の大恩人でもあるんだから」
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『へえ。そう思ってくれるのかい？』

「当たり前じゃないか。今回も僕を心配してくれて、わざわざ京都からこちらに引っ越してくれただろう？　確かにびっくりはしたけども……正直うれしかったよ」

　僕にはひとこともないまま聖リリアナ学園へ転入した理由を──『君を驚かせて、ささやかな復ふく讐しゆうを遂げるため』なんて説明してた銀ぎん兵べ衛えだけど。それが本心じゃないことくらいちゃんとわかってる。

「本当、君は最高の友達だよ銀兵衛。僕は一生君とは友達でいたいと思ってる。できるならこの先もずっと僕の親友として、変わらず付き合ってもらえたら……これに勝る喜びはないよ」

『…………
 』

　ん？

　あれ？

　心からの感謝をこめたつもりで、恥ずかしいセリフを口にしたのに。銀兵衛は電話の向こうで押し黙ってしまった。

「どうした？　何か変なこと言ったかな、僕」

『……いやはや。もう十分すぎるほど承知していたつもりだけど……あらためてこうハッキリ言われると、中々つらいものがあるな』

　ため息まじりにそんなことを言う銀兵衛。

『まったく、いったい何をどうしたらそんな解かい釈しやくができるんだ。いや、わかってはいる。確かに僕のしゃべり方や貧弱な身体つきは、お世辞にも女性的な魅力にあふれているとは言いがたい。いやでも、それにしたってもうちょっとこう……』

「え？　何？　よく聞こえないんだけど」

『何でもない。ただちょっとばかり、君の鈍さを心から罵ののしっていただけさ』

「おいおい何だよ、穏やかじゃないな。というか僕、別に鈍い方じゃないだろ？　むしろ自慢じゃないが、こう見えてけっこう鋭い方だぜ？」

『ほう。じゃあ試みに訊きいてもいいかな？』

「もちろん。何でも訊いてくれ」

『昨日、妹くんは僕ら──僕、会長さん、副会長さんの三人からのけ者にされた。妹くんと君が血のつながった兄妹きようだいだから、という理由でだ。どうしてだかわかるかい？』

「え？　そんなの決まってるじゃないか。秋あき子こに意地悪をしてその反応を見るのが楽しいからだろう？　血がつながってるかどうかなんて、単なる口実だよね？」

『……ま、そんなことだろうと思ったけどね』

　ん？

　あれ？

　電話越しに聞こえる声が、なんだかやたらと呆あきれてる──というか、ほとんど蔑さげすんでるように聞こえるんだけど。

「え、何？　ちがうの？」

『そう慌てた声を出さなくていい。もとより君が正しい答えを導き出せるとは、露ほども思ってないから』

「おいおいなんだよ。他に理由があるなら教えてくれよ」

『自分の胸に手を当てて考えてみるといいさ、この朴ぼく念ねん仁じんめ』

　そう言って冷たく突き放してから、

『いずれにせよこれで決まりだな。悪いが今後は君に対してだけでなく、君の妹くんに対しても積極的に意地悪をしていくことにしよう』

　なんてことまで言い出した。

「おいおいちょっと待ってくれよ。なんでそんな結論になるんだよ。意味がわからないぞ意味が」

『君は妹くんの奇妙な言動を心配して、家を出るなりこうして僕に電話を掛けてきた。それは取りも直さず、妹くんがいかに君から愛されているかの証明だ』

「当たり前だろ？　血のつながった妹なんだぜ？」

『それほど大事にされている妹くんだ。多少のやっかみを受けるのもやむを得ないと思わないかい？　でなきゃ釣り合いが取れないというものだ』

「なんだよ釣り合いって。余計に意味がわからないんだけど」

『ちなみにこれは僕に限った話じゃない。君たち兄妹きようだいをのぞく生徒会の面々もまた、僕と協調路線を取るものと予想される』

「えええ？」

　な、なんてこと言い出すんだこいつは！

　それはつまり、海千山千の生徒会メンバーが、よってたかって妹をいじめに掛ることを意味するわけで。

　そんなことになれば──妹はあの手この手で必死の反撃に出るだろうけど、なにせ相手が悪すぎる。最後には尻尾しつぽを巻いて白旗をあげ、べそをかいて走り去るに決まってる！

　それって──それって──

　うん。意外といいかもしんない。

　というかすっごい楽しそうな気がする。

　うん、いいな。うん。

『……何をにやにや笑ってるんだい？』

「え？　なんでわかるの？」

『長い付き合いだ。電話越しで顔が見えなくたってそのくらいはわかる。……まあ安心してくれ。たしかに意地悪はするけど程々にしておくさ。度を超えたブラコンというただ一点を別にすれば、僕は妹くんのことを好ましく思っているからね。彼女が泣きべそをかく姿を見るのは忍びない』

「なんだ。そうなのか」

　残念だ。

　我が不ふ肖しようの妹は、弄いじられれば弄られるほどその可愛かわいさを発揮する。銀ぎん兵べ衛えが協力してくれるなら、あいつの可愛い姿をより効率よく見られるのに。

『……秋あき人と。何か良からぬことを考えてないかい？』

「え？　いやそんなことないよ？　ただ銀兵衛がもっと秋あき子こを弄ってくれると、あいつの可愛いところがたくさん見れていいなあ、と思っただけで」

『……いやはや』

　と嘆たん息そくする銀兵衛。

　セリフをパクるつもりはないけど、僕だって彼女とは長い付き合いだ。電話の向こうであいつがしきりに首を振っている姿は、まるで見ているように目に浮かぶ。

『君は極度のシスコンな上に、とんでもないサディストだったのか。救いようがないとはこのことだな。くそ、なんたる不覚だろう……今の今まで君の異常性せい癖へきに気づかなかったなんて。これはもう完全に末期症状だ。治ち療りよう不可だ』

　……ん？

　あれれ？

　なんか僕、思いっきり罵ば倒とうされてない？

「いやいや。ちょっと待ってよギン。僕は別にシスコンじゃないぜ？　それにサディストってのもとんでもない誤解だ」

『まったく、これじゃ逆風にもほどがある。前門の狼おおかみ、後門の虎とら、というか……こんなのどこから攻めても攻略の糸口が見えてこないじゃないか。まあこんな男に入れ込んだのが運の尽きか……』

「え、何？　何だって？　よく聞こえないんだけど」

『うるさいだまれなんでもない。秋人なんか、馬に蹴けられて月まで飛ばされて死んでしまえ。そして二度と戻ってくるな』

「ええっ？　な、何でそんな怒ってるの？　よくわからないけど君の機嫌を損ねちゃったのか？　謝あやまるから許してくれよ」

『ふん。願い下げだね、そんな中身のない謝罪なんて。とにかく笑って頭を下げてればいいなんて発想、どこぞのうだつの上がらないクレーム担当じゃあるまいし。そんな男にいろいろ便べん宜ぎを図はかってやってるのかと思うと、だんだんはらわたが煮えくり返ってきた。もう電話を切らせてもらうよ』

　ぶつん。

　つー、つー、つー。

「あーくそ。ほんとに切りやがったギンのやつ」

　ケータイの電源を落として舌打ちする僕。

　弱ったな。

　またあいつを怒らせちゃったか。

　怒らせたくないやつナンバーワンで、何かと世話になってる上に、いろいろ弱よわ味みも握られてるあいつに。

　彼女って『怒ることと許すことは別問題』なんてことを平然と言うクレバーなやつだけど。なぜか僕に対しては時々、意味不明なところで怒り出すことがあるんだよな。あれさえなければホント、最高の親友なのに。

　まあいいや。

　電話した本来の目的──妹の奇行について意見を聞く──は果たされたし。

　銀ぎん兵べ衛えの態度についても、友情のひとつの形だということで前向きに受け取ることにしよう。

　きっとあれだ、こっちに引っ越してからは何かと忙いそがしくて、連絡もおろそかになりがちだったし。いまだにそのことを根に持って、拗すねているにちがいない。

　近いうちに機嫌を取りに行かなきゃな、あいつの好きなケーキを持って──そんな風に反省する僕なのだった。





同日（ＡＭ７：45
 ）









　僕が編入した聖リリアナ学園は、関東屈指の名門校。

　名家のお坊ちゃんお嬢さんがこぞって通う、由ゆい緒しよ正しく歴史ある学舎だ。

　でもってその手の学校法人の常として、古式ゆかしい慣例というか、しきたりみたいなものがいくつも残っていたりする。

　生徒会の役員が毎日校門の前に立ち、登校してくる生徒たちとあいさつを交わす──というのもそのひとつ。





「ごきげんよう、那な須す原はらさん。今日もいい天気だね」

「……ごきげんよう」

「ごきげんよう、アナスタシアさま。今日はいつにもましてお綺き麗れいですわね」

「……ごきげんよう」





　でもって、生徒会執行部の面々が持ち回りで担当しているこの役職の、今日の当番が彼女だった。

　那須原アナスタシア。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの持ち主で、ケチのつけようがないくらいスタイルのいい、ちょっと引くほどの美人。

　図はからずも僕の同僚──というか上司になった、この学園の生徒会副会長である。

「あら。ごきげんよう」

　いつもみたいに無表情、かつ義務的な受け答えをしていた（そのくせ生徒たちからは好意的な視線を向けられていた）那須原さんが。僕に気づいて声を掛けてくる。

「相変わらず冴さえない顔ね。見てくれはそれほど悪くないのに、あなたの首の上に乗っかった途と端たんに不思議なほどくすんで見えるのよね、その顔って。首から上はキムタク、ただし首から下はアホの坂さか田た──とでも喩たとえれば、少しはわたくしの言わんとするところを理解してもらえるかしら？」

　……まあ、なんというか。

　まったくもっていつも通りの彼女だった。

　あいさつ代わりに悪口を言うのは、たぶん那須原家のしきたりか何かなんだと思う。

「おはよう那須原さん。今日も絶好調だね」

「アナでいいわ」

　苦笑いして通り過ぎようとした僕を呼び止めるように、

「わたくしのことはそう呼んでくれていい、と言ったはずよ」

「……えー？」

「嫌なのかしら？　あるいはわたくしとは一歩引いた関係でいたいという、それはあなたの意思表示？」

「いやいや。そういうわけじゃないよ」

「だったら『那な須す原はらさん』などという他人行ぎよう儀ぎな呼び方ではなく、親しげに『アナ』と呼んでもらえた方がうれしいわ」

「うーんそうか。わかったよ。じゃあ……おはようアナ。今日も絶好調だね」

「ふ。女に向かって穴呼ばわりなんて。あなたも相当な男ね」

「……うんまあつまり。そういう返しが来るってわかってたから、あまり言いたくなかったんだけど？」

　ため息をつく僕。

　こういう絡からみにくいキャラなのも、まったくもっていつも通りである。彼女の場合、どうも自覚的にやってるらしいからタチが悪い。

　いや、別に嫌いなわけじゃないんだけど。とにかくどう扱っていいものか分からないというか。表情がほとんど変わらないから、なに考えてるかもいまいち読みづらいし。

「そんじゃま、僕は生徒会室に行くから」

　というわけで。

　ここは早々に退散するのが吉と判断。

「また後でね、那須原さん」

「待ちなさい」

　がしかし。

　感情の起伏にとぼしい、それでいて涼やかでよく通る声が。回れ右しようとした僕をその場に縫い止める。

「どこへ行こうというの？」

「どこって、生徒会室だけど？　今日はミーティングがあるんでしょ？」

「だったらわたくしと一緒に行けばいいんじゃないかしら」

「でも君、いま仕事中じゃん」

「わたしの仕事が終わってから一緒に行けばいいわ」

「えええ？　それってつまり、君と一緒にここで仕事しろってこと？」

「そういうことになりそうね」

「いやごめん。僕は先に生徒会室へ行って、今日の予習とかしたいんだけど。僕ってあんまり成績いい方じゃないから、この学校のレベルについていくためには──」

「ごちゃごちゃうるさいわね。あまり聞き分けがないようだと、わたくしの今日の下着が何色か当ててもらうわよ」

　あーもー！

　またそういうネタを持ち出してくる！

「ちなみに今日はオーソドックスな白色よ」

「いや申告しなくていいからそれは。……あのさ、前も言ったことだけどさ。その手のことって、あまり口にしない方がいいんじゃない？　仮にも君はこの学園の生徒会副会長なわけだし」

「あなたの言うことには一理あるわ。でも悪いけどわたくし、このネタをとても気に入っているの。いちど気に入ったからには、骨の髄ずいまで徹底的にしゃぶり尽くすつもりよ。あたかも噛かみ終えたガムを、それでもまだどこかに味が残ってるにちがいないと信じて、いつまでも噛み続けるみたいに」

「そこまで気に入ってるのか……」

　ていうか喩たとえが地味に貧乏くさいな。

　この子って、けっこういいとこのお嬢さんじゃなかったっけ？

「わたくしはこのネタを気に入っている。そのことに関しては誰だれにも口出しさせないわ。とやかく言うのであれば、たとえ相手が神であっても決して許さないでしょう」

「神をも恐れぬ発言だね」

　僕の記憶が確かなら、だけど。

　聖リリアナ学園は敬けい虔けんで名高いミッション系だったはずである。

「たとえ全裸にひん剥むかれた上、背中に『お前の母ちゃんでべそ』と書いた紙を貼はって町内を匍ほ匐ふく前進で練り歩いたあげく、『天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく卑ひ』と涙ながらに認めつつわたくしの靴を舐なめたって、ぜったいに、ぜったいに許すことはないわ」

「いやもう、そこまでやったならさすがに許してあげようよ……」

「そういうわけでわたくしは今後、手を変え品を変え、あらゆる場面でお気に入りのネタを振ることにするから。あらかじめ承知してもらいたいわ」

「いやまあ……そこまで好きなネタなんだったら、あえてやめさせるのも悪い気がするし。わかったよ、好きなだけそのネタを使うといい」

「ちなみにそもそもなぜこのネタが気に入ったのかといえば。このネタを振ってる時のあなたの顔が、とっても嫌そうだったからなのだけど」

「あーくそ、どうせそんなこったろうと思ってたのに！　ついうっかり認めてしまった僕の馬ば鹿か！」

「ごちゃごちゃうるさいわね。あまり聞き分けがないようだと、あなたの今日のお昼ごはんを下着のフルコースにするわよ」

「そしてさっそくお気に入りのネタを使ってくるし！　そんなところだけ律儀だな君は！」

　というか意味がわからん。なに下着のフルコースって。

　というかもう、ほんとにそのネタなら何でもいいのか。

　でもって、何だかんだいって付き合いのいい僕だった。けっきょく校門前に留とどまって、那な須す原はらさんの話に付き合っているわけだし。

　絡からみにくい相手ほど絡んでくる……人類にとって永遠のジレンマである。

　いやまあ、くり返しになるけど。僕は彼女のことが嫌いなわけじゃないし。変わり者ではあるけど面白い子なのは確かだし、こういう馬鹿話に付き合うのも決してやぶさかじゃないんだけど。

　とはいえ今のこの状況は──

（おっと。いよいよまずくなってきたな）

　ふと気づいてみれば。

　登校してくる生徒たちが皆、こちらを注視している。

　奇異やら羨せん望ぼうやら嫉しつ妬とやらの視線を向けながら、何ごとかと足を止めて。

　うーん。

　よくない傾向だな。

　何なに分ぶんにも僕は、この学園に転入してきたばかりの、いわばよそ者である。

　新入りで勝手のわからない身としては、なるべく波風立たないように立ち回りたいところなのだ。

　ほら、出る杭くいは打たれるって言うし。

　でもって目立つ人材ばかりがそろってる生徒会の中に、何の間違いか混じってしまった僕は、明らかに『出る杭』なわけで。

　おまけにいま目の前にいる金髪美人の爆弾発言は、すでに学園中の知るところとなっているわけで。

　……いやはやまったく。

『わたくしをあなたの彼女にしてください』

　なんてセリフ、公衆の面前で口にすることじゃあるまいに。

　しかも那な須す原はらさん、昨日あんな発言したばかりなのに、まったくもってケロっとした顔で今もこうして話してるし。

　まあ彼女って、いきなり突とつ拍ぴよう子しもないこと言い出す人だから。昨日の発言もあんまり真に受けないほうがいいのかもだけど……。

「ところであなた」

「え？　なに？」

「仮にもあなたは、この学園のトップである生徒会に籍を置く身。であればもう少し堂々としていなさい」

「え？　あ、うん」

「あなたはどう取り繕つくろったって『出る杭くい』だし、今さらそのポジションが変わることもないでしょう。この先ここで学園生活を送るにあたっては、もう少し自覚を持っておいたほうがいいんじゃないかしら」

「う、うん。そうね」

　んー。

　参ったな。

　僕って、そこまで感情が外に出るタイプではないと思うんだけど。那須原さんにはすっかり見透かされているらしい。もうちょっと気をつけた方がいいのかも。

「とはいえ、転校してきてまだ間もないあなたに堂々としていなさいと言うのは、それはそれでハードルが高いことだと思わなくもないわ。この聖リリアナ学園に、外の世界とはいささか異なる雰囲気があるのも確かなのだから」

「そう、それ。ほんとそうだよね。ここってかなり気合いの入ったエリート校だからさ。僕みたいに成績の平へい凡ぼんなヤツが転校してくるには、けっこうな苦労もあるんだよ」

「わかるわ。このわたくしでさえ、去年入学した当初はずいぶん戸と惑まどったものよ」

「へえー？　そうなの？」

　意外である。

　天地がひっくり返ろうとも淡々とした表情を崩さない、そんなイメージのある那須原さんなのに。やっぱ最初はこの学園に馴な染じめないところもあったのか。

「君でさえそうだったんなら、なんというかこう、気が楽だよな。僕がここに馴染めなくてもまあ、割と許されそうな気がする」

「そうね。だけど早い段階で慣れておくことに越したことはないわ」

「うん。そりゃそうだ」

「あなたが『馴な染じめない』と感じている理由の大半は、この学園で悪目立ちしていることに原因があるのでしょう」

「うん。その通り」

「だったらいい方法があるわ。悪目立ちに苦しむあなたに救いの手を差し伸べる、絶妙な方法が」

「ええっ？　ホントに？」

「本当よ」

「それって具体的にどういう方法なの？　ぜひお願いしたいんだけど」

「やっていいのかしら」

「うん。ぜひぜひ」

「そう。わかったわ」

　と言って那な須す原はらさんは頷うなずき、一歩こちらに近づいて。

　おもむろに僕の手を取って。

　そのまま自分の胸の上に僕の手を置いた。

　……。

　…………
 。
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　……………………
 。

　え？　あれ？

　一連の動作があまりに自然で淀よどみなかったから、数瞬の空白が開いてしまったけど、

「どわあっ!?
 」

　明らかにまずい状況だった。

　あわてて手を離し、一歩うしろに飛び退すさって、

「ちょ、何してんの!?
 」

「見ての通りよ。あなたがわたくしの胸を触ったわね」

「いやちょっと待て！　今の流れであたかも僕の方が行為の主導権を握っていたかのような言い回しをするのはやめてほしいんだけど!?
 」

「触ったというよりむしろ、揉もみしだいた、と表現するほうが適切かしらね」

「いや揉んでないし！　触っただけだから！　それも不可抗力で！」

「そう。で？　触った感想は？」

「感想って、そりゃ……！」

　すげー柔やわらかいくせにめちゃくちゃ弾力もあって、ボリュームも満点だった──なんてことは今、大変どうでもよいことで、

「つーか何してんの君!?
 　今のは一体どういうこと!?
 　何の脈みやく絡らくでああいうことに!?
 」

「どういうことも何も、あなたの悪目立ち対策よ」

「今のが!?
 　どこが!?
 」

「だって、あなたが今よりもぜんぜん、段違いなくらい悪目立ちすれば。多少の悪目立ちぐらいは気にならなくなるでしょう」

「そういう流れかあ！」

　頭を抱えて天を仰あおぐ僕。どうやら彼女を信用した僕が馬ば鹿かだったようだ。発想が飛躍してるというか、ちょっと常人離れしすぎてる。

「いわゆる逆転の発想だわ。毒をもって毒を制す、というわけね」

「いや制せてねえから！」

「わたくしの機転のよさを、もっと褒ほめてくれてもいいのよ」

「そしてまさかのドヤ顔！」

「ごちゃごちゃと文句の多い男ね。あまりクレームが多いようだと、わたくしの下着をハンカチ代わりにして制服のポケットに入れてもらうわよ」

「そうやってお気に入りのネタを持ち出してくる機転のよさだけは確かに一流だ！」

　ええい畜ちく生しよう。

　まさか朝っぱらからこんなトラップが待ち受けてるとは思わなかった。周囲の目はどうなってる？　那な須す原はらさんはこの学園でも人気トップクラスの有名人。そんな彼女の胸に粗相を働いたとあっては、学園における今後の僕の立場が──

「心配しなくてもいいわ」

　だがしかし、キョドる僕とは対照的に那須原さんは淡々と、

「そういう反応が返ってくることも想定して、周囲の視線が途切れた瞬間を狙ねらったわ」

「え？　どゆこと？」

「あなたがわたくしの胸を陵りよう辱じよくした瞬間は、誰だれも目にしていないということよ。安心して頂ちよう戴だい」

「ああ……そうなのか。そりゃ助かった。ていうか胸を陵辱って何」

「そういうわけで、今のはいわゆるデモンストレーションだったわけだけど。この方法を今後も続けるかどうかは、あなたに任せることにするわ」

「丁重にお断りします」

「こういうのって、こまめに続けないと効果がないのだけど」

「効果が出る前に僕の両手にお縄が掛かりそうだよ」

「そう。残念ね」

　けろりとした顔のまま、さして残念でもなさそうに言う那須原さん。

　ったく……ほんと彼女ってやつは、何をしでかすか予測のつかない子だよな。これでも名門エリート校の生徒会副会長であり、それ相応の実力と人望を兼かね備えているはずなんだけど。

「ところでまだ聞いていないのだけど」

「え？　何を？」

「わたくしの胸を触った感想は？」

「……いや、感想もなにも。ひたすらびっくりして、何が何やら」

「欲情したかしら」

「しねーよ」

　むしろできねーよ。

　あの状況で欲情できるなら、それはそれで見上げた根性かもしれないけど。

「そう。しないのね」

　と言って、じっとこちらを見つめてくる那須原さん。

　こうしてあらためて見ると、ほんと綺き麗れいな子である。

　アクアマリンのように静かで透明な光をたたえる瞳ひとみ。

　雪山で育った石楠花しやくなげみたいに白い肌。

　それらが過不足なく収まる、整った輪りん郭かくをえがく頬ほおのライン。

　欲情うんぬんはともかく、ずっと眺めていても飽きることのなさそうな、ギネスものの美人さんだけど。

「えーと……な、なに？　そんな風にまじまじと見られると、さすがに居心地悪いというか何というか」

「……こういうやり方は得策ではないのかしら」

　僕の声を聞いてる様子もなく、那な須す原はらさんは小さな声で呟つぶやいている。

「世界遺産クラスのわたくしの胸を触らせれば、きっと気を引けると思ったのだけど。これは戦略に修正を加える必要があるかもしれないわね」

「え、何？　何か言った？」

「何でもないわ。エア友達と話していただけよ」

「え？　それはけっこう問題発言なんじゃ……？」

「ところであなた」

　僕の疑問をスルーして、那須原さんは僕の後ろを覗のぞき込むようにしつつ、

「あの子、今日はいっしょじゃないのかしら」

「え？　あの子って？」

「有あり栖す川がわさん──いえ、今は姫ひめの小路こうじだったわね」

「ああ秋あき子こね。あいつは家の仕事が残ってるから、ちょっと遅れてくるよ」

「ふうん、そうなの。命拾いしたわね」

「え？　命拾いってどういうこと？」

「こうして朝から生徒会の仕事をしているわたくしの前で、あなたと妹がいちゃいちゃしながら登校してこようものなら。死んだ方がマシと思えるくらいの、徹底的な言葉責めに遭あわせていたでしょうから」

「うは」

　そりゃまた穏やかじゃないなあ。

　那須原さんって舌がよく回る子だし、氷でできた彫像みたいに表情も変わらないから。彼女が本気になって糾弾したら、その相手はさぞかしひどい目に遭うことだろう。

「……あなた、何だかうれしそうね」

　気のせいだろうか。

　滅めつ多たに表情を変えない那須原さんが、わずかに険のある目をして、

「自分の妹がむごたらしい目に遭うかもしれないというのに、どうしてそんなニヤニヤしてるのかしら」

「え？　いやいや、そんな顔してないよ？」

「表情に出なくてもわかるのよ、あなたの場合は」

「そうかな？　……まあでもさ、君と秋あき子こって、事あるごとに衝突するケンカ仲間みたいだし。ほどほどにやらせる分には問題ないだろう、って思ってるんだよね。ケンカするほど仲が良い、ってやつで」

「勝つのはいつもわたくしよ？」

「そんな感じだよね。でもま、それはそれで問題ないよ。泣いて走り去るあいつを追っかけて慰なぐさめるのも、兄である僕の仕事だろうからさ。それにそういう秋子もそれはそれで可愛かわいいと思うしね」

「…………
 」

　そう言うと、那な須す原はらさんはしばし口をつぐんで僕を見つめてから。

　これまた珍めずらしいことに「ふう」とため息をついた。

「察しはついていたけど……あなた、ほんとのほんとにシスコンなのね。それもこちらの想像の上をいくタイプの」

「……え？　なんでそうなるの？　いやいや兄として当たり前でしょ？　妹をフォローするのも、妹を可愛く思うのも」

「まあいいわ。障害が多ければ多いほど、やりがいもあるというものでしょうから」

　と言って、彼女はひとりで納得したみたいだった。

　だけでなく、僕を追い払うみたいな仕草で手を振って、

「今日のところは見逃してあげるから。さっさと行って、自習でも何でも好きなことをやるといいわ」

「あ。うん。いいの？」

「ただし。わたくしがこの程度で音を上げるとは思わないことね」

「あ、うん。はい」

　よくわからないけど解放してくれるらしい。

　何やら妙な誤解もされたままみたいだけど。まあいいか。

　どうせこの先、長い付き合いになるのだ。誤解を解く機会なんていくらでもあるだろうしね、うん。





同日（ＡＭ８：00
 ）









　聖リリアナ学園は、生徒会の権限がやたらと強い学校法人である。

　その強権はしばしば治外法権にも喩たとえられるほどだ。

　一例としては、学園に寄せられる潤沢な寄付金を自由に使えるとか。

　あるいは校則を改訂したり追加したりする権利を持っているとか。

　さらには授業に出なくても条件次第で単位がもらえたりとか。

　他にも『それって十代半ばの若者に与えられていいものなん？』と首を傾かしげたくなるような権限も、当然のように有していたりする。

　そんなわけで、いわば学園内で特別視されている生徒会だけど。

　わけても生徒会長ともなればまさに別格。

　全国の良家の子女、あるいは学業や一芸に秀でた生徒ばかりがそろった学園の中でも、さらに頭一つ抜きん出た存在。

　エリートぞろいの生徒たちに認められて頂点に立つ、エリート中のエリート。

　人望厚くして、なおかつ相応の手腕を備えてなければとても務まるものではない──のだけど。

「よう。お前さんが一番乗りかい？」

　生徒会室に入るなり、マホガニーの机の上に行ぎよう儀ぎ悪く脚あしを乗っけた女子生徒が声を掛けてきた。

「おはようあたしの愛人四号。まあとりあえず座りねェ」

「おはようございます生徒会長。朝一から大概な発言、痛み入ります」

　僕はあなたの愛人でもなければ四号でもありません。

「あっはっは。お前さん中々キツいねえ」

「キツいのは会長の冗談でしょ」

「まあもっとも、あたしはあんたのそういうところにも惚ほれ込んでるんだけどな？　夜のテクニックなんかよりもずっと」

「僕がいつ、どこで、あなたに夜のテクニックとやらを披ひ露ろうしたんですかね」

「おっとっと。こいつぁ朝からトゲがあるねえ」

「人のことを四号呼ばわりする人に友好的な態度を取る理由を、僕は何ひとつ持ち合わせてませんので」

「まあそうつれないことを言うねェ」

　まったくこたえてない顔でかかかと笑う彼女こそ、我がリリアナ学園が誇るべきはずのワントップ。

　赤髪のポニーテール、右目に眼帯、腰には日本刀という、当人の言動に負けず劣おとらずの大概な格かつ好こうをした女子生徒。

　あまたの才能あふれる人材たちの中から選ばれた生徒会長──二に階かい堂どう嵐あらし、その人なのだった。……いや、お恥ずかしい限りである。

「ところで会長。試みに訊ききますけど」

「おう。何でも訊いてくんな」

「僕が四号ってことは、一号も二号も三号もいるってことですよね？」

「おうともさ。愛人一号はお前さんの妹で、愛人二号はお前さんに告白した仏頂面の金髪。愛人三号はお前さんを追っかけてきた銀色の親友だな」

「それ、ぜんぶ会長の脳内愛人じゃないですか」

「なあに、近いうちにそうなるさ。狙ねらった獲え物ものは逃がさない、ってのがあたしのポリシーなんだぜ？」

　なんて迷惑なポリシーだ。

　しかも無む駄だにスペックが高そうな会長だけに、うっかり言葉どおりになってしまいそうなのが怖い。

「ま、そんな渋しぶい顔しなさんな。あたしもこう見えてちっとは反省したんだからさ」

「反省？」

　会長の口から出たとは思えない単語に、僕は眉み間けんにしわを寄せる。

「反省って、何をです？」

「ほら、あたしって山ほど愛人がいるだろ？　でもさ、残念ながらあたしの身体はひとつしかないわけで。そうなるとさ、どうしたって愛人ひとりあたりにかける時間は少なくなっちまうわけよ」

「そりゃあそうでしょうよ」

「悲しい事実だよな。あたしはもちろん愛人たちにとってもさ。愛情の密度では誰だれにも負けない自信はあるけど……やっぱどうしても限界ってやつはあったわけよ。三十人から愛人を抱えちまうとな、どうしたって足りねえ何かが出てきちまうんだな」

「さ、三十人？」

　両手じゃ数えきれないくらい愛人がいる、とは聞いてたけど。

　頭おかしいだろこの人。

　年中発情期のオットセイかよ。しかもオスじゃなくてメスで。

「でさ、この際あたしも人間関係をちょっとばかり整理しようと思ってさ」

「まあ当然の判断ですね」

「で、その三十人からの愛人とお別れしてきた」

「え？　いつ？」

「昨日」

「昨日!?
 」

　たった一日で？

　というか昨日は始業式だったから、実質的には半日やそこらで？

「おっと、もちろん円満にだぜ？　修しゆ羅ら場ばも愁しゆう嘆たん場ばもあたしにゃ似合わねえからな」

「まじっすか……？　三十人と？　これといって揉もめることなく？」

「おうよ。それに自慢じゃねーが、あたしゃ可愛かわいい愛人たちとは一度たりともケンカになったことがねーんだぜ？」

　なんと。

　三十を数える花々の間を行き来して、関係を維持していただけでもびっくりなのに。いったいどんな世渡り上手なんだこの人。

　やっぱただ者じゃないな二に階かい堂どうさん。

　さっきは『お恥ずかしい限り』なんて言って悪かった。

　彼女こそ、リリアナ学園の頂点に君臨するにふさわしい人材だ。彼女ならいずれ、きっと何かとんでもないことをやってくれるにちがいない。

「というわけで、今年こそはあたしの野望──この生徒会をあたし専用のハーレムにする計画を実行に移すつもりさ。名付けて『ドキッ☆愛人だらけの生徒会室！　ポロリもあるよ？』……どうだい？　冴さえたアイデアだろ？」

「…………
 」

　うん、まあ。

　ある意味とんでもないことではある。

「会長」

「ん？　『ポロリしかないよ？』の方がよかったって？」

「んなこと言ってもいないし考えてもいません」

「じゃ、あたしの野望の壮大さに感動してくれたとか？」

「んなわけないでしょ。内容自体が馬ば鹿か馬ば鹿かしい上に、野望というにはスケールが小さすぎます。反省したとか言ってたから少しは真面目まじめになったかと思ったのに……どうせ反省するなら、あなたの爛ただれた夜の生活そのものを反省してください」

「あっはっは。無理無理、あたし性欲めちゃくちゃ強いし」

「そういうことをあっけらかんと言わないでください。というか、だったら何でそんないきなり別れちゃったんです？　愛人全員と」

「だから言ったろ？　反省したんだよ」

　大胆不敵を絵に描いたような、満ちあふれる自信を凝り固めたような、そんなニヤニヤ顔で。会長は言う。

「二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず、って言うけどな。あたしゃ自慢じゃないが、これまでは何匹ウサギちゃんを追ったって、きっちりこの手に入れてきたんだ」

「それ、自慢ですよ明らかに」

「ところがどっこい、どうも近ごろその神通力が鈍ってきやがってさ。このあたしの魅力と口説きをもってしても靡なびかねえ連中が、ひとりふたりと出てきやがった。しかもそいつらがとびきりおいしそうなもんだからさ、あたしとしてはそいつらだけは何があっても、どんなことをしてでも、きっちりおいしく頂きたいわけよ」

「はあ」

「で、方針を変えた。ぜんぶ手に入れるのは諦あきらめた。追っかけるウサギちゃんを四匹にまで絞った」

　なるほど。

　それでハーレム生徒会とか言い出したのか。

　副会長の那な須す原はらさん。

　書記を務める我が妹。

　銀ぎん兵べ衛えは先日、会長から会計の席を用意されて、どうやらそのオファーを受け入れたようだし。

　僕も書記代理副補佐という名の雑用係として、こうして生徒会室に顔を出している。

　会長の言うウサギちゃん四匹が、これでそろうというわけだ。

「いやー、しかし参った。なんせ一気に愛人全員と別れちまったからさ、ひとり身の夜がつらいのなんの。朝目が覚めて、となりに誰だれもいないのって、あんなに寂しいものだったんだなあ。すっかり忘れてたぜ」

　そりゃまあ、性的に暴ぼう飲いん暴ぼう食しよくの限りを尽くしてきた会長だし。

　その程度はいい薬、ってもんだと思うんだけど。

「でもさ。早速その甲か斐いはあったわけよ」

　と。

　行ぎよう儀ぎ悪く机の上に脚あしを乗せていた会長が。

　ゆっくりと──まるで見せつけるようにして脚あしを組み替えてから。

　革張りのやたら高そうな椅い子すから降りてきて。

「なんせいつも腹いっぱいだったからさ。うっかり忘れちまってたんだよな、餓うえるって感覚がどんなもんかを。いやー懐かしい。腹が減るとこんなにも欲しくなるもんだったんだねェ。そりゃもう狂おしいほどにさ」

　こちらに近づいてくる──のだけど。

　……ん？

　あれ？

　何か空気が変わってる……？

「ターゲットを絞る、なんてのはな。あたしにとっちゃ人生初と言っていい屈くつ辱じよくだ」

　気づいた時には二に階かい堂どう嵐あらしが目の前にいて。

　そうしてようやく僕は、彼女にすっかり呑のまれていることに気づいたのだった。

　ほとんど僕と変わらない身長を持つ会長だから、ここまで近づくとよくわかる。

　その、怖いほど美しく整った顔立ちのすべてが。

「だがその代わり──絞った獲え物ものはぜったい逃がさねえ」

　粗く磨いた琥こ珀はくみたいにギラギラと、それでいて深みを帯びて輝く瞳ひとみ。

　高く通った鼻び梁りよう。

　朝露をふくんだ桜の花びらみたいな、色のいいくちびる。

　それらを絶妙な調和で包む、バランスの極致ともいうべき顔の輪りん郭かく。

　今にして初めてわかった。

　奇抜な見た目も言動も、二階堂嵐という名の刃やいばを無害化するための鞘さやにすぎない。

　彼女が腰に帯びている刀なんて、彼女自身に比べたらナマクラ同然だ。

　二階堂嵐こそが最も恐るべき刀。

　鞘に収まってさえいれば無害──だけどひとたび鞘を走れば必ず獲物を捉とらえ、瞬く間に仕留めきる。

「姫ひめの小路こうじ秋あき人と。あたしの男になれ」

　会長の声を、僕はどこか遠いところで響くそれのように聞いた。

　……やっべ。

　頭でわかってても身体が言うことを聞いてくれない。

　視線を外せない。

　呑み込まれるように、吸い込まれるように。僕は二階堂嵐に魅入られている。

　それほどに会長は、『場』というやつをものの見事に支配しているのだ。

　そりゃもちろん、ここ生徒会室は彼女のホームグラウンドであり、今日初めてここに来る僕にとっては完全なアウェーだから。会長にしてみれば僕を呑のみやすく、僕からすれば会長に呑まれやすい環境ではある。

　だけどそれだけじゃ説明がつかない。

　この拘束力と強制力って、ほとんど催眠術のレベルだぞ？

　たぶん、ここでふたりきりになるという、そんな事の初めから。二に階かい堂どう嵐あらしは僕を獲え物ものと狙ねらい定め、狩り取るつもりでいたのだ。

　そうして注意深く編みこんだ蜘く蛛もの巣の中に、彼女は僕を誘い込んで。

　言葉のひとつひとつ、仕草のひとつひとつに蠱こ惑わくの毒を染みこませて、僕をがんじがらめに搦からめ捕った。

　まずい。

　わかってたつもりだったのに、それはまさしく『つもり』に過ぎなかったらしい。

　二階堂嵐。この人。マジでやばい。

「ふふ。いい子だねェ」

　仕留めた、と確信したのだろう。

　会長は妖よう艶えんに目を細め、甘ったるい吐息をもらして。
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　ゆっくりと、本当にゆっくりと、こちらへくちびるを近づけて──

「ちょーっと待ったーッ！」

　とその時。

　派手な騒音をまき散らしつつ生徒会室のドアを開けたのは。

「そこまでです会長！　お兄ちゃんから離れてくださいッ！」

　黒髪ロングを振り乱し、激しく息を切らせている我が妹だった。

「さあお兄ちゃん、こっちへ！」

　僕の手を引いて自分の背中に回し、肩を怒らせて会長を「ふーっ！」と威い嚇かくする。

　おお……。

　妹の姿をこれほど頼もしく思ったことが、かつてあっただろうか？

「ありがとう秋あき子こ、助かったよ。いいタイミングで入ってきてくれた。いやー危ない危ない、あのまま行ったらどうなることかと思」

「お兄ちゃんのどあほ──────────────────────────
 ッ！」

　罵ば倒とうされた。

　会長を威嚇する時以上に目をつり上げて。

「だから言ったでしょうお兄ちゃん!?
 　この人に近づいちゃいけないって！　まして会長とこんな密室でふたりきりになるなんて、地雷原を耕たがやしてお花畑を作るぐらい能天気な行為です！　お兄ちゃんは自分の貞てい操そうが惜しくないんですか!?
 」

「あ。うん。ごめん」

「本気で反省してるならわたしを抱っこしてください！」

「なんでだよ」

「もしくはわたしとさっきの続きをしてください！」

「だからなんでそうなるんだ」

「ええい、ああ言えばこう言う！　お兄ちゃんさてはぜんぜん反省してませんね!?
 　そういう悪い子にはお仕置きのキスをしますよっ!?
 」

「いやもーいいから落ち着け。とりあえず」

　まあ。

　落ち着いててもそうじゃなくても、妹はだいたいこんな感じだけど。

　ともあれ、僕の不用意が招いた事態なのは確かだ。

　妹の忠告も忘れていたし、よくよく反省しなきゃいけないな。

「やれやれ。無ぶ粋すいな邪じや魔まが入っちまったねェ」

　捕食できていたはずの獲え物ものを寸前で逃した狩人かりうどが、かかかと笑いつつ肩をすくめる。

「興が冷めた。続きはまた今度にしようや」

　その姿には、先ほどまでの妖よう艶えんさはどこにもない。

　幕末の浪ろう人にんを思わせる、豪ごう放ほう磊らい落らくで底抜けに明るい人物がそこにいるだけだ。あたかも『あたしゃ無害ですよー』とでも言いたげに。

　いやはや、カメレオン並みの変わり身の速さだ。

　能ある鷹たかは爪つめを隠す。

　使い古された格言がここまで似合う人を、僕は他に知らない。

「ふん。続きなんてあるわけないじゃないですか」

　妹が鼻を鳴らして、

「わたしの目の黒いうちは、お兄ちゃんには指一本ふれさせません。会長の毒どく牙がから必ず守りきってみせます」

「かっかっか、威勢がいいねえ。あたしゃお前さんのそういうところも大好きなんだ。これであたしの愛人にさえなってくれりゃ、あとは言うことないんだけどなあ」

「お断りです。わたしはお兄ちゃん一筋ですから」

「結構、結構。そういう身持ちの堅いところにもあたしゃ惚ほれてるからねェ。それでこそ落とし甲が斐いもあるってもんだ。……とはいえ」

　すうっ、と。

　二に階かい堂どうさんが剣けん呑のんに目を細める。

　カメレオンじみたこの生徒会長が、ふたたび化ける瞬間。

「姫ひめの小路こうじ。あんたは確かにあたしの大事な愛人候補だし、目に入れても痛くないほど可愛かわいがってもいる」

　陽気な浪人から冷酷な処刑人へと。

　瞬まばたきひとつの間にクラスチェンジ。

「でもな、あたしの狩りと食事を邪じや魔ましてくれたオトシマエは、それとは別にきっちりつけてもらわなくちゃならねえ。あたしの下で書記をやってるお前さんだ、その程度のことは理解してるよな？」

「そ、そんな脅しになんか、わたしはぜったい屈しません」

「脅しじゃねえよ。こりゃ単なる死刑宣告だ」

　会長が一歩前に踏み出して。

　それと同じ歩幅だけ妹は後ずさる。

「信しん賞しよう必ひつ罰ばつをよろしく為なすは、一国一城の主たる者のつとめ。部下のしつけ、ってやつは、上司のあたしがきっちり責任もってやらないとな？」

「わ、わたしは会長の不ふ埒らちな行為を止めただけです！　悪いことは何もしてません！」

「ここじゃあたしがルールだ」

「不条理です！　断固として抗議します！」

「いーからとりあえず脱ぬげ」

「脱ぐ!?
 　なんで!?
 」

「うっせーな四の五の言わずにさっさと食わせろ。こちとら昨日からお預け食らって性欲が溜たまりまくってんだ。責任とれコラ」

　捕食者、というより餓うえた野獣の目でじりじり近づく会長。

　対する妹も、近くにあったモップを手に取って応戦の構え。

　僕としてもまあ、いつまでも傍ぼう観かん者しやの立場でいられるはずもなく。ころあいを見計らって止めないといけない、のだけど。

「何をしているのかしら」

「朝っぱらから元気がいいね、そこのおふたりは」

　どんぴしゃのタイミングだった。

　那な須す原はらアナスタシア。

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ。

　時間的にそろそろだろうと思ってたけど、ふたりそろって登場してくれるとは運がいい。

「……ちぇ。今日はつくづく間が悪わりィな」

　新たにふたりの部下が登場したことで、さしもの会長もここが潮時と判断したようだ。

「今日のところは諦あきらめるか。姫ひめの小路こうじ、お前さんには貸しひとつだぜ？」

「貸し!?
 　なんで!?
 」

「お前さん、あたしの食事を邪じや魔ましといてタダで済むと思ってんのかい？」

「だってそれは、会長がお兄ちゃんを──」

「いったい何があったのかしら？」

　那須原さんが割って入る。

「わたくしと銀兵衛さんにもわかるよう、事情を説明して頂ちよう戴だい」

「いや、それがさー。聞いてくれよふたりとも」

「なるほどわかったわ。かくかくしかじかという理由で、明らかに姫小路さんが有罪というわけね」

「ちょ、那須原さん!?
 　会長が説明する前から勝手にかくかくしかじかとか要約しないでください！　それとわたしを一方的に悪役と決めつけるのもやめて！」

「いやいや妹くん。それは違うんじゃないかな」

　と、さらに銀ぎん兵べ衛えが口を挟んで、

「率直に言って、この部屋で何が行われていたかは容よう易いに想像がつく。どうせ会長が性欲を持て余したあげく、君にその処理を頼んでいたんだろう？」

「そっ──確かに大体あってますけど！　その前にもいろいろあって！」

「いや、これはちょっと頂けない事態だよ。君は生徒会書記であり、生徒会長を様々な方面からサポートするのが仕事のはず。まして二に階かい堂どう会長の性欲が、ゆうに常人の数十倍に達することなど、付き合いの短い僕ですらわかることだ。二階堂さんが辛しん抱ぼうたまらなくなるまで何らのケアもしないなんて、明らかに君の落ち度以外の何物でもないと思うんだけど？」

「そ、そんなのどうしろって言うんですか!?
 」

「簡単なことさ。君が会長の愛人になってあげればいい」

「ぜったいイヤです！」

「もしくは会長の性的な玩具おもちやになってあげるとか」

「それもっと酷くひどなってるでしょ!?
 」

「ああ言えばこう言う……君はいったい何をどうしたいんだい？　あんまり聞き分けがないようだと、どれだけ泣き叫んでも決して外には声が漏もれない密室で、会長と一晩ふたりきりで過ごしてもらうことになるよ？」

「だ・か・ら！　何でそういう話になるんですか!?
 」

　……と、まあ。

　そんなこんなでめでたく（？）話がうやむやになったようだ。

　身を挺ていして生いけ贄にえになってくれた妹には感謝感激──というか、いやもちろん僕だって、できれば助け舟を出してやりたいんだけど。

　那な須す原はらさんも銀兵衛も、宣言どおりのアンチ秋あき子こシフトを取ってるし。会長も秋子に対してはなにやら含むところがあるようだし。

　ま、下手に口を挟むのはやめておこう。ただでさえ僕がシスコンだという事実無根な疑いを掛けられていることだし、下手に手出しすればヤブヘビになりかねない。

　それにまあ、なんというか。

　三人のきれいどころから全力で弄いじられてる妹の姿は、やっぱりそれはそれで可愛かわいかったりするわけで。どうせならその眼福を少しでも長く味わいたいというのは、これはもう人情というやつだろう──

　なんて思ってたのだけど。

「うっし。余興はそろそろお開きにすっか」

　ぱん、ぱん、と。

　二に階かい堂どう会長が機嫌よさそうに一同の注目を引いて。

「ミーティング始めんぜ。席つけ席」

　ただそれだけで場をまとめてしまうのは、さすが学園のボスという感じではあった。





　いやはや。

　それにしても恐るべきことである。

　なんせ朝一番からここに至るまで、ずいぶんいろんなことが起きた気がするけど。

　今回の話が始まって、まだたったの一時間ちょっとしか経たってないってんだから。

　この先いったいどうなることやら……都合四名の美人がそれぞれ思い思いの席に着くのを横目で見ながら、そっとため息をつく僕なのだった。





同日（ＡＭ８：15
 ）（聖リリアナ学園・生徒会室）









　さて。

　ようやく、まったくもってやっとのことで、生徒会のミーティングである。

　正直、僕はちょっとばかり緊張していた。

　なにせ聖リリアナ学園といえば、僕の住んでいた京都にまでその名が響いていたほどの、全国屈指の名門校。

　エリート中のエリートが集まっているというだけでなく、一種の治外法権がまかり通る学園であり、その権力を一手に担うのがここにいる生徒会の面子めんつである。

　生徒会長に君臨する二階堂嵐あらしの指揮の下、年初一発目の会議において、いったいどんな議題が提示されるのか──転入したばかりの僕にとって、また生徒会メンバーの端はしくれでもある僕にとって、少なからず興味をそそられることだ。

　とまれ、まずはお手並み拝見。

　会長はもちろん、那な須す原はらさんも、僕の不ふ肖しようの妹でさえも、この学園ではひとかどの人物であるはず。僕と同じく新参とはいえ、銀ぎん兵べ衛えのスペックの高さは古くからよく知るところだ。

　はてさて一体、この面子めんつでどんな話し合いが始まるのか──。

　……。

　…………
 。

　というか、である。

　僕ってどこに座ればいいんだろう？

　会長、副会長、書記、会計。

　ここまではそれぞれの机に札が立っているから、もとより生徒会のメンバーだった三人はもちろん、銀ぎん兵べ衛えでさえ問題なく自分の席を見み出いだしている。

　しかしながら『書記代理副補佐』などというニッチな役職の席は、当然ながらというか、どこにも用意されてないわけで、

「おーい。こっちだよお前さん」

　と。

　そんな風に迷っていた僕に、二に階かい堂どうさんが手招きして、

「悪わりィ悪ィ。そういやお前さんの席を用意してなかったな。なんせお前さんの肩書きは、あたしが適当にでっちあげたもんだから。うっかり忘れてたよ」

「仮にも会長の職にある人が『でっちあげる』なんて言葉使わないでくださいよ」

　世が世ならリコール問題に発展する発言だ。

「まあそれはともかくとして……で、僕はどこに座れば？」

「そうさな、さしあたってはあたしのとなりに座ってりゃいいさ。今日のところはお前さんに大した仕事も回ってこねーだろうし、まずはこの場の空気ってやつを、肌で感じてくれりゃいい」

　……まあ妥だ当とうなところだろう。

　やたら画数の多い僕の肩書きは、いってみれば会長の独断で設けられたものだし。その内実は会長の私設秘書官、といったところなんだろうから。

　それに僕としてもどうせなら、まだ底の知れない会長の手腕というやつを間近で見てみたい、という気持ちもある。

「わかりました。じゃあ会長のうしろに──」

「ちょっと待ってもらえるかしら」

　そこで那な須す原はらさんが口を挟んだ。

「この学園の生徒会における書記という役職は、副会長職にあたる者が管かん轄かつすることになっているでしょう？　彼の肩書きは書記代理副補佐。ということは自然、彼の管轄は副会長のわたくしが担当する、ということになるんじゃないかしら」

　ふむ？

　なにせド素人しろうとの僕だから、そのあたりは不案内だけど。那な須す原はらさんがそう言うのなら間違いはないんだろう、きっと。

「そういうわけで、彼の居場所として最もふさわしいのはこのわたくしのとなりの席、ということになるわ。異存はないわね？」

「おっと。そういうことなら僕にも言わせてもらえるかい」

　と思ったら、今度は銀ぎん兵べ衛えが異を唱える。

「この生徒会の流儀については知るところじゃないけど。僕と秋あき人とはこちらに転校してきたばかりという共通点がある。生徒会の末席を汚す新参者同士、まずは肩を寄せ合って成り行きを見守るのが妥だ当とうじゃないかな？」

　ふむう。

　言われてみればそれもそうだ。

　僕はもちろんのこと、銀兵衛だって昨日今日この生徒会に入ったばかり。初日からいきなり見せ場があるとは思えない。

　むしろ気き負おって下手に口出しすれば、会議の進行を滞らせる恐れがあるわけで。僕と銀兵衛はこの際、ふたりして会議の進行を眺めているのがいいんじゃないか。

「ちょっと待ってくださいみなさん」

　と、今度は妹まで手を挙げて、

「そういうことであればわたしにも言い分があります。そもそもお兄ちゃんの役職というのは、文字どおり書記であるわたしをサポートするための──」

「却きやつ下か」

「ちょっと会長!?
 」

　演説を単語ひとつでぶった切られた妹は目をむいて、

「わたしまだ話の途中ですよ!?
 」

「うん、いやまあ。オチとしてはそういう形がいいかなと思って」

「そんなお笑い芸人みたいな配はい慮りよは要りませんから！」

「ま、あたしと毎日いっしょにお風ふ呂ろしてくれるってんなら、お前さんの話の続きを聞いてやってもいいかな」

「なんでそんな要求呑のまなきゃいけないんですか!?
 　わたしの立場弱すぎでしょそれ!?
 　普通にちゃんと聞いてくださいよ！」

「ちなみに風呂屋ってのはその昔、入浴場としての役割だけじゃなくて、男や女が春を売る場としても機能してたらしい」

「その豆知識をこのタイミングで出してくるのはどうかと思います！」

「ま、そういうわけで」

　と言って、すっぱり話をぶった切る二に階かい堂どうさん。

　哀れな妹はその切り替えの速さについてこれず、けっきょく自分の主張を展開する機会を失ってしまった。

　うん。このへんは役者の差だな。

「みんなの意見がきっぱり分かれちまったことだし」

　会長が椅い子すから立ち上がり、

「新年度一発目の議題はこれでいこうや」

　ホワイトボードに達たつ筆ぴつな字でこう板書する。





『第一回チキチキ！　姫ひめの小路こうじ秋あき人とのとなりに座るのは誰だれでっしゃろい？』





　……うん、まあ。何というか。

　僕、この学園の生徒会にヘンな幻想持ちすぎなんだろうか？

　というか、である。

「えーとすいません会長」

「なんでえ」

「その議題について、肝心な僕は何も意見を求められてないんですけど。僕からも何かしら発言していいんですか？」

「……おうよ。言ってみねえ」

「僕、秋あき子このとなりに座ろうと思うんですけど」

　途と端たん、生徒会室の空気が変わった。

　二階堂さん、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えは、今にもため息をつきそうな湿し気けた雰囲気に。

　ただひとり秋子だけが、春の訪れたお花畑みたいに顔を上気させて、

「お兄ちゃん……秋子は、秋子はずっと信じてました。お兄ちゃんとわたしは昔からずっと相思相愛だって」

「いやそうじゃないから。つか当たり前だろ？　お前は僕の妹で、しかも役職上は僕の上司に当たるんだし。二階堂さんと那須原さんと銀兵衛の言い分も一理あるけど、やっぱあえて選ぶとすればそうなるじゃん？」

「うふ、照れなくてもいいんですよお兄ちゃん。わたしにはちゃーんとわかってますから、お兄ちゃんの気持ちが」

「いや。その顔は明らかにわかってないな」

「いっそのこと、ここで婚約発表とかしちゃいます？」

「ほらみろやっぱりわかってねえ」

　ため息をつく僕だった。

　いやまあ、こうなることはわかってたんだけど。

　それでもこんなどうでもいい議題で時間を潰つぶすよりは、はっきり僕が意思表示したほうがいいだろう、って判断だったのだ。結果としてはまったくもって予想通りに、妹を無む駄だに増長させることになっちゃったけど……。

「うふふ。そうと決まれば善は急げです。ささ、お兄ちゃんどうぞこちらへ。ふたりでしっぽり会議に参加しましょ──」

「姫ひめの小路こうじ」

　ごきげん顔で僕を手招きしていた妹を、会長が遮さえぎる。

「悪わりィんだけどさ。急用を頼まれてくんねーか？」

「急用？　今からですか？」

「おう。すまねーがちょいとアンパン買ってきてくれ」
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「あ、あんぱん？」

「いやー、なんでだか急に食いたくなっちまってさ。あ、牛乳も忘れずにな？」

「……申し訳ありませんが、いくら会長のお言葉とはいえできかねます。大事な会議の場で部下を私用に使うなんて、恥はじを知ってください」

「五分以内に買ってきてくれたら、お前さんの兄貴から『秋あき子こは今日も最高に可愛かわいいね』と言ってもらえる権利を与えよう」

「五分以内ですね!?
 　了解です！」

　言うなり、秋子はどこかの忠犬みたいに生徒会室を飛び出ていった。

　それでいいのか妹よ……正直、お兄ちゃんはお前の将来がちょっと心配だ。

　というか僕、妹が帰ってきたらそのセリフ言わなきゃならないんだろうか。

「さて。これで邪じや魔ま者ものは消えたわけだが……」

　会長は悠々と机の上に脚あしを乗せて、僕の方をちらりと見やる。

「姫ひめの小路こうじ秋あき人と。お前さん、あの妹を見てどう思う？」

「どう思うも何も、すっごく心配です」

　あんな単純にコントロールされてたら、この先の人生でどんな苦労をするやら知れたものではない。

　まあ僕が傍そばにいる時であれば、滅めつ多たなことが起きないように舵かじ取りすることもできるだろうけど……二十四時間いつもいっしょに居られるわけじゃないし。

「そうだよな。あたしも心配だ。あたしだけじゃなくて、そこで不景気なツラ下げてる副会長と会計も同じ気持ちだろうよ」

　と言って、沈黙している那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えをそれぞれ見てから、

「でもな。あたしらの心配ってのはさ、お前さんのそれとはちょっとちがうんだよな」

「はあ」

「お前さん、ぶっちゃけシスコンだろ？」

「え？」

　なんだなんだ。

　那須原さんも銀兵衛もそうだったけど、会長までそんな勘違いをしてたのか。

「いや、別に僕シスコンじゃないですよ？　そりゃ妹のことは大事にしてますし、大好きは大好きですけど。でもそれって、兄としては当たり前のことじゃないですか？　特に不思議なこととは思わないんですけど」

「うん、まあ。その通りだわな。ああ、まったくの正論だよ。お前さんは何も間違っちゃいねえ……んだけどな」

　と言って、会長は何か含むところがあるような顔でもにょもにょしていたけど。

「那な須す原はら。銀ぎん兵べ衛え。ちとこっち来い」

　部下ふたりを呼び寄せて、なにやらひそひそ話を始めた。






『まあ……あたしの言いたいことは、だいたい察してるとは思うんだけどよ？』



『ええそうね。まったくひどいものだわ』



『姫ひめの小路こうじ兄妹きようだいのアレさ加減は、ちょっと僕の想像を超えていたね。甘く見ていたと言われればそれまでだけど……』






　僕だけひとり、なぜか蚊か帳やの外。

　とはいえ、女性同士の内緒話に首を突っ込むほど野や暮ぼじゃない。なにを話し合ってるのか気にはなるけど……ここはひとつ、彼女たちの話がまとまるのを待つとしよう。






『とにかく兄妹そろってあのザマじゃ、こっちとしちゃどうもならねえ。今のままだとさすがのあたしもお手上げだな』



『あのふたり、放っておくといつの間にかふたりだけの世界を作るのよね。勘かん弁べんしてもらいたいものだわ』



『まあ幸いにして、あのふたりは血のつながった兄妹だからね。兄妹同士でくっついてゲームセット……という結末はありえない、はず、ではあるんだけど』



『それもあの調子じゃ、いつどこで何かの拍子に、何が起きるか知れたもんじゃねェ』



『そうなれば、わたくしたちはとんだ道化ね。最悪の事態を避さけるために次善の策を採っていくしかないでしょう』



『さしあたり一時休戦、僕らの間で臨時同盟を結ぼう。問題はそれでどう動くか、だけど』



『それについちゃ、あたしにアイデアがある。ひとくち乗らねえかい？』






　……おっと。

　どうやら話がまとまったみたいだ。

「待たせたな、姫小路秋あき人と」

　密談の参加者それぞれが席に戻るのを確認してから、会長が口を開く。

「ちとお前さんに相談があるんだが。聞いてくれるかい？」

「はあ。なんでしょう」

「お前さん、妹のブラコンっぷりをどう思ってる？」

「そりゃまあ……慕したってくれるのはうれしいですけどね。六年間も離れ離れだったからなおさらですし。でもま、言うまでもないことですけど、妹はあくまでも妹ですから。それ以上のことは特にないですよ」

「じゃ、妹がブラコンっぷりをまったく隠そうとせず、周りの目も憚はばかろうとしないことについては？」

「あーそれはですね」

　痛いところである。

　僕と離れ離れだった六年間。秋あき子こは名門・有あり栖す川がわ家けの子女として、どこへ出しても恥ずかしくないだけの教育を受けてきた。

　その甲か斐いあってリリアナ学園における彼女は成績優秀であり、人望も厚く、極めて優秀な生徒のひとりに数えられているらしい。事実、強大な権限をもつ生徒会において書記という役職にもついている。

　普段いっしょに居る時の言動がアレなもんだから、うっかり忘れそうになるけど。姫ひめの小路こうじ秋子は十六歳にして、すでに名声と呼べるだけのものを獲かく得とくしているのだ。

　その名声がもし、僕といっしょに暮らし始めたことで──あるいは僕が同じ学園に通うことで、少しでも傷がつくようなことがあれば。これは甚はなはだまずいことである。

　まして今この時期というのは、有栖川と鷹たかノの宮みやの両家から強引に独立したばかり。可能なかぎり失点は避さけたいところなのだ。

「ま、そのツラ見りゃ大体わかるわな、お前さんの考えは」

　会長はウムウム頷うなずいて、

「お前さん自身は、妹のブラコンっぷりを必ずしも快くは思っていない。ここまではいいよな？」

「ええまあ」

「実のところ、それはお前さんだけに言える話じゃなくてだな。あたしら生徒会にとっても同じなわけよ」

「といいますと？」

「ンなの決まってんだろ？　生徒会メンバーの失態は、すなわち生徒会全体の失態。でもってお前さんの妹のブラコンっぷりってのは、お世辞にも生徒会の評判を良くしてくれるモンじゃねえ。わかるな？」

　その通りだろう。

　実のところ、その点は僕も前々から気がかりだったのだ。

　日ひ頃ごろから『お兄ちゃん大好き』と公言してきたらしい妹が、それでも周囲から白い目で見られなかったのは。具体的にそのブラコンっぷりがどのような形で発揮されるのか、誰だれも見たことがなかったからだろう。

　だけど僕がこの学園に転入してきたことで事情は変わった。僕といっしょに居る時の妹のアレっぷりは、すでに学園中の生徒が知るところのようだし。これまで保っていられた妹の体面が今後も保てるかどうかは、正直かなり怪しい。

「あたしらの利害は一致してる。このまま放っておくのはマズい。となると、何かしら手を打っておかなきゃならねえ」

「まあ……そうでしょうね。で？　会長には何か考えが？」

「あるにはある。でもそれには姫ひめの小路こうじ秋あき人と、お前さんの助けが必要だ。もちろん協力してくれるよな？」





四月九日（ＡＭ７：00
 ）









　授業初日が明けて、翌日。

　学生寮りようの管理人室、いつもの朝食風景にて。

「本当、ひどいと思いませんかお兄ちゃん!?
 」

　妹は食事そっちのけでぷりぷり怒っていた。

「わたしちゃんと自分で時間を計ってたんです！　たっぷり五秒ぐらいは余裕があったはずなんです！」

「お椀わんを手に持ったまま拳こぶしを振るうな。お行ぎよう儀ぎの悪い」

「なのにあの会長ときたら、『惜しかったな。ほんの三秒だけおそかった』とか何とか言って！　不正なジャッジでわたしの権利を取り上げたんです！　こんなひどいことがまかり通っていいんでしょうか!?
 」

「んなこと僕に言われてもなあ」

　まあ僕としては、みんなのいる前で『秋あき子こは今日も最高に可愛かわいいね』なんてセリフを言わずに済んで助かったけど。

　昨日、二に階かい堂どう会長の甘言に乗って生徒会室を飛び出していった妹は、あの後ほんとうにアンパンと牛乳を買って戻ってきたのである。

　もちろん聖リリアナ学園にはそんなもの売ってないので、近くのコンビニまでひとっ走りしてきたらしいんだけど。そのコンビニって、とてもじゃないけど五分で往復できるような距離にはなかったりする。

　いやはやまったく。無む駄だなところでスペックの高い妹だ。

「あの会長の横暴には、これまで我慢に我慢を重ねてきましたけど。今回ばかりは堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れました。わたしは断固として抗議します。そしてどんな手を使ってでも、この世紀の誤ご審しんをくつがえしてみせます」

「いやまあ。いいじゃん、そこまでこだわらなくても」

「ご心配には及びません。弁べん護ご士しの手配はすでに済ませてありますから」

「今すぐキャンセルしなさいその弁護士」

「お兄ちゃん!?
 　お兄ちゃんは一体どっちの味方なんですか!?
 　わたしじゃなくて二階堂会長の肩を持つんですか!?
 」

「なんでそんな話になるんだ。というかさ、そもそもお前だって悪いんだぜ？　ろくにルールも確認せずに飛び出していっちまうんだから。会長の方はちゃっかりタイムも計ってたのにさ。しかもお前の言う『たっぷり五秒ぐらいは余裕があった』ってのは、あくまでも体感時間の話だろ？　時計で計ったんじゃなくて」

「まあそれはそれとして！」

　旗色が悪くなった途と端たんに話を変える妹。

「元はといえばですね、お兄ちゃんが悪いんですよ？」

「なんでだよ」

「だってそうじゃないですか。お兄ちゃんが『秋あき子こは今日も最高に可愛かわいいね』ってセリフを、毎日わたしに言ってくれてたなら。わたしは会長の卑ひ劣れつな罠わなにはまって、無駄な買い出しに行く羽目にならずに済んだんです。そうでしょう？」

「知ってるか？　そういうのを世間では責せき任にん転てん嫁かっていうんだ」

「ともあれそういうことですから。これからはもっとちゃんと『秋子は今日も最高に可愛いね』って言ってくださいね？　五分に一回ぐらい」

「多いなおい」

　まあ。

　妹の話に付き合ってたらキリがないので、この辺にしておくとして。

　ここらでそろそろ切り出しておかなきゃいけないだろう。

　むろん、昨日生徒会室で提案された件についてだ。

「なあ秋あき子こ」

「あ、お代わりですか？　たくさん食べてくださいね、今日の風ふ呂ろ吹ふき大根は自信作なんですから」

「いやそうじゃなくて。今日の学校の帰りなんだけど」

「あ、買い物ですか？　それだったらぜひ雑貨屋さんにも行きたいです。いま使ってる洗剤がちょっとお肌に合わなくて」

「いや。消耗品の買い出しの話でもなくてさ」

　妹の早とちりっぷりに苦笑しつつ、

「今日は僕、帰りに寄ってくところがあるから。悪いけど秋子はひとりで帰ってもらえるかな？」

「…………
 」

「秋子？」

「…………
 」

「おーい。秋子ー？　話聞いてる？」

「…………
 え？　あ、はい。もちろんです。聞いてますよ？」

「だいじょうぶか？　なんか笑顔が凍こおりついてたけど」

「はい、だいじょうぶです。たくさん食べてくださいね、今日の風呂吹き大根は自信作なんですから」

「うん。だいじょうぶじゃなさそうだね」

　ショックのあまり時間が跳とんでいるようだ。

「今日は僕、帰りに寄ってくところがあるからさ。悪いけど秋子はひとりで帰ってもらえるかな、って言ったんだけど」

「え……え？　えっ？」

　ようやく言葉の意味を理解した妹が、しばらくキョドっていたけど。ほどなく『……あーなるほど』という顔をして、

「つまり一発ギャグだった、ってことですか？　お兄ちゃん意外にお茶ちや目めですねえ」

「いや。ギャグでも冗談でもないよ」

「え？　でもそれだとあれですよね？　わたしがお兄ちゃんといっしょに帰れなくなる、ってことになりませんか？」

「うん。そうなるよねまさしく」

「あはは、そんなー。まさかー」

「あはは、そのまさかなんだな」

「あはは」

「あはは」

「あは……あはは……」

「まあそういうことだから。お前は変な寄り道せずにまっすぐ」

「異議あ───────────────────────────────
 りッ！」

　僕のセリフを食い気味に、妹が声を張り上げて立ち上がる。

「緊急家族会議の招集を要よう請せいします！」

「却きやつ下か」

「寄ってくところがあるって、どこへ寄るんですか!?
 」

「秘密」

「わたしも連れてってください！」

「だめだめ」

「お」

　妹の目め尻じりにたちまち涙がたまって、

「お兄ちゃんが……お兄ちゃんが不良になった！　うわーん！」

「誰だれが不良だ人聞きの悪い」

「可愛かわいい妹をひとり置き去りにするなんて、不良以外の何ものでもありません！」

「置き去りも何も、ただ別々に帰るだけだろ？」

「とにかく！　そんなのぜったい認められませんから！」

　まあ予想してたことである。

　ここで妹が聞き分けよく『わかりました。気をつけて行ってきてくださいね』なんて言おうものなら。むしろ彼女を精神科に連れていかなきゃならない。

「わたしはいつだってお兄ちゃんと居たいです！　学校の帰りだってお兄ちゃんと一緒がいいです！　それとわかった上でお兄ちゃんがなおも強硬な手段に出るというなら、わたしにも考えがあります！」

「まあ待て。落ち着きなさい」

「だいじょうぶです！　わたしの弁べん護ご士しさんはとっても腕がいいですから！」

「その弁護士はちゃんとキャンセルしといてよ？」

　やれやれとため息をつく僕。

「まあともかく話を聞きなさい」

「不良のお兄ちゃんの言うことなんか、何も聞いてあげません！」

「秋あき子こ。これは僕からお前に与える試練なんだよ？」

「む……？　試練？」

「僕と離れ離れだった六年間。お前は『良い子になりなさい』っていう僕の言いつけを、よく守ってくれたよな」

「もちろんです。いつお兄ちゃんと再会してもいいように、わたしがんばりました」

「うん、そうだよな。僕はお前のそういうところが大好きだよ」

「ほ、ほんとうですか!?
 」

「ああ。ほんとうだよ」

「も、もういちど言ってください」

「僕の言いつけを守って良い子でいてくれたお前が、僕は本当に大好きだよ」

「えへへ……そ、それほどでもないです」

　もじもじと身をよじらせて、照れくさそうにする妹。

「で、でもですねお兄ちゃん。そんなにわたしのことを好きでいてくれるなら、やっぱり学校の帰りはいっしょに──」

「でもね秋子」

　妹の要求をぴしゃりとさえぎって、

「勉強ができて、料理も家事もできて、生徒会の役員まで務めてる……今のお前は本当に良い子だと思うけど。何よりも僕の言うことを素直に聞いてくれる、ってことが『良い子』の条件だと思わない？」

「うっ。そ、それは……」

「お前は素直で手の掛らない子だったよな、昔から」

　目を閉じて、子供のころを思い出しながら。僕はしみじみ言う。

「父さんも母さんも、物心つくころにはもうほとんど家にいなかったからさ。家のことはたいてい僕がいろいろやってたんだよな。掃除やら洗濯やら何やら……何でか知らないけど僕、父さんと母さんからはめちゃくちゃ信頼されてたし」

「ええ。そうですよね、本当」

　妹もまた、過去のアルバムを紐ひも解といてる時みたいな口調で、

「双子の兄妹きようだいだったけど、お兄ちゃんはわたしより何でもできて。わたしはずっとお兄ちゃんに頼りっぱなしでした」

「ま、大変ではあったけどさ。でもね秋子、それでも何とかやってこれたのは、やっぱお前のおかげだったんだよ。お前は僕の言うことをちゃんと聞いてくれたから。あれでもし、お前がぜんぜん僕の言うことを聞いてくれなかったら、さすがにあんな生活は続かなかったと思うんだよね。小学校に上がるか上がらないかの子供ふたりがさ、ほとんど自分たちだけで暮らしていくなんてのは」

「そんな……それはただ、わたしにはそのくらいしかできなかったというだけで。お兄ちゃんにだけは迷惑を掛けたくなかったから……」

「秋あき子こ。お前はしっかりした子だ。少しぐらい僕と離れていたって、秋子だったら立派にやってくれると信じてる。信じてるし、お前のそういうしっかりしたところを、お兄ちゃんは見てみたいな」

「ううう[image: ]
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 」

　お兄ちゃんずるい、という顔で、恨めしそうに僕を見ていた妹だけど。

　やがて諦あきらめたように吐息して、

「……わかりました。お兄ちゃんからそこまで言われて断れるわたしじゃありません。今日のところはぐっとガマンします。ガマンして、わたしひとりでもちゃんとできるんだ、ってところをお兄ちゃんに知ってもらいます」

「うん。それでこそ僕の妹だ」





　……そんなわけで、どうにか秋子をなだめることができた僕だけど。

　どこへ寄り道するか告げなくて正解だったと、あらためて思う。

『これから三日間にわたって、生徒会メンバーのお宅を日替わりで訪問する』なんて知られた日には、さすがの僕でも妹をコントロールできる自信はなくなるから。





同日（ＰＭ４：00
 ）









『親には子離れ、子には親離れってやつが必要なように。妹にも兄離れってやつが必要なのさ』

　二に階かい堂どう会長の提案を要約すると、つまりはそういうことになる。

『結局のところ、お前さんと妹が四六時中くっついてる、ってのがすべての元凶なわけだ。家にいる間はまあしょうがないとして、学校にいる間もずっとべったりだろ？　生徒会の時はもちろん、休み時間だろうと昼メシの時間だろうとお構いなし。もちろん学校の行き帰りだって基本はいっしょ。かろうじてクラスだけは別々になってるけどさ、まあ焼け石に水みたいなもんだわな』

　会長の現状分析には異論の余地がない。

　まったくもってその通り。僕と妹は寝ても覚めてもいっしょにいる。

　再会してからこのかた、あたかも一心同体であるかのように僕ら兄妹きようだいは時間を共にしてきた。いっしょにいない時間は風ふ呂ろとかトイレぐらいである。

『六年ぶりに再会したわけだし、気持ちはわからんでもねえけど。そのあたり、もちっとどうにかしてみねえかい？』

　というわけで。

　僕と妹がいっしょにいる時間を、ちょっとばかり減らそうじゃないか、という話の流れになり。

　もろもろ考こう慮りよの結果、『学校の帰り道に、生徒会メンバーのお宅をあいさつがてら訪問する』などという案が採択されたのだった。

　ただ単に妹といっしょにいる時間を減らすよりは、その方が生徒会メンバーとの親しん睦ぼくも兼かねることができてちょうどいい──という名目だったけど。なにやら会長の下心というか、心の中でしめしめと舌を出してる様子が透けて見えなくもない。

　そもそも効果に疑問が残るというか、せいぜいが応急処置ていどにしかならないんじゃないか、とも思うわけで。

　とはいえ強く反対する理由も見つからず、『やらねーよりはマシだよ』『もっと本格的な対策もその間に準備しておくさ』という会長の言葉もあり、それにもともと銀ぎん兵べ衛えの家に関しては一度きちんと訪れておきたいとも思っていた。

　だったらもうこの際、ついでに残りの生徒会メンバーの家にもあいさつしとこう──というわけで、提案を受け入れた次第である。

　さて。

　そんなこんなで僕は今、親友の家の前まで来ているのだけど。

「…………
 。ボロいなあ」

　率直すぎる感想がつい口から出た。

　僕と妹が住んでいる寮りようも相当に大概だけど。京都から追いかけてきてくれた親友の住居は、軽くその上をいっている。

　いったい築何年なんだ？　これって。

　二階建て木造建築のボロアパートは、屋根も傾いてるし雨あま樋どいなんかも穴だらけ。壁板は虫の食ってない箇所を探す方が大変だし、風どころか息を吹きかけただけで今にも倒とう壊かいしそうな雰囲気がそこかしこから漂ただよってくる。

　銀ぎん兵べ衛え……君の懐ふところ事情は知ってるつもりだけど、それにしてもこれは、いかにもあんまりなんじゃないか？

「やあ。よく来たね秋あき人と」

　声に振り返ると、いつの間にか我が友人が玄関に立っていた。建物のインパクトに気を取られてぜんぜん気づかなかった。

「……ギン。君はまたえらいところに部屋を借りたね」

「いやいや秋人、これはこれで実は掘り出し物なんだよ。見た目はご覧の通りだけど、屋台骨は意外にもしっかりしてるし。古いは古いが中身は外見ほどひどくない。何より家賃がお手て頃ごろでね。トイレ・バスつきでこの値段というのはちょっと他にはないのさ」

「いや、それにしてもなあ……そりゃ君が言うくらいだから、実際に掘り出し物なんだろうけど」

「まあ立ち話もなんだし。とりあえず上がりたまえよ」






　　　　＊







　なるほど、確かに友人の言うとおりだった。

　玄関を一歩またぐと、オンボロアパートはむしろ重厚な寺社建築にも似た雰囲気を帯びてくる。

　よく磨かれて黒い艶つやを放つ床板。

　日当たりが良いわけでもないのに、湿気の少なく、どこかひんやりした空気。

　このあたり、僕たちの住んでる寮にも通じるものがある。ボロっちくはあっても不ふ潔けつさはない、というか。なるほど掘り出し物のアパートなのだろう。きっと腕の良い大工が、質の良い木材をふんだんに使って建てたにちがいない。

「ほら。この部屋だ」

　きしむ階段を上がってすぐのドアを開けると、シンプルな四畳一間が開けていた。

　年季の入った丸テーブル。

　同じく使い古した和わ箪だん笥す。

　家具らしい家具といえばその程度。友人の部屋は昔からそうであったように、ひどくがらんとしている。

「相変わらずだなあ、君ん家ちは」

「結局のところシンプルが一番なのさ。まあ座ってくれよ。君が来るということで、先にひとっ走りしてお茶の用意をしておいたから」

　言われて座ざ布団ぶとんに腰を下ろすと、銀ぎん兵べ衛えは慣れた手つきでお茶を淹いれ始めた。

　趣しゆ味みといえば読書くらいしかない彼女だけど、お茶に関することだけは何だかんだとうるさいのである。

「さあどうぞ。熱いうちに」

「お、ありがと。いただきます」

　濃いめに淹れた緑茶をすする。別に高い葉を使ってるわけじゃないだろうに、銀兵衛が淹れたお茶はいつもうまい。

「どうだい？」

「うん。おいしいよ」

「そうかい。それは重ちよう畳じようだ」

　にこにこ。

　にこにこ。

　湯飲みを抱えている僕を見ながら、銀兵衛はずっと満足そうに笑っている。シニカルな微笑が標準の彼女にしては珍めずらしいことだ。

「機嫌がいいね」

「そりゃそうさ。念願かなって、ようやく君が来てくれたからね」

「あー……いろいろバタバタしてたしなあ。いや、ごめんよほんと」

「いいさ。僕に黙ってこちらに引っ越したことも、引っ越した後もぜんぜん君の家に招待してくれなかったことも、今となっては過ぎたこと。過去よりも未来よりも、今こうしている現在こそが大切だ。君の不義はすべて不問に付そう」

「そりゃ助かるよ。……あ、もう一杯お茶もらっていい？」

「うん。好きなだけ飲むといい」

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ。

　僕の大事な友人。

　彼女との出会いは、僕が妹と離れ離れになってほどないころ。まだ小学生だった時代にまでさかのぼる。

　僕の記憶が確かなら、銀兵衛は出会ったころのイメージとほとんど変わらない。

　当時からしゃべりかたもこんな感じだったし、大人でも気き後おくれするシニカルスマイルも相変わらずだし。

　体型の面からいっても、その成長度合いは彼女の場合かなり緩やかであるからして。うっかりすると銀兵衛の周りだけ時間が止まってるんじゃないか、なんて錯さつ覚かくさえ覚えたりもする。

　その中で唯一『これだけは出会った当時とちがう』と断言できるのは。

　今は曲がりなりにもちゃんとした女の子の格かつ好こうをしている、ということぐらいだろうか。

「だよなあ……最初はびっくりしたよ、ほんと」

「何の話だい？」

「いや、僕と君が出会ったころの話だよ。君が女の子だって知った時は、そりゃもう驚いたよな、ってさ」

「ああ……」

　銀兵衛は渋しぶい顔をして、

「知ってのとおり、我が家にはいろいろ妙なしきたりがあってね。こうして赤せき貧ひんにあえぐ暮らしをしているのも、銀兵衛春臣なんていう時代錯さく誤ごな名前を受け継いでるのも──そして子供のころ男として育てられたのも、そのひとつなわけだ」

「うん、それは聞いてる。しかしびっくりしたねあの時は。君が男だってことを、僕はぜんぜん疑ってなかったからさ」

「別にだますつもりはなかったんだけどね。気を悪くしてるなら謝あやまるよ」

「いやいやぜんぜん。ただほんとびっくりしたよな、って今ふと思い出しただけだから」

「まあ……今にして思えば、そういう先入観を事の初めに持たれてしまったのが、まさにすべての間違いの元だったんじゃないか、という感じだけどね。今日に至るボタンの掛け違いの、その始まりってやつだ」

「ん？　何の話？」

「こっちの話さ」

　そう言ってお茶をすすりつつ、文字どおりお茶を濁にごす彼女だった。

　しかし銀兵衛のやつ。

　機嫌が良いには良いんだけど。さっきから落ち着かない様子だな。

　ずっとそわそわしてるというか、何だかせわしなく視線をきょろきょろさせてるし、正座の姿勢をしきりに直したりしてるし。

「銀ぎん兵べ衛え」

「ん？　な、なんだい？」

「何かこれから約束でもあるの？」

「約束？　いや、今日は君と会う以外に予定はないけど」

「この後バイトがあって、その時間が押してたりとか。そういうことはない？」

「今の僕は自分でお金を稼かせぐことを禁じられている。猿さ渡わたり家けのしきたりでね。それは秋あき人とも知ってるんじゃないのかい？」

「あー……じゃあひょっとしてトイレをガマンしてたりする？」

「してないよ。失礼だな君」

　友人はくちびるを尖とがらせて、

「一体なんだっていうんだい？　さっきから変なことばかり訊きいて」

「あーいや。何か君の様子がおかしな感じに見えたからさ。そうだな……まるでこう、ひどく緊張しているような」

　この畏友の神経の太さについては、それはもう折り紙付きである。事実、友人づきあいしている間にそういう場面は何度も見てきた。

　彼女はたとえ満員のカーネギーホールにひとりで立たされたって、世間話と同じ調子で演説ができるタイプだ。トレードマークになっているシニカルスマイルが崩れることは滅めつ多たになく、いつだって泰たい然ぜん自じ若じやくとして僕をからかってくるのが常。

「だからまあ、珍めずらしいなと思ってさ。ひょっとして何かあったんじゃないかな、って考えるのが自然だろ？」

「…………
 」

　僕としては至し極ごくまっとうな疑問、のつもりだったんだけど。

　銀兵衛は大きく見開いた目を何度か瞬またたかせたと思うや、ハァとため息をついて。

「本当にわからないのかい？　秋人」

「え？　ああうん、わからないけど。え？　そんな変かな？　普通はわかることなの？」

「やれやれ……」

　力なく首を振って、

「常識で考えてくれよ……仮にも女が自分の部屋に男を招待して、その男とふたりきりでいるんだぞ……いや、君から女として見られてないのはわかってるが……わかってはいるけど、少しぐらいは期待してしまうものじゃないか……」

「ん？　なに？　よく聞こえないんだけど」

「うるさい馬ば鹿か。聞こえなくて結構だよ」

　ふん、と鼻を鳴らしてそっぽを向き、

「僕ばかり変に緊張してるのがバカらしくなってきた。秋あき人とのためになんか、ぜったいにこれ以上緊張なんかしてやるもんか」

「え。なんだよ。なんでいきなり怒ってんの？」

「うるさいだまれなんでもない。馬の耳に念仏というが、君の耳には念仏を聞かせるのだってもったいないよ。どこぞの新興宗教の宣伝文句でも耳元で流してるといいさ。死ぬまでエンドレスでね」

　よく意味のわからないディスをしてくる銀ぎん兵べ衛えだった。

　うーん。

　たまにこういうのがあるんだよな、彼女。

　僕には聞こえないような独り言をつぶやいた後、急にぷりぷりと怒り出す、みたいなことが。

　でもまあいい。
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　長年の付き合いや受けた恩を思えば、この程度はささやかなものだ。

　それに今日の僕は、奥の手というやつを用意している。

「あーそうそう。忘れてた」

　僕はちょっとわざとらしく、ポンと手を叩たたいて、

「銀ぎん兵べ衛え、君におみやげがあったんだ」

「おみやげ？」

「うん。これなんだけど」

　と言って、カバンの中から荷物を取りだしてテーブルに置く。

「！」

　手提げつきの小さな箱を見て、目を輝かせたのも一瞬。

　すぐに銀兵衛ははジト目で僕を見て、

「秋あき人と。君はいやらしいやつだな」

「あはは。まあそう言うなよ」

　箱の中身はケーキである。甘党な親友の大好物。

「前々からこいつを持って、君んとこに遊びに行こうと思ってたんだ。ほんとだぜ？」

「ふん、どうだか……あっ!?
 」

　鼻を鳴らして箱を開けた銀兵衛の目が、ふたたび輝いた。

「わあ、モンブランじゃないか！　僕の好物を覚えててくれたのかい？」

「そりゃあね」

　たまにしかごちそうしてやれないけど、彼女の好みぐらいはちゃんと心得ている。これでも長い付き合いだ。

「気に入ってくれた？」

「モンブランを気に入らない人間なんて、この世に存在しないさ」

「そりゃ何よりだ。じっくり楽しんでくれよ」

「ふん……あからさまな買収行為だとはわかっているけど。君からこんな贈り物をもらっては、機嫌を直さないわけにはいかないな」

「そうしてもらえると助かる」

　親友の視線はまだちょっとトゲがあるけど。今のうちに話題を変えておこう。

「ところで銀兵衛」

「なんだい」

「さっきもちょっと話に出かかったけど。懐ふところ具合の方はどう？　こっちに引っ越してもちゃんとやってけそう？」

「いや。なかなか厳しいね」

　ケーキの箱のふたを閉めつつ肩をすくめて、

「このアパートの家賃は、前に住んでいたところとほとんど変わらない。幸いにして敷金も礼金もカットしてもらったし、こちらへ移住するについては引っ越しの費用が掛っただけ。見ての通り家財道具は最低限しか持ってないから、その引っ越し費用も高が知れている。とはいえ……」

「まあ何だかんだと出費はあるよね。僕も引っ越したばかりだからわかるけど」

「うむ。特に転校というやつは金が掛る。制服やら教科書やらをそろえるだけでも一財産が吹っ飛んだよ。赤せき貧ひん洗うがごとしの僕にとっては、これがずいぶん痛かった」

　さっきもちょっと話に出ていたけど。

　銀ぎん兵べ衛えの実家は代々つづく商家で、経済界に隠然たる影響力をもつ猿さ渡わたり家け。

　その教育方針がえらく独特で。猿渡家の子女は『金銭というものの価値を身体で覚えさせる』とかいう名目で、若い頃ころはわずかな生活資金で貧乏暮らしを経験させられる。

　これがなかなか徹底していて、定められた金額の資金が尽きるとそれ以上の援助は受けられない上、そもそも報ほう酬しゆうを伴う労働自体も禁じられているから。そうなるとまったくの無一文で世間を渡っていかなくちゃならなくなる。

　なんでも『限られた条件下で金銭をやりくりする方法を学ぶ』ということらしいけど。その効果のほどはよくわからない。

　よくわからないけど、猿渡家は頑かたくなに伝統を守っているし、銀兵衛も粛しゆく々しゆくとその方針に従っている。

「ま、そういうわけで」

　シニカルな笑みを口もとに復活させながら、銀兵衛。

「相変わらず僕の家計は火の車。現状はかろうじて、どうにか食い繋つないでる、ってところさ。健康的な生活を送ろうとしたら、食費を削るのも限度があるし」

「だよなー」

「君の方はどうなんだい？　秋あき人と」

「こっちも似たようなもんだよ。懐ふところ具合は相変わらず厳しいね。収入も安定してるとは言いがたいし、今日もモンブランぐらいしかお詫わびの品も用意できなかった。せめてホールで丸ごと買うぐらいのことはしたかったんだけどさ」

「仕事のほうは？」

「あー……」

　訊きかれて口ごもる僕。

「まあ……順風満帆、ってことはないね、残念ながら。クライアントを満足させられてるかどうかはちょっと怪しいかな」

「やっていけそうかい？」

「まあね。首を切られるほどではないから、どうにかやってはいけそうだけど。正直いって収入の方はあんまり……そうだな、少なくとも当分は増えそうにないかな。将来のことを考えたら、ある程度は貯金にも回さないといけないし。それを差し引くと、手元に残るのは些さ細さいなもんだよ」

「ふむ」

　銀ぎん兵べ衛えは腕組みして間を取ってから、

「言うまでもないけど、君に仕事の口を紹介したのは僕だ。幸い、商売ごとのコネクションはそれなりに持ってるからね」

「その節はお世話になりました、はい」

「とはいえ、僕は『仕事を紹介できる人間』を君に引き合わせただけ。君が具体的にどんな仕事で日々の糧を得ているかは知らない。教えてくれる様子もないようだし」

「あはは……まあその辺はあれだ、守秘義務的なものがある、ってことにしといてくれると助かるかな」

「いいさ。僕だって商売を生業なりわいにする家の出だからね、その手のことを深く追及するつもりはない。僕の紹介が元で君が始めた仕事が、ちゃんと上う手まくいってるかどうか──興味があるのはそれだけだよ」

　うん。

　このあたりは流石さすがというか何というか。猿さ渡わたり家けに連なる人間だけあって、信用が絡からむ問題については辛口な銀兵衛である。

『僕の顔に泥を塗ぬるような真ま似ねをしたら、承知しないからね？』

　という言外のセリフが今にも聞こえてきそうな雰囲気だ。

　まあもっとも。

　そうは言いつつも、この親友は何だかんだで僕には甘いところを見せてくれたりするので。僕としてはまったくもって彼女に頭が上がらないんだけど。

「だいじょうぶ、安心してくれギン。その辺は僕だってよくわかってるよ。確かに優等生とは言いがたいけど……それでもクライアントを失望させないだけの成果は上げてるつもりだ。君のところにクレームが行くようなことは万が一にもない。たとえあったとしても、その責任は僕がちゃんと取る」

「……ま、わかってるならいいさ。というか僕だって、もとより秋あき人とを信用してないわけじゃない。ただ立場上、念押しだけはしておかないとね」

「ああ。わかってるよ」

　ぶっちゃけ現状、仕事の方はかなりピンチで。

　こうして友人とのひと時を楽しんでるような時間は、まったくもってゼロに等しいのだけど……なんせこれは妹がらみの話でもある。クライアントに掛ける迷惑も、まあ許容範囲ということで。

「むしろ君の方はいいのか？　ギン」

「何がだい？」

「生活だよ。けっこう苦しいんでしょ？」

「どうとでもやっていけるさ。心配には及ばない」

「そうはいかないよ。そもそも君がこっちに引っ越してきてくれたのは、僕を心配してくれてのことだし。言ってみれば僕は、銀ぎん兵べ衛えの家計を炎上させた張本人ってことになるわけだし」

「そんないいものじゃないよ。気にしないでくれ、本当」

「そういうわけにはいかないって。僕は銀兵衛に借りがたくさんあるし。しかもその借りをぜんぜん返せてないし」

「僕が勝手にやってることだ。秋あき人とが気に掛けることじゃない。……単に下心でやってることだしね」

「え？　なんだって？」

「なんでもない。どうして君は僕の独り言にまでいちいち口を挟んでくるんだ」

「んなこと言ったって、聞こえるんだからしょうがないじゃないか」

「まあとにかくだ」

　銀兵衛はやや強引に、

「君が心配するまでもないことだよ。というより、君から心配されるのは不本意ですらある。これでも僕は君より生活力があると思ってるし、実際長いことひとり暮らしをしてきているんだから」

「いや、まあ。そりゃそうかもだけど」

「だいじょうぶ。いざという時は遠えん慮りよなく秋人を頼らせてもらうつもりだから──というかたぶん、近いうちにそうなるよ」

「そっか。うん、それならいいんだ」

「嫌とは言わせないぜ？　君にはいくつも貸しがあるし、何より君は僕を『親友』と思ってくれてるんだろう？　せいぜい期待させてもらうとするさ」

「ああうん、もちろん。……というか、何で『親友』のところだけ妙に嫌いや味みったらしく言うの？」

「嫌味なんて言ってない。言いがかりはやめてくれたまえ」

「そうかあ？　とてもそうは聞こえなかったけど」

「うるさいなあもう。僕がちがうって言ってるんだから、それでいいじゃないか。そんなことよりケーキをいっしょに食べよう」

「いいのかい？　それってぜんぶ君のために買ってきたものだけど」

「確かにケーキは僕の大好物だけど、それもいっしょに味を楽しんでくれる相手がいてこその話だ。君は僕がケーキを楽しむ時間を、無む味み乾かん燥そうなつまらないものにする気かい？　いいから付き合いたまえよ」






　　　　＊







　そんなこんなで。

　僕と銀ぎん兵べ衛えはゆっくりケーキを味わいつつ、世間話やら昔話やらに花を咲かせたのであった。

　少しは借りも返せたし、これから先も返せるタイミングは作れそうだし。

　まずは満足な一日だった、と言っていいんじゃないかな？　うん。
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　──翌日。

　朝一で電話が掛ってきた。

　携帯じゃなくて寮りようの固定電話のほうに。

「お兄ちゃーん！　ごめんなさーい、ちょっと電話出てもらえますかー!?
 」

　キッチンの方から妹の声。

　まあ今は朝食を作るので手が離せないだろうから、ここは僕が電話に出るのが当然なんだけど。

「ごめん秋あき子こ。悪いんだけど、お前が出てくれないか？」

「えっ？　でもちょうど今、だし巻き玉子を焼いてて──」

「料理が失敗したら責任は僕が取るから。頼む」

「あ、はい。お兄ちゃんがそう言うなら」

「それと電話の相手には、僕は今ここにいないことにしといてくれ。ついでに今どこにいるのかもわからない、ってことで」

「わ、わかりました」

　きょとんとしつも、急いで電話機に向かうエプロン姿の妹。

　その様子を息を潜めて見守る僕。

　……なんでこんな真ま似ねをするかって？

　決まってる。電話を掛けてくる相手に心当たりがあるからだ。

「はいもしもし、姫ひめの小路こうじでございます。……あ、はい、いえいえとんでもないです……あ、はい、すいません兄は今ちょっとこちらには……」

　仕事先には、妹には僕の仕事のことを内緒にしておいてほしいと伝えてある。秋子がここで電話の応対をしても情報は漏もれないはずだ。

「はい……はい。かしこまりました。はい、そのようにお伝えします。……いえ、とんでもありません。それでは失礼いたします」

　がちゃり、と受話器の置かれる音。

　どうやら通話が終わったみたいだ。

「ありがとう秋子。いや、助かったよほんと」

「お兄ちゃん」

「いやー。電話の対応も堂に入ってるねお前。ほんと、頼りがいのある妹に育ってくれたなあ。兄としてほんと誇らしいよ」

「話を逸そらそうとしても無む駄だですよ？」

　……ふむ。

　さすがに完全スルーするのは難しいか。

「朝ごはんは後回しです。そこへ座ってくださいお兄ちゃん」

「はいはい」

　言われてちゃぶ台の前に座る僕。

　妹も向かい側に正座して、

「女の人からの電話でした」

「秋あき子こ、お前は誤解している。あの人は別に──」

「かわいい声の、若い女の人でした」

「まあそうだけど。あれは仕事関係の人だから。お前が思ってるようなことは何もないよ」

「なんだか涙声でした」

「あー……まあ、うん。いろいろあってね」

「それと『秋あき人とくんがひどいんですよ～……』って言ってました」

　ぬは。

　んなまた、誤解を招きやすいセリフをピンポイントで……。

「何か申し開きはありますか？」

「いや。申し開きも何も──」

「お兄ちゃん！　正直に白状してください！」

「いやだから。白状のしようがないんだって。ほんとに何もないんだから」

「今ならまだ間に合いますよ!?
 」

「間に合うって何がだよ」

「お兄ちゃんは、わたしのこの手が血の赤に染まってもいいって言うんですか!?
 」

「こら。冗談でもそういうことは口にするもんじゃありません」

　やれやれと首を振って、

「わかったわかった。そのうちさっきの電話の人を紹介するよ。そうすりゃ僕の身の潔白は証明できるだろ。それでいいか？」

「むう……その言葉に偽いつわりはありませんね？」

「ない。約束するよ」

「むむむ……」

「僕がお前との約束を破ったことがあるか？」

「うう……それは確かにないですけど……」

　ま、しょうがない。

　なるべく仕事のことは家庭に持ち込みたくないんだけど、変な誤解を受けるよりはいいだろう。この妹のことだから、誤解が誤解で済まなくなることもありそうだし。

「わかりました。お兄ちゃんを信じます」

「うん。そうしてくれ」

「考えてみれば、お兄ちゃんが妻であるわたしを放っておいて外に愛人を作るなんて、そんなことあるわけないですよね。えへへ……秋あき子こ、うっかりしてました」

「なあ、前も言った気がするけど。時どきお前のセリフには、明らかに不自然な単語が混じることがあるよな？」

　まあいいや。

　とりあえず機嫌は直ったみたいだし、追及するのはやめておこう。

　それよりも、機嫌のいい今のうちに言っておくべきことがある。

「あーところで秋子」

「はい、すいませんお兄ちゃん。だし巻き玉子は失敗しちゃったので、代わりに目玉焼きにしてもいいですか？」

「いや、それじゃなくて。今日の予定についてなんだけど」

「あ、洗剤だったらだいじょうぶですよ？　ちょっと奮発してお肌にやさしいものを買ってきましたから。これがほんと、すっごくお肌によくて──」

「いや、そういう話でもなくてさ。僕、今日も帰りに寄ってくところがあるから。悪いけど今日もひとりで帰ってもらえる？」

「…………
 」

「秋子？」

「…………
 」

「おーい。秋子ー？　話聞いてる？」

「…………
 え？　あ、はい。もちろんです。聞いてますよ？」

「だいじょうぶか？　なんか笑顔が凍こおりついてたけど」

「はい、だいじょうぶです。……お兄ちゃーん！　ごめんなさーい、ちょっと電話出てもらえますかー!?
 」

　いやいや。

　さすがに巻き戻りすぎだろ、それは。

「ちょっと今日も寄っていきたいところがあるからさ。学校からの帰りは、悪いけど秋あき子こひとりで頼むよ」

「……あははー。お兄ちゃん面白ーい。それ、これまで聞いた中でもとびっきり面白いギャグじゃないですかー。どうせだったら、もっととっておきのネタとして温存しておけばいいのに。ここはＭ─１決勝戦の会場じゃないんですよ？」

「いやいやギャグじゃなくて。あとお笑い芸人じゃないし僕」

「え？　でもそれだとあれですよね？　わたしとお兄ちゃんが、二日つづけていっしょに帰れないという、そういうハルマゲドン的なことになりません？」

「世界が終末を迎えるかどうかはともかくとして、二日つづけていっしょに帰らないのは確かだよ。まあそういうわけだから、変な寄り道はしないように。まっすぐ家に帰ってちゃんといい子にし」

「神は死んだ──────────────────────────────
 っ！」

　妹がハルマゲドンを起こした。

「It's guilty!　有罪です！　お兄ちゃんの行為は、明らかに姫ひめの小路こうじ法に反しています！」

「そんな法律を制定した覚えはない」

「一度の浮気ならまだしも二度目なんて！　それも一日と日をおかずに！　仏の顔は三度までといいますが、妹の顔は一度きりですよ!?
 」

「こら、ちゃぶ台をばしばし叩たたくな。割れちゃうだろ」

「これは完全にクロです！　真っ黒です！　夫であるお兄ちゃんの度重なる浮気に、妻であるわたしは大変傷つきました！」

　……またおかしな単語の組み合わせが混じってるな。

　まあいい。

　妹のこんな反応は想定済み。対処法もちゃんと考えてある。

「だめです許しません！　ぜったい認めるわけにはいきません！　今日という今日こそは、お兄ちゃんとわたしはいっしょに帰るんです！」

「なあ秋子」

「聞く耳もちません！　お兄ちゃんが何と言おうと、わたしはぜったいに折れませんから！　お兄ちゃんが折れてくれるまで、わたしはここを動きませんよっ！」

「僕とデートしないか」

「そもそもお兄ちゃんはですね、可愛かわいい妹に対する礼儀というものがなってないんですよ！　朝起きたらおはようのキス、お出かけの時は行ってらっしゃいのキス、帰ってきたらお帰りのキス、寝る前にはおやすみのキス！　最低でもこれだけのことをやって初めて一人前の──はうあ!?
 　今なんと!?
 」

「僕とデートしないか、って言ったんだけど」

「で、で、デートってあれですか!?
 　Ｄ・Ａ・Ｔ・Ｅですか!?
 」

「うん。そのスペルで合ってる」

「ひょっとしてアレですか!?
 　『Dateっていっても日付って意味のデートだよ。ははーん引っ掛かった引っ掛かった』とかいうオチですか!?
 」

「そんなことしないよ」

「じゃ、じゃあほんとに!?
 　ほんとにデートしてくれるんですか!?
 」

「うん。まあお金もないことだし、近所をぐるっと散歩するとか、そのくらいしかしてやれないけど」

「お散歩！　お兄ちゃんといっしょに!?
 」

「嫌かい？」

「いいえ最高です！　いつ行くんですか!?
 　今から!?
 」

「これから朝ごはん食べて学校だろ。僕が帰ってきてからだよ。今日の帰り道、用事を済ませてからね」

「うっ……それってつまり……」

「うん。お前が僕の言うことをちゃんと聞いてくれて、良い子にしててくれるなら。そのご褒ほう美びに、ってことだ。できるよね？」

「うう……で、でもそれだと、わたしは今日もお兄ちゃんといっしょに帰れないわけで……そんなに長い間お兄ちゃん成分が不足すると、たぶんわたしは死んでしまうんじゃないかと思うわけで……」

「ま、僕は秋あき子こを信じてるけどね。お前が僕を信じてくれてるように」

「ううう[image: ]
 [image: ]
 [image: ]
 」

　お兄ちゃんずるい、という顔で、恨めしそうに僕を見ていた妹だけど。

　やがて諦あきらめたように吐息して、

「……わかりました。昨日に引き続き、今日も耐たえ難がたきを耐えることにします。お兄ちゃんにそこまで言われたら嫌とは言えません」

「うん。それでこそ僕の妹だ」






　　　　＊







　そんなわけで。

　今日もどうにかこうにか、妹を説得できた僕であった。

　いや、ほんとはデートなんてやってる場合じゃないんだけど。取引先もさすがに泣きが入ってきたみたいだし、いい加減に仕事を済ませるべき……いや、でも仕方のないことだ。

　僕にとって秋あき子こは大事な妹で。

　秋子のブラコン対策は、僕にとって最優先事項のひとつ。

　妹といっしょに居る時間を減らして、周囲から妙な誤解を受けたり、無用の非難を受けるのを避さけるためには。デートのひとつやふたつは必要経費というものだろう。うん、しょうがないしょうがない。

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

　うん。

　何か違和感を覚えた気がするけど。まあいいや、気のせいだろう。

　今日の訪問先は、昨日よりもずっと手こずることが予想される。余計なことは考えず、気を引きしめて、集中していこう。うん。





同日（ＰＭ４：00
 ）









　いわゆる山の手と呼ばれる高級住宅街の、そのまたさらに一等地。

『金融資産が十けた以下の方は立ち入り禁止』

　なんて看板が立てられてる──わけじゃないけど、一般の方々が入り込むにはかなりの度胸、あるいは無神経さが必要とされるであろう、そんな土地柄に。那な須す原はらアナスタシアの家は建っている。

「……こりゃまたなんとも。ご立派なことで」

　目の前に鎮座する御殿を一望しつつ、自然とそんな感想が口をつく僕。

　華か美びさはない。

　重厚さもない。

　ただしセンスの良さだけはあふれ返ってる──そんな感じのモダンデザインを施ほどこした、広い二階建てだった。

　先鋭にかぶれて尖とがりすぎることもなく、それでいてソツなく時代の先端をいってますよ、みたいな。

　うーんお見事。

　よほどいいデザイナーに依頼したんだろうな、この家の設計。

　正直、ちょっと気き後おくれしてしまう。

　僕なんかは、いいところの家で暮らしていた経験があるとはいえ、根は貧乏性だし。本来ならこの区画に足を踏み入れるのもためらうクチなわけで。ましてやこういう家にお邪じや魔まするなんていやいやそんな、という感じなのだ。

　しまったなあ。

　せめて持参する菓子折りに、もうちょっと色をつけとくんだった。あんまり深く考えず、昨日銀ぎん兵べ衛えの家に持ってったのと同じケーキを持ってきただけだぞ。いやでもサイフの中身はずっと冬枯れのままだし、色つけるって言っても高が知れてるけど──

『いつまでそこに突っ立っているのかしら』

　と。

　その時おなじみの声が聞こえてきた。門の横にあるインターフォンから。

『早く入ってらっしゃい。そんなところで口を開けてぼーっとしてると、どこからどう見ても不審者にしか見えないわよ』

「あー那な須す原はらさん、こんにちは。いや、すごい立派な家だね」

『その立派な家のセキュリティが、そろそろ血相変えて飛んでくるでしょうから。屈強なガードマンたちに囲まれて人権の二文字から程遠い尋問を受けたくなければ、さっさと門の内側に入りなさい』

「いやまあ、うん。それはわかってるんだけど。その門がさっきからぜんぜん開く気配がない、というか」

『あらごめんなさい。うっかりしてたわ。そうね、そうよね、門を開けないとこちらに入ってくることはできないわね』

「うん。お願いするよ」

『あら。そういえばこれって、どうやって操作するんだったかしら。慣れない機械だからちょっとよくわからないわ』

「おいおい。ここって君ん家ちだろ？　そのくらいは覚えててくれよ」

『まあ、それはひどいんじゃないかしら。あなたの言い方はまるで、わたくしがこの家の住人でありながら家のことを何も把握していない、生活能力皆かい無むの社会不適合者だと言ってるようにも聞こえるのだけど』

「いやいやそうじゃなくて。ぜんぜんそんな気ないから。変な誤解しないでくれよ」

『だったらあなたのその意思を、それなりの態度と言葉で示してもらえるかしら』

「それなりの態度と言葉って？」

『具体的には謝罪と賠ばい償しようを要求するわ』

「わかったごめん、謝あやまるよ。君を誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようする気はまったくなかったんだ。この通り、許してもらえると助かる。賠償金を払えるほど僕はお金を持ってないから、そこんところは勘かん弁べんしてくれ」

『そう。あなたの気持ちはわかったわ。そこまで深々と頭を下げられては、さすがのわたくしも嫌とは言えないわね。とはいえ今後、発言には重々気をつけて頂ちよう戴だい。あなたがわたくしに放った言葉は、世が世なら裁さい判ばん沙ざ汰たまである話よ』

「そこまで言われることをしたとは思えないんだけど……まあそれはともかく、早いところ門を開けてくれないかな？」

『せっかちな男ね。早い男は女に嫌われるわよ』

「何の話かわからないけど、とにかく早く開けてくれ」

『あなた人の話を聞いてなかったの？　わたくしは門を開ける方法がわからないと、さっき言ったばかりでしょう』

「いやだからそのくらいは覚えててくれよと──あーいや、それはともかく。開けてくれほんとに。今すぐ」

『わかったわ。じゃあそうね、まずは軽く教科書一冊分はあるマニュアルを、一から熟読するところから始めるとするわ。安心して頂戴、これさえ読どく破はできれば我が家の門を開けることぐらいお茶の子さいさいよ』

「いやだから、そんな悠ゆう長ちようなことやらずにさ。操作の方法を知ってる人を誰だれか呼べばいいでしょ？　お手伝いさんとか」

『何をそんなに焦あせっているの？　落ち着きのない男は嫌われるわよ』

「いや、ていうか君、監視カメラか何かで見てるならわかるでしょ？　君の言う屈強なガードマンのみなさんが、さっきから血相変えてこっちに近づいてくるんだよ。僕が焦ってるのもそういう理由なんだけど？」

『でしょうね。不審人物が門の前にいるから一分以内に始末しなさい、って指示をさっき出しておいたから』

「おいこら君がすべての元凶かよ!?
 」





　……その後、どうにか平穏に那な須す原はら家けの敷地に入れた僕だけど。

　いやはや、門をくぐるだけでこの始末である。今日はこの先どうなることやら。






　　　　＊







　案内してもらった那な須す原はらさんの部屋は、思いのほかファンシーだった。

　いや。思いのほか、というのは控えめすぎるか。

　この際だ、変に取り繕つくろうことなく、『それはもう全力でこの上ないほどファンシー極まっていた』と言い直そう。

　ベージュ地に花柄をあしらった壁紙に、フローリングの床。

　明かり取りの窓がついた高い天井。

　そんなオシャレ部屋の隅々に、いろんな動物やらキャラクターやらのぬいぐるみが所狭しと飾られている。

　カーテンとかベッドとかの家具類には、やたらとレースとかフリルがあしらわれてるし。その色も淡いピンクが基調だし。

　もちろん決して悪あく趣しゆ味みというわけじゃなく、むしろ那須原さんはその手のセンスがいいようだから、品も良く可愛かわいらしい感じにまとまってはいるんだけど。

　いつも無表情で声も平へい淡たんな彼女のイメージからは、だいぶかけ離れた部屋ではある。

「引いたのかしら？」

　と。

　ファンシーさに圧倒されながら部屋を見回していた僕に、那須原さんが問うてくる。

「高校の二年にもなって部屋中をぬいぐるみで飾り立てるなんて、少女趣味が高じた変態か、さもなくば手遅れ一歩手前なメンヘルのどちらかだと。そう思っているのね？」

「いやいや。そんなことないよ」

「本当かしらね。先ほどから『こんな頭のいかれた女の部屋にいたら、こっちにまで変な病気が伝う染つってしまう。早く帰りたいな』という声にならない声が、ずっとわたくしの耳元で聞こえているのだけど」

「うん。幻げん聴ちようだよそれ」

「怪しいものね。あなたがわたくしを見る目は、明らかに可哀かわい想そうな人を見る時のそれになってるわ。ごまかしても無む駄だよ、わたくしにはちゃんとわかってるんだから」

　まあ。

　彼女のこの手の絡からみはいつものことである。

　僕は大して気にせず一笑して、

「確かにまあ、ちょっとしたテーマパークぐらいなら開業できそうな部屋だから。入った時は驚いたけどさ。でも別に君を変な目で見たりはしないよ。いいじゃないかぬいぐるみもファンシーも。僕は嫌いじゃないぜ？」

「それはどうかしら。わたくしがぬいぐるみの一つ一つに名前をつけて、毎晩彼らと寝る前にお話していると知っても、あなたはまだ平然としていられる？」

「あー……いやまあ、うん。確かにそれはちょっと……いや、でもだいじょうぶ。いいじゃないかそういうメルヘンも。大人になったからといって、子供の頃ころのそういう無邪気さを失う必要はないと思うよ」

「わたくしの精神が不安定な時は、ぬいぐるみのお腹なかにナイフを入れて、中に入ってる綿をひとつまみずつほじくり出しながら呪のろいの言葉を呟つぶやいている、と知っても？」

「ぐ……それはさすがにちょっと厳しいか……いやていうか君、ほんとにそんなことやってるの？」

「あるいは若くて健康な身体を持てあましたわたくしが、ぬいぐるみに火照った身体を押しつけて、夜な夜な自らを慰なぐさめているとしたらどうかしら」

「ちょっと待った！　何やら不穏なニオイがする！　その先は何も言わないで！」

「わかりやすく言うと、わたくしは毎晩お気に入りのぬいぐるみをネタにしてオナニーしているということね」

「いやだからそんなぶっちゃけた説明いらないから！　というかそういう話を女の子がするのは断固反対だって、僕言ったでしょ!?
 」

「わたくしこそ何度も言ってるでしょう。わたくしはいつでもどこでも、何があっても何をしてでも、あなたには絡からんでみたくなるんだ、って。あれだけ口を酸すっぱくして繰り返し言ってるのに、あなたのトリ頭はいまだにその程度のことすら記憶できないというの？　いくらあなたの知能指数が昆虫並みだとはいえ、これはあまりにもあまりな失態というべきではないかしら」

「うわ、まさかの逆ギレで僕の方がディスられてる!?
 」

「今度また同じようなことがあったら、婦人服売り場にひとりで行って下着を買ってきてもらうわよ。『姉のでも妹のでもありません。僕が使うものです』と誇らしげに胸を張りながらね」

「そしてお気に入りのネタもちゃっかり持ち出してくるし！」

　いかん。

　つい彼女のペースに乗せられてしまっている。

　那な須す原はらさんの会話の呼吸が絶妙なもんだから、つい主導権を握られてしまうんだけど。僕は僕で付き合いが良すぎるというか、流されやすいというか。いずれにせよもうちょっと考えないとな。

「冗談よ」

　と、那な須す原はらさんは表情を変えないまま言う。

「今のはぜんぶ冗談。作り話」

「え？　そうなの？」

「ええそうよ。単なる会話のキャッチボールの一環だから、気にしないで頂ちよう戴だい」

「あ、そう……いやそれならいいんだけどさ」

「こう見えてもわたくし、それなりに立場のある人間だもの。夜の性生活について赤せき裸ら々らな告白をしたりはしないわ」

「いや、うん。冗談ならいいんだ。いいんだけどさ……それにしてもきついんだよ、君の冗談は」

「ちなみにこの部屋そのものからして冗談よ」

「それはほんとにきついな！」

　さすがにその発想はなかった。

「ていうかどういうこと!?
 　この部屋が冗談って何!?
 」

「あなたが今日ここへ来ることになって、急きゆう遽きよ用意した部屋なのよ。本当のわたくしの部屋はちゃんと別にあるわ」

　きついというか何というか、大概すぎる話だった。

　いくらなんでも無む駄だな手間暇かけすぎだろ。僕をおちょくるためだけにこの部屋を用意したってことじゃないか。

「那須原さん」

「なにかしら」

「君ってひょっとして、僕が思ってる以上にバカなのかな？」

「失礼ね。何度も言ってるでしょう、わたくしはいつだって、万難を排してあなたに絡からんでみたくなるのだと」

「いや、それにしたってさー」

「キリスト教徒にとっての聖書、イスラム教徒にとってのコーランと同じくらいに、それはわたくしにとって絶対のルール。いつ何なん時どきでもあなたに絡んでいくことは、わたくしにとって唯一無二の生いき甲が斐いであり、同時にわたくしがこの世に生を受けた理由そのものでもあるのよ」

「なんか、大げさっぷりがスケールアップしてる気がするんだけど……」

「ところでわたくし思うのだけど。メルヘンとメンヘルってよく似ていると思わないかしら？　言葉の字面も、言葉の意味も」

「はい、その手の話題ストーップ」

　とまあ、なにやら盛り上がってきたところではあるけど。

　馬ば鹿か話ばなしはこのへんにしとこう。発言の内容も微妙に不穏当になってきたし。

「というか、僕たちいい加減に腰を落ち着けるべきじゃないか？　さっきから部屋に入ったまま立ちっぱなしなんだけど」

「それもそうね。じゃ、リビングに移動しましょう」

「いや。別にこの部屋でいいんじゃ？」

　今さら移動もないだろう、ということで、僕は率先してテーブルにつく。

「ん？　どうしたの那な須す原はらさん。君も座りなよ」

「…………
 。そうね」

　言われて僕の対面に座る那須原さん。

　気のせいか、ちょっとばかり不満そうな表情だけど。なんでだろ？　彼女の許可なく勝手に座っちゃったのがマズかったのかな？

　まあいいや。

「ところでご両親はご在宅？　できればひとことあいさつしておきたいんだけど」

「わたくしの両親は無職でもニートでもないから、今も世界のどこかで働いてるでしょうね。それにこの家には滅めつ多たに帰ってこないわ」

「じゃ、ご兄弟とかは？」

「わたくしはひとりっ子だから」

「ん、そか。じゃあしょうがないね」

「ちなみに今この家にいるのはわたくしとあなただけ。お手伝いさんには外に買い物に行ってもらってるし、セキュリティも今は遠ざけてるわ」

「へえ、そうなの」

「ふ。あなたの目が一瞬ケダモノの光を放ったのを、わたくしは見逃さなかったわ。この広い家にわたくしとふたりきりだと知った途と端たん、たちまち本性を現したわね」

「うん。錯さつ覚かくだからねそれ」

「『ぐへへ、泣いても叫んでも誰だれも来やしねえ。大人しく観念しな』という声にならない声が、さっきからわたくしの耳元で聞こえてくるわ」

「うん。幻げん聴ちようだからねそれ」

　というか誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようにもほどがある。

　ま、彼女の根も葉もない悪口はいつものことだから放っておくとして。

「でもそっか、残念だな。せっかくだしあいさつぐらいはしておきたかったんだけど」

「そんな必要はないわ」

「いやいや。やっぱ礼儀としてさ。そのくらいは当然でしょ？」

「いいえ。その必要はないわ」

　……ふむ？

　気のせいだろうか。相変わらず表情は微動だにしないんだけど、ちょっとばかりムッとしたような雰囲気だ。何か気に障るところに触れたんだろうか。

「那な須す原はらさん」

「何かしら」

「立ち入ったこと聞くようだけど。ひょっとして君、ご両親とあんまり仲が良くなかったりする？」

「ええそうね」

　あっさり頷うなずく彼女。

「とはいえ、いちおう彼らの名誉のために言っておくけど。別に彼らのわたくしに対する扱いが度を超えてひどいとか、そういうことではないわ。家庭的で模も範はん的てきな両親、とはお世辞にも言えないでしょうけど」

「じゃ、なんで仲が悪いの？」

「わたくしが反抗期だから」

　……あー。

　なるほど。

「意外に思ったでしょうね。このわたくしが反抗期だなんて」

「いやぜんぜん？　むしろ全面的に納得なんだけど」

「……。不本意だわ」

　めずらしく表情らしい表情を作る──くちびるを尖とがらせて不満を表明する那須原さん。

　ちょっと……いや、かなり。可愛かわいらしい。

「というか、どのへんが不本意なわけ？」

　首をひねる僕。

　こっちとしては反抗期というたったひとことで、すべてが腑ふに落ちた気分なんだけど。アリストテレスばりに『エウレーカ！』と叫びたい気分だ。[image: ]
 ＝[image: ]
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 と同じくらいシンプルで、なおかつ美しい解じゃないか。

「人の言こと葉ば尻じりをあげつらって悪口言ってきたりとか、むやみやたらと絡からんできたりとか。反抗期の典型的な症状だと思うんだけどな、那須原さんの態度って」

「別にわたくし、誰だれに対してもそういう態度を取るわけじゃないわ」

「そうなの？」

「ええそうよ」

「じゃ、僕に対してだけ？」

「ええそうね」

「おいおいひどいなあ。なんで僕にだけそんな態度取るんだよ」

「…………
 。わからないのかしら？」

「わかるわけないじゃん。僕が君と出会ってからそんなに長く経たってないし。僕、君に何かしたっけ？」

「…………
 」

　ふう、と。

　ちいさく、ほんのちいさくだけど。ため息をつく那な須す原はらさん。

「あなたって童どう貞ていだったわよね」

「な、なんで今その話？」

「これまで女性と付き合ったこともないんでしょうね」

「そりゃそうだけど……なんでそんな話を今？」

「別に」

　ふう、ともう一度ため息をつく那須原さん。

　めずらしいことに、今日の彼女は表情の変化が多い。

「……先日の告白は、わたくしにとって清きよ水みずの舞台から飛び降りるも同然のアクションだったのに。あれだけやってもこの人には気持ちが伝わらない、とでもいうのかしら。とはいえさすがにもう一度同じことを口にする気にはなれないわね……本当、これは想像以上の唐とう変へん木ぼくだわ……」

「え、なに？　よく聞こえないんだけど」

「ただの独り言よ。気にしないで頂ちよう戴だい」

「ああうん。君がそう言うなら気にしないけど」

「それがいいわ」

「というかさ、さっきから気になってるんだけど」

「なにかしら」

　僕は那須原さんの膝ひざもとを見る。

　そこには先ほどから──具体的には反抗期の話が始まったあたりから──熊くまをデフォルメしたぬいぐるみが鎮座していて。

　那須原さんの手がそいつの耳を弄いじったり、腕を弄ったり、足を弄ったりしていて。しかもそれをずっとくり返しているのだけど。

「…………
 。あ」

　僕の視線の先を追った那な須す原はらさんが、自分の手元を見て声をあげる。

　そのまましばし硬直。

　数秒後、そそくさと熊くまのぬいぐるみを脇わきに置いて、

「今のは悪い見本」

　と言った。

　…………
 。

　なんの悪い見本だ、とは突っ込まず、

「あのさ那須原さん」

「なにかしら」

「ひょっとして君、ぬいぐるみ好き？」

「そんなことないわ」

「無意識のうちにぬいぐるみを弄いじったりするクセとか、そういうのあったりしない？」

「まさか。そんなことあるはずないわ」

「ほんとに？」

「ほんとうよ」

「あーところでさ。この部屋はわざわざ僕が来るのを見越して、わざとファンシーに仕立ててる、みたいなこと言ってたよね？　君の本当の部屋は別にあるって」

「ええその通りよ」

「じゃ、その部屋もせっかくだから見せてもらえる？」

「女性の部屋を見たがるなんて、いやらしいわ」

　……ふむ。

　彼女にしては、なにやら返しのキレが悪い。

「那須原さん」

「なにかしら」

「やっぱさ、ここって実は君の部」

「何を言い出すのよ」

　否定された。

　僕のセリフを思いっきり食い気味に、先手を打つ感じで。

　うん。こりゃ完全にビンゴだな？

「そっかー、意外だなー。那須原さんって、実はこんなファンシー好きのぬいぐるみ好きだったのかー」

「ちがうわ」

「別にいいじゃん、ぬいぐるみ好きでも。なんでそんな否定するの？」

「この歳にもなってぬいぐるみ好きなんて、体面が悪いわ。……もちろんぬいぐるみ好きでも何でもないわたくしには関係のない話だけど」

「お気に入りのぬいぐるみとかって、持ってたりする？」

「お気に入りのぬいぐるみさんなんていないわ」

「ところでその熊くまのぬいぐるみ、かわいいね。よかったら僕にくれない？」

「彼は別にわたくしの大事な友達というわけじゃないけど、手放すのもそれはそれで気が引けるわ。他を当たって頂ちよう戴だい」

「そっかそっか。うんうんそうだよね」

　思わずニヤニヤしてしまう僕だった。

　なるほどねー。

　那な須す原はらさんにこんな一面があるというのは、純粋な驚きだ。

　そのミステリアスな空気と圧倒的な美び貌ぼうゆえ、学園中のあこがれの的だという彼女だから、何やら得した気分。

　ついでに言うと、彼女からはいつも弄いじられてばかりいる僕なので。こうやって立場が入れ替わると、ちょっとした優越感を覚えたり。

「というか那須原さん。ぬいぐるみだらけの自分の部屋を見られたくないなら、最初からリビングでもどこでも案内してくれればいいのに」

「ここはわたくしの部屋じゃないと言ってるでしょう」

「さてはアレだな？　ネタに走るあまり墓ぼ穴けつを掘ったんでしょ？　本来ならここが自分の部屋だとはバレない予定だったんじゃない？　策士策に溺おぼれる、ってやつかな」

「何を言ってるのかわからないわ」

「ほら、その返しとかもめちゃくちゃ普通だし。いつもの君ならもう少し切れ味のある返しをしてくるでしょ？　言葉の限りを尽くして僕に悪口言ってくるじゃん」

「別にただ、今日は調子が悪いだけよ」

「ほら、その返しからして全然だよ。ちょっとでも突っ込みどころを見つけたら、怒ど濤とうの勢いで畳たたみかけてくるでしょ、いつもの那須原さんなら」

「別に、わたくしは」

「ああ安心して。生徒会のみんなには言わないから。これは僕と君だけの秘密ってことにしておくよ。いやー、それにしても意外だなあ。那須原さんにまさかこんな趣しゆ味みがあったなんてさ。君ってとっつきにくい性格してるんだから、もっとそういう親しみやすさをアピールすればいいのに」

「…………
 」

　とうとうむっつり黙り込んでしまう那な須す原はらさん。

　む、しまった。

　ちょっと調子に乗って弄いじりすぎたかな？

「屈くつ辱じよくだわ」

　果たして彼女は無表情のまま、ボソリとつぶやいて、

「こんな屈辱を味わったのは生まれて初めてよ。この屈辱に対して、わたくしは相応の報復をすると心に誓うわ」

「いやいや、屈辱だなんてそんな。大げさすぎるよ。まして報復がどうとかさ、そんなレベルの話じゃないでしょ？」

「今さら後悔しても無む駄だよ」

「というか、元はといえばそっちのミスじゃん？　君の趣しゆ味みが僕にバレたのは」

「こんな屈辱を味わったのは生まれて初めてよ。この屈辱に対して、わたくしは相応の報復をすると心に誓うわ──と、大事なことだから二度言うわ」

　うーん。

　そこまで言うほどのことかなあ、これ？

　とはいえ彼女の無表情＆平へい淡たんな口調で言われると、何やらただならぬプレッシャーが。

「そして行動力のあるわたくしは、今すぐ報復行動に出ることをここに宣言するわ」

　と言って、那須原さんはおもむろに立ち上がる。

　……ぬ。

　これはちょっと妙な流れになってきたか？

　僕は座ったまま、内心の緊張は表に出さないまま、警戒レベルを数段あげる。

　これでもそれなりの坊ちゃん育ちをしてきた身なので、護身術的なものにはいささか心得がある。仮に今ここで那須原さんが暴力に訴え出たとしても、無抵抗にされるがまま、ということにはならないだろうけど……僕の護身術なんて、あくまでも『いささか心得がある』の域を出ないわけで。

　すでに先手は取られたこの状況。

　報復宣言をしておきながら、特に殺気らしきものは放っていない那須原さんだけど。さてこの先どう出るつもりなんだ？

　僕はどちらかといえば後の先を取りにいくタイプなので、ここは彼女の出方をうかがいたいところだけど──

「ふーう。それにしても今日はちょっと暑いわね」

　相変わらず無表情のまま、ただし妙にわざとらしくそんなことを言う那な須す原はらさん。

「こう暑いと、なんだか汗をかいてしまいそうね」

「……そうかなあ？　今ってまだ四月だよ？　暖房もそこまでは効いてないし」

「仕方ないわ。窓でも開けようかしらね」

　僕の声を無視して、那須原さんは窓に向かって歩き出す。

　この部屋の窓は南側にあり、彼女が座っていたのは部屋の北側。つまり那須原さんが窓を開けようとすれば、必然的に僕の傍そばを通ることになる。

　それにしてもわざとらしい演技だなあ。

　わざとらしいけど、仕掛けてくるとしたらやっぱりここか？

「おっと。足が滑すべったわ」

　てなことを思ってたら案の定。

　足をもつれさせた態を装よそおって、那須原さんがこちらに倒れこんできた。

　もちろんバレバレである以上、こっちも心の準備はできている。彼女がいかにしてここから攻撃を仕掛けようと、いくらでも対処することが可能だ。

　……って。

　なんか彼女、ほんとにこっちに倒れてきてるだけに見えるんだけど？　わざとやってるくせに妙に真に迫った倒れ方──このまま倒れたらケガをしかねない勢い──

　迎げい撃げきの方針をとっさに変更。

　敵意はないと直前で判断し、彼女を受け止める方向へシフト。

「うおっ……とっ」

　が、なにしろとっさのことである。

　上う手まくバランスなど取れるはずもなく、格かつ好こうよく抱きとめることはできなかった。僕にできたのは、不格好に那須原さんのクッションになることだけ。

　僕が仰あお向むけに横たわり、那須原さんがその上で四つんばいになっている体勢なわけだけど……まあやっぱり格好はつかないかな。

「中々いい運動神経ね」

　その体勢のまま、那須原さんがいつもの無表情で賞賛する。

「途中までどう動くか迷っていたのに、迷いが消えてからは動きに淀よどみがなかったわ。まあ合格点と言っていいでしょう」

「そう？　ありがとう」

　何に合格したのかは知らないけど。

「ていうか君、わざと転んだくせに転び方はホントに遠えん慮りよがなかったからさ。あのまま転んでたらケガしてたかもよ？　気をつけてね」

「そうね。気をつけるわ」

「うん。ぜひそうしてほしい」

「わかったわ」

「うん。たのむよ」

「……」

「……」

「…………
 」

「…………
 」

「……ええと那な須す原はらさん？」

「何かしら」

「そろそろどいてもらえると助かるかな、と」

「それは聞けない相談ね」

「えええ？」

　馬乗りのままじっと見つめてくる那須原さんへ、困り笑いを返しつつ、

「ええとでも君がどいてくれないと、僕はいつまでたっても起き上がれないんだけど」

「そうね。理論上そうなるわ」

「ええとじゃあ、いつまでこの体勢でいるつもりなのか、聞いてもいい？」

「わたくしの報復が終わるまで」

「えええー？」

　まいったなこりゃ。

　どうやら本格的に彼女を怒らせてしまった……のだろうか？　相変わらず微動だにしない無表情だからぜんぜんわからないんだけど。

　しかしこんな体勢で見詰め合ってると、かなり居心地が悪いなあ。こんな場所のこんなタイミングで、いきなりどうこう、ってことはないにしても。那須原さんは言動をともかくとすればものすごく魅力的な子なので、こっちとしてもちょっと対処に困る。困るというか、えろうもじもじする。

　うん。

　ここはとにかく交渉の一手だ。

　どうすれば彼女の気が済むのか、それを聞き出さないと。

「ええと那な須す原はらさん」

「何かしら」

「報復が終わるまでこの体勢でいる、って言ったけど」

「ええ言ったわね」

「具体的に何をどうすれば報復したことになるのか、聞かせてもらっていいかな？　僕に馬乗りになった体勢から、いったい君が何をどうしようとしてるのか」

「……それは」

　言いよどんだ那須原さんを、僕は真まっ直すぐに見つめ返す。

　可能なかぎり真しん摯しに、誠実に。

　交渉術の基本のひとつは、相手にこちらの誠意を伝えることだ。ここで目を逸そらしたりうっかり笑ったりすれば、那須原さんの怒りの炎に油を注ぐ結果になりかねない。マウントポジションを取られて圧倒的に不利な状況だし、気を引きしめて用心せねば。

　じっと見つめる。

　じっと、じっと、見つめ返す。

「ぅぐ」

　那須原さんが小さなうめき声を漏もらした。

　僕の視線にちょっと怯ひるんだ──のだろうか？　彼女を萎い縮しゆくさせるつもりは毛頭なかったんだけど、精神面で上位に立てたのは状況が好転する兆し。

　この機を逃さず畳たたみかける。

「教えてほしい。君が何をどうするつもりなのか。僕は何をすればいいのか」

「…………
 」

「仮にも女の子が男の上に馬乗りになるんだ。ただごとじゃないくらいは僕にもわかる。君の気持ちがいつになく高ぶっていることも、ちゃんとわかってる」

「…………
 」

　相手のホームグラウンドで、第三者の目がない密室で、しかも圧倒的に不利な体勢。生殺与奪を完全に握られてるだけに、こっちも必死である。だんだん声が熱を帯び、仰あお向むけになってるにもかかわらず身振り手振りが自然に出る。

「君の気持ちはわかってるつもりだし、君の気持ちにはできるだけ誠実に応こたえていきたいとも思ってる。だから聞かせてくれ。君の想おもいを、君の言葉で。僕にハッキリ伝えてくれ」

「…………
 」

「那須原さん。君はどうしたい？　僕に何をされたい？」

「…………
 」

「那な須す原はらさん」

「…………
 」

「那須原さん？」

　相変わらずの無表情を微動だにさせず、じっとこちらを見下ろしてくる那須原さんだけど。舌のよく回る彼女にしては、ちょっと沈黙が長すぎる。

（…………
 ？）

　不意に僕は不安に駆られた。

　もとより作り物みたいにきれいな彼女だけど。ひょっとしてこの子って、人間じゃなくてほんとにマネキンか何かなんじゃないだろうか、と──そんな錯さつ覚かくに襲われてしまったのだ。

　僕にとってこの時それは、ひどく現実味のある錯覚で。

　ちょっとした奇跡みたいにきれいな彼女が、もし本当に作り物だったらと思うと、ひどく怖くなってしまって。

「那須原さん？」

　僕は半ば無意識で手を伸ばして。

　マネキンみたいな彼女の頬ほおに触れた。
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　触れることで意識の有無とか、温度の有る無しを確かめる、その程度のつもりだったんだけど、

「────
 っ!?
 」

　ぼふん、と。

　そんな擬ぎ音おんがしっくりくる感じで、瞬く間に那須原さんの顔が赤に染まった。

「──っ！　──ッ!?
 」

　そのまま声にならない悲鳴をあげ、すばやく四つんばいの姿勢を解いて立ち上がると、
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 ッッッ！」

　あたふたとした足取りでベッドに駆け込み、布団ふとんを引ひっ被かぶって丸くなってしまった。

　…………
 。

　……あー。

　なんだろ。

　とりあえずあれだ。ちゃんと人間だこの子。

「おーい。那須原さーん。おーい」

「…………
 」

「いやごめん。そんなびっくりするとは思わなくて。そんなつもりじゃなかったんだ。いやほんとに」

「……屈くつ辱じよくだわ」

　ぼそりと。

　丸まった布団ふとんの中で何ごとかつぶやくのが聞こえる。

「仮にも女がここまでしたのに、どうしてあの男は平然としていられるのかしら。女の家で、ふたりきりで、馬乗りにまでなられて？　妹以外の女にはまったく興味がないとでも？　これは早急に対策を取る必要があるわね」

「…………
 ？」

　布団越しだからいまいち聞き取れないけど。恨み言を口にしてるのだけはわかる。

「報復するわ」

　しばしの間を空けてから、那な須す原はらさんはそう言った。布団から目だけ出して。

　言ってる内容こそ不穏当だけど。その仕草はちょっと、いやかなり。可愛かわいらしい。

「度重なる屈辱に対して、わたくしは必ずその報いをあなたに受けさせると心に決めるわ。硬い薪まきの上に臥ふして、苦い胆きもを嘗なめながら、生涯をかけて今回の件をあなたに後悔させることを天に誓うわ」

「いやいやちょっと待って。今の流れでそこまで言われるのがちょっとわからないんだけど。そりゃまあ、君のほっぺたに断りもなく触れたのは悪かったけど……」

「わたくしは一度口にしたことは必ず守るわ。覚悟しておいて頂ちよう戴だい」

　抑揚のない、しかし頑とした声で。

　相変わらず布団ふとんから目だけ出して僕を睨にらみながら（よくよく見るとちょっと涙目になっていた。可愛かわいい）、那な須す原はらさんは宣言してくる。

「弱ったなあ……いやほんとごめん。謝あやまるから勘かん弁べんしてくれよ」

「謝っても駄目」

「土下座しても許してもらえないかな？」

「許さないわ」

「死んでお詫わびしたとしても？」

「あなたの命ごときでこの屈くつ辱じよくを晴らせると思ったら大間違いよ」

「あはは……うん、それじゃまあ。お手て柔やわらかにお願いできればありがたいかな」





　……そんなわけで。

　僕の那須原家訪問は、那須原さんをすっかり怒らせる結果に終わってしまったのだった。

　まあでも怒らせてはしまったけど、嫌われてる感じは不思議としなかったから。どうとでもフォローする機会はあるだろう。

　彼女の好きなぬいぐるみとか、どこかで買ってきてお詫びに渡すのもいいかもしれないな──そんなことを思いつつ、那須原家を後にする僕なのだった。





四月十一日（ＡＭ７：00
 ）









　さて。

　連日の家庭訪問も今日が最後になる。

　本日訪問する先は当然ながら例のあの人であり、それは僕にとっていろんな意味で気が重いというか気が進まないことであるわけで、とはいえ今さら彼女だけ家庭訪問をパスするというのも明らかに不自然な話。

　ゆえに今日も妹を説得して、僕がひとりになれる時間を作らなきゃいけないのだけど。

　うーん。

　どうしたものか。

　初日は褒ほめ殺しで、二日目は褒め殺し＋エサで釣って、どうにか妹を納得させることができたけど。同じ手がまた通じるかといえば、さすがに心こころ許もとない。

　思考回路が大変にシンプルで、僕の言うことは喜んで聞いてくれる秋あき子こだけど。三日も不審な行動が続いたらさすがに怪しまれる。

　もし秋子が僕の家庭訪問の件を知れば、面倒なことになるのは必定。はてさてどうしたものか……といって妙案があるわけでもないし……。

　あれこれ考えてみるも打つ手がなく、八方ふさがり。

　こりゃもう妹の機嫌を損ねるのを承知で、強行突破するしかないか──という覚悟を決めかけたところで。

　ちょっとしたミラクルが起こった。

　いや、これをミラクルなんていう肯定的な表現をしていいものか甚はなはだ微妙だけど。とはいえ絶妙のタイミングで降って湧わいた事態ではあるし、八方ふさがりだった僕に一筋の光明を見み出いださせてくれたのは確かだ。

　でもたぶんこれ、トータルしたらプラマイゼロ……いや、明らかに頭痛の種が増えてることになるよな？　間違いなく。

　まあしょうがない。

　今はこの奇き貨かを最大限に生かし、目の前のピンチをしのぐことに全力を挙げるとしよう。
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　いつもの学生寮りよう、おなじみの管理人室で。

　鼻歌を口ずさみながら朝食を作っている妹の背中に、僕は声を掛けた。

「なあ秋あき子こ。ちょっと話があ──」

「お兄ちゃんに声を掛けられたところで、秋子はすばやく先手を打ちます」

「え？」

　これは予想外の反応。

「なに？　なんだって？」

「甘く見てもらっては困ります。お兄ちゃんの言わんとしていることぐらい、わたしにはちゃんと察しがついています」

「ほう。というと？」

「どうせ今日の放課後もまた、わたしといっしょに帰れないとか。ＤＶどころかネグレクトとでもいうべき悪逆非道の行為を、可愛かわいい妹であるこのわたしに対してするつもりなんでしょう？」

「ちなみにネグレクトってのは育児放ほう棄きのことだけど。お前は自分自身のことを、誰だれかから懇こん切せつ丁寧な世話をしてもらわなければ生きていけない社会的弱者、赤ん坊並みの社会性しか持ち合わせていない人間だと、今ここで認めるってことかい？」

「そんな論法でわたしの言論を封じ込めようとしても無む駄だです。ここ二日間は可愛い妹としての慈悲深さを発揮して、お兄ちゃんの暴挙には目を瞑つぶりましたけど。今日という今日は見過ごすわけにはいきません。今日こそは万難を排して、万ばん障しようお繰り合わせの上、わたしといっしょに下校していただきます」

「どんなことがあっても？」

「当然です」

「気が変わることはない？」

「もちろんです。わたしには大義名分がありますから。たとえ今この瞬間に天地がひっくり返っても、わたしは自分の主張を曲げません」

「そうか。お前の気持ちはよくわかった」

　僕は重々しく頷うなずいて、

「ところで引っ越しの荷物の整理をしてたら、たまたまこんなのが出てきたんだけど」

「何ですか？　また何やかんやで話を逸そらそうという魂こん胆たんなのは見え見えですが、そんな手には乗らな──」

　ぴたっ、と。

　僕が差し出したブツに手を伸ばした姿勢のまま、妹はきれいにフリーズする。

　そのまま数秒。

　固まった表情のまま僕と視線を合わせ、首と手を同時に振りながら。

　妹は言った。

「ちゃうねん」

「……何でいま思わず関西弁が出ちゃったのか。その理由をくわしく聞きたいな」

「ちがうんです。ほんとちがうんですこれは」

「この本、お前のだよな？」

「いいえちがいます。これは回り回ってわたしの手元にたまたま残っていただけであって、別にわたしが自分のお小こ遣づかいで買ったとかそういうわけじゃ」

「カバーの裏にお前の名前が書いてあるんだけど？」

「ああしまった!?
 　自分の持ち物にはぜんぶ名前を書いてしまうお行ぎよう儀ぎのいい性格が裏目に!?
 」

　さて。

　僕がたまたま発見した、妹が思わず関西弁を口にするほど動揺するものとは一体なにか、ということなのだけど。

「ちがうんです、ほんとちがうんです。この本はそういうことじゃないというか何というか、わたしもそれなりに思春期な年齢だということを是非とも考こう慮りよに入れてもらった上で、公正な判断を下してもらいたいというか」
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　一冊の本である。

　新書サイズ、単価千円ていどの、この国ではまあ、文庫本の次ぐらいにポピュラーと言っていいであろう、紙媒体の書籍。

　むろんそれ自体は本来、なんらやり玉に挙げられる点はない、のだけど。

「民みん暗あん書しよ房ぼう刊。【禁じられた愛の物語】」

「はうあ!?
 」

「『十六歳の高校生・秋あき男おは、妹の秋あき菜なに対してひそかな恋心を抱いていた』」

「ちょ、お兄ちゃん!?
 　あらすじを読み上げないで！」

「『幼いころから抱き続けていた想おもいを誰だれにも明かさず、ずっと心に秘めてきた秋男。だがささいな出来事がきっかけとなり、禁断の想いを抑えられなくなっていく』」

「ひゃうっ!?
 」

「『一方の秋菜もまた、次第に兄の気持ちに気づいていく。やがてふたりはどちらからともなく激しく求め合っていくことになり──』」

「うひぃ!?
 」

「表紙のイラストは、秋男と秋菜の激しい絡からみのシーンだね」

「も、もうやめてお兄ちゃん……ギブ、ギブアップです……」

　畳たたみの上にうずくまり、息も絶え絶えに身もだえしている妹を見下ろして、

「なにか申し開きはあるか？」

「み……見なかったことに……して……」

「そいつは難しいね」

「ちがうんです！　誤解なんです！」

　死力を振り絞って立ち上がり、弁明を始める妹。

「タイトルと表紙に騙だまされないでください！　この本はすごいんです！　過激ではあるけどあくまでも純愛なんです！」

「近きん親しん相そう姦かんがテーマの小説だぜ？　これ」

「ちがいます！　そんな俗ぞくっぽいものじゃなくて、これは文学なんです！　決してやましい気持ちで読んでるんじゃないんです！」

「主人公の名前が秋男と秋菜」

「主人公たちの名前に釣られたのは認めます！　でもそれはほんのきっかけにすぎないんです！　新しん藤どう光こう一いち郎ろうの──この作者さんの他の本も読んでもらえれば、それはわかってもらえるはずです！」

「……ひょっとして秋あき子こ。この作者のファンなの？」

「大ファンです！」

「……マジか……」

「ちょっとお兄ちゃん!?
 　そこまであからさまに引かないでください！　さすがに傷つきますからっ！」

「いや、そうは言うけどねえ……」

　どんより灰色気分の僕とは対照的に、妹が息を吹き返してきた。

「ぜひ、いちど読んでみてください！　そうすればぜったい良さがわかります！」

「遠えん慮りよしとくよ」

「せめて冒頭だけでも！」

「いやいいから。勘かん弁べんしてくれホント」

　さてはアレだな？

　災い転じて福とばかり、この本を僕に読ませて『そっち側』に丸め込もうという魂こん胆たんだな？　まったく冗談じゃない。

「秋子」

「読んでもらえますか？」

「読まない。とはいえ、趣しゆ味みってやつは人それぞれだ。この本を愛読しているというお前に対して、僕は山ほど言ってやりたいことがあるけど、お前の趣味をなるべくなら尊重してやりたいという気持ちもある」

「と、いうと……？」

「今回、この本は見なかったことにしておく。お前の望み通りに」

「ほんとですか!?
 」

「そのかわり約束してもらうよ？　今後この手の本は、僕の目にぜったい入らないところに保管すること」

「わかりました」

「それとこの本に関する話題を、金輪際持ち出さないこと」

「それも了解です」

「最後にもうひとつ。僕が今日の下校時間に寄り道するのを認めること」

「うっ……そ、それとこれとは話が別……」

「認めるよね？」

「はうう……」

　それでもどうにか食い下がろうとしているのか、頭を抱えていた妹だけど。さすがに立場の悪さを自覚しているらしい。

　やがて諦あきらめ顔でしょんぼりと、

「……わかりました。今日も秋あき子こはお家うちで大人しくしています」

「うん。そうしてくれ」

「でも、できるだけ早く帰ってきてくださいね？　おいしいごはんを作って待ってますから。約束ですよ？」

「ＯＫ。なるべくそうするよ」
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　そんなこんなで、どうにか三日目も妹を説得することができたわけだけど。

　……いやはや。

　それにしてもとんでもない趣しゆ味みを持ってくれたものだ。なにもピンポイントでそこ
 じゃなくてもいいだろうに。

　というか、やっぱりこのネタを盾たてに取引するのはまずかったか？　黙って見なかったことにしておくほうが良かったんだろうか？

　いや、でもこればっかりはなあ。いったん見ちゃったからには、何のリアクションも起こさないというわけにはいかないし。だったらせめて、取引の材料にする程度には利用した方がいいに決まってる。

　今回のことは後々になって自分の身に降り掛かってくる──そんな予感がするけど。今は目先の大事を取る、ということでひとつ。





同日（ＰＭ５：00
 ）









　聖リリアナ学園生徒会長、二に階かい堂どう嵐あらし。

　なにかの突然変異としか思えないほど性的な営みに関して貪どん欲よくな彼女の住まいは、生徒会メンバーの中では最も学園から離れた場所にある。

　電車と徒歩でおよそ二時間。

　方々から生徒が通ってくるリリアナ学園としては、そこまで目立った遠さではないけど。それでも多忙（であるはず）の生徒会長としては、この通学時間はかなりの負担になってるにちがいなく。

　それでも会長の成績は当然のごとく学年トップだし。何かと忙いそがしい（に違いない）生徒会の仕事の大部分を、平気な顔してこなしている（のだろう。たぶん）あたりは、さすがと言わざるを得ない。

　あれで性格さえ──もしくは性せい癖へきさえもう少しマシだったら、リリアナ学園の頂点に立つにふさわしい人物だと手放しで褒ほめられるのに。

　……なんてことを考えつつ、地図を片手にうろうろしていると。どうやら目当てのものらしい邸てい宅たくの前にたどりついた。

　武家屋敷である。

　それもひどく重厚な。

　僕の寮りようとか、銀ぎん兵べ衛えのボロアパートとかも、一種の重厚さはたしかにあるんだけど。この屋敷のそれはそんなチャチなものじゃない。

　高い漆しつ喰くいの壁。見事に手入れされた庭木の数々。ところどころ苔こけむした屋や根ね瓦がわら──といった構造物が醸し出す雰囲気は、邸宅というよりむしろ城じよう塞さいに近い。

　今にも袴はかま姿すがたの古武士が、門を開けてぬっと顔を出しそうな。そんな感じ。

　ぶっちゃけ、二階堂嵐という人にはさっぱり似合わない家だ。あの人って、身なりこそどこかの浪ろう人にんみたいではあるけど、中身がとにかくチャラいし。こんな堅苦しくて重苦しそうな邸宅に住んでいて、息が詰まったりしないんだろうか。あ、その反動でやたら愛人が多いってこと？

　まあいい。

　家庭訪問も今日が最終日。妹のブラコン対策もこれで一区切り。

　付け焼き刃で始まった対策が、この先どう展開していくのか未知数だけど。二階堂会長の言っていた『もっと本格的な対策もその間に準備しておくさ』という言葉を信じて、今日という日をなんとか乗り切るとしよう。
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　礼節の行き届いた女中さんに案内されたのは、庭園の一角にある小さな建物だった。

　屋根に茅かやを葺ふき、土壁に連子窓を切った、典型的な草そう庵あん風の茶室である。

　…………
 。

　うーん。

　ちょっとこの展開は予想してなかった。

　茶室に案内されたということは、まあ普通に考えてお茶を振る舞われるのだろうけど。そういう方向の教養を、僕は大して身につけてないわけで。人様の家にお邪じや魔まして恥はじをかくようなことは、できるだけ避さけたいんだけどな……。

　なんて風にためらっていると、女中さんが「どうぞお入りください」と促してきた。

　ま、ここまで来て引き返せるわけでもなし。

「失礼しまーす」

　えいやっ、とばかりに覚悟を決めて障子を開けると、

「お待ちいたしておりました」

　茶室の主が三つ指をついて迎えてくれた。

　髪をきっちり結い上げた、着物姿の女性である。

「本日はようこそ二に階かい堂どう家けへ。どうぞ腰をお休めくださいませ」

「あ。ども、ども」

　そんなご丁寧に対応されると恐縮しちゃうなあ──なんて思いつつ障子戸をそっと閉め、勧すすめられた座ざ布団ぶとんに腰を下ろした。

　当然ながら正座である。

　いや、しかしこれはまずい。

　雰囲気的にそうせざるを得なかったんだけど、鷹たかノの宮みやの家は洋風建築だったから、あんまり正座には慣れてないんだよな。足を痺しびれさせて立てなくなる、なんてことにならなきゃいいんだが。

「ええと、ところで」

　三畳しかない狭い空間で、文字どおり肩身の狭い気分になりつつ、正面に座っている女性をまじまじ見つめる。

　髪の色に合わせているらしい、千鳥格子の赤い着物。

　すらっと背筋の伸びた姿勢がやたらと絵になる、びっくりするほどの美人さんだ。

　目線は僕と同じぐらいの高さだから、女性にしては身長はある方だろうけど──まあそんなことはともかく、こちらは一体どなたさんなのだろう。

「すいません。ええとあなたは会長さんの──二に階かい堂どう嵐あらしさんの、お姉さんですか？」

「いいえ」

「じゃ、ひょっとして妹さん？　まさかお母さんってことはないと思うんですが」

「二階堂嵐はわたしですよ」

「へえ、二階堂嵐さんとおっしゃるんですか。どうも初めまして、姫ひめの小路こうじ秋あき人とです。よろしくお願いします。……ええとそれで、会長さんはどちらに？」

　と。

　そこまで言ってやっと首をひねる僕。

「……ん？　あれ？」

「予想はしておりましたし、むしろ期待どおりの反応ではございますが。そこまでものの見事に勘違いされるのは、いささか不本意でもありますね」

　口もとに手を当ててお上品に笑い、もういちど三つ指をついてお辞じ儀ぎをし、

「ようこそおいでくださいました秋人さま。ご覧の通りのあばら家ではございますが、どうぞごゆるりとお寛くつろぎを」

「はあ」

　いまだに事態を飲み込めない僕は、まぶたをしきりに瞬まばたかせ、あらためて目の前にいる女性を見つめる。

　モナリザじみたアルカイックスマイル。

　落ち着き払った、閑しずかな森のような佇たたずまいは、あたかも図書館に籠こもって日々を過ごす学究の徒のようで。

　間違っても、である。

　いつも自信満々なニヤニヤ笑いをうかべ、五分に一度は誰だれかを口説かないと死んでしまう体質で、キーボードのＡを入力すると真っ先に『愛人』という単語が候補に挙がる、色ボケ生徒会長のキャラではないわけで。

　ない、はずなのだけど。

「え？　会長さん？」

「はい」

「え？　ほんとに？」

「はい、ほんとうに」

「え、でもいつもの眼帯は？　日本刀は？　というか何なんですかその別人っぷり」

「二に階かい堂どうは古くより」

　と、自称・二階堂嵐あらしさんは微笑ほほえみながら、

「武を磨くことに専心し、貴人の方々の身辺をお護りするのを役目としてきた一門にございます」

「はあ」

「言うまでもなく、姫ひめの小路こうじと比べて二階堂の家格は遥はるかに下。学園内であればいざ知らず、ここ二階堂家において、二階堂ゆかりの者としてあなた様に接するのであれば。もとより低からぬ頭も畢ひつ竟きよう、垂れるというものでございましょう」

「はあ」

　いまだにキョトン状態の僕は、せいぜいその程度の生返事しかできない。

　いやまあ確かに。

　鷹たかノの宮みやにいた頃ころは、なんやかんやと面倒な慣習はたくさんあったし。姫小路は鷹ノ宮と近しい家柄だけど。ほとんど断絶状態の姫小路家をそんなに持ち上げられても、むしろ困るというかなんというか。

「ともあれ、まずはご一服くださいませ。お茶をお点たてしますゆえ」

「はあ、まあ。ええ、じゃあお言葉に甘えて」

「それでは」

　と一礼して、二階堂さんは濃茶を点て始めた。

　袱ふく紗さを手に柄ひ杓しやくを持ち、炭火で煮立った釜かまから湯をすくい取り、茶ちや碗わんに注いで──まあぶっちゃけ茶道のことなんてさっぱりな僕だけど、その手つきがやたらと流麗なことだけは見て取れる。

「どうぞ。粗茶ですが」

　差し出された器を軽く会釈して受け取り、口に含んだ。

　一応それっぽく器を手で回し、何度かに分けてじっくり味わう。

　作法に適かなってるかどうかは知らない。というか、こういう時に大事なのは作法どおりにやることじゃない。ひたすら堂々としていることだけだ。

　どろっとした、ひどく苦い液体がしかし、心地よく喉のどを通っていく。

　うん。美う味まい。

「……堪たん能のうしました」

「お粗末さまです。お口に合いましたでしょうか」

　二階堂さんはうっすら微笑んで、

「わたしは作法に暗うございますゆえ。無礼などあれば遠えん慮りよなくお申し出ください」

「いや、とんでもないです。見事なお手前でした」

「恐縮です」

「というかむしろ、僕の方がそっち方面に全然なんで。それこそ失礼とかあったら言ってくださいねちゃんと」

「どうぞお気づかいなく。ごゆるりとお寛くつろぎを」

「いや、むしろこんな接待されたら緊張しますから。というか会長、いい加減それやめにしません？」

「それ、とは？」

「そのやたら腰の低い感じですよ。なんか調子狂います」

「ここは二に階かい堂どう家けであり、わたしは二階堂ゆかりの者にございますゆえ」

　そう言って微笑ほほえみを崩さない会長さんだった。

　いやまあ確かに。

　今日の先輩は物静かで落ち着いていて、ひとつしか歳が違わないのにやたらと大人びていて。ずっとこんな感じでいてくれるなら、それはそれで助かるんだけど。

「というか会長。たったいま気づいたことがあるんですが」

「なんでございましょう」

「出だしのインパクトが強すぎて、うっかりスルーしてましたけど。……目、ちゃんとあるじゃないですか」

　そう。

　会長のトレードマークになっている眼帯。

　何かしら具合が悪いのだろうと思って、あまり突っ込まないようにしてたのに。眼帯を外したら、きれいなお目々がちゃんとそろってるじゃないか。

「ああ、眼帯ですか」

　口もとをほころばせて会長。

「あれはただのアクセサリーですよ」

「アクセサリー？　あんな大げさな眼帯が？　一体どんなコンセプトでそんなのつけてるんです？」

「だって秋あき人とさま」

　ころころ笑いながら、

「眼帯をしていた方が、中二病っぽくて格かつ好こうがよろしいではありませんか」

「え？　何です？　中二？」

「いえ。通じないのであれば、どうかそのまま」

　首をひねる僕にお構いなく、

「それに眼帯というものはご存じのとおり、とても目立ちます。あれが真っ先に目立ってくれるおかげで、腰のものの印象がいくぶん薄れてくれるのです」

「そりゃまあ、確かに一理あるかもしれないですけど。刀を目立たせたくないなら、最初から身につけなきゃいいじゃないですか」

「立場上そうもいきませんゆえ」

「そうですか。まあ事情はあるんでしょうし、あまり突っ込んだことは聞きませんけど」

「それと秋あき人とさま。よくご覧になってくださいませ」

「？　なにを？」

　微笑ほほえみつつ、自分の目を指し示す会長さん。

　いつもは眼帯で隠れている右目の方だ。

　……んん？

　あれれ？

「気のせいかな？　明かりが暗いんでよくわからないですけど……先輩、右の目の色が違ってません？　なんか赤っぽく見えるんですけど」

「はい。ご覧のとおりです」

「へええ」

　金きん銀ぎん妖よう眼がんってやつか。

　猫とか犬でなら見たことあるけど、人間では初めてだなあ。

「この瞳ひとみの色が、刀よりも眼帯よりもさらに目立ちますゆえ。いわば二重三重にカモフラージュしているというわけです」

「なるほど、そういうことでしたか」

　いや。確かにそうかもしれない。

　目の色の違いが、刀よりも眼帯よりも目立つかどうかは脇わきに置くとして。身体的特徴の非一般性が、場合によってはイジメなどの被害に繋つながることは、これはもう誰だれがみても明らかなことで。

　まして会長さんの場合、とにかく当の本人が図抜けて潜在能力の高い人（のはず）だから、それこそ『出る杭くいは打たれる』的な事態も起こりうるだろうし。

　つまるところ、変に生身のまま生活してつけ込まれるきっかけをさらすよりは、むしろ先手を打って目立つ箇所をあえて作ってしまおうという、能動的な選択を採ったということなのだろう。

　木を隠すなら森の中。

　目立つところを隠したいなら、他の部分も目立たせてしまえばいい。

　二に階かい堂どう嵐あらしのしたたかな処世術、その氷山の一角。

　そう考えてみると、彼女のしゃべり方やキャラ作りなんかもその一環なのかもしれないな。いやはや、中々したたかじゃないか。

「いや、お見それしました。まさか会長のスタイルにそんな意味があったなんて」

「恐れ入ります」

「正直なところ、会長の普段の格かつ好こうのアレさ加減には少なからず引いてたんですけど。そういうことであれば話はぜんぜん違ってきますよね。生まれつき目の色がちがうとなれば、そういう対処も必要でしょう。うん、納得です」

「重ね重ね恐縮です。……まあでもこれ、コンタクトレンズなんですけどね」

「意味ねえ！」

　思わず叫んでしまった。

　いやもうほんと、いろんな意味で意味ないだろそれ。

「なんすかそれ!?
 　マジ意味不明なんすけど!?
 」

「眼帯を外すと、そこには左右で色のちがう瞳ひとみが──これぞまさに中二病的シチュエーションの醍だい醐ご味み。そうは思いませんか？」
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「知るか！」

「それとこれ、使い捨てのレンズですから。毎日ちゃんと交換できて清潔なんです」

「心底どうでもいい！」

「もっと言うと、眼帯を外した際にギャップ萌もえの演出ができますし。そうすると愛人を口説き落とせる確率が格段に上がるんですよ」

「あんたは結局そこなのか！」

　この人は本気で僕に謝あやまるべきだと思う。せっかく心の中でいろいろフォローしてたことが、ぜんぶ台無しじゃないか。

　……まあもっとも。

　これで逆にちょっと安心できた、というのも確かだ。

　何しろここは会長さんの家で、しかも茶室という密室でもある。

　このあいだ生徒会室でふたりきりになった時は、うっかり不覚を取って落とされそうになっちゃったし。正直、今日はかなり警戒しつつここへ来たわけで。

　ま、これから口説こうとしてる相手に口説きテクの種明かしをするなんて、さすがの会長さんでもないだろうさ、と思う次第。

　あと、これだけ見た目の印象がガラリと変わってしまっても、二に階かい堂どう嵐あらしはやっぱり二階堂嵐──人を食ったキャラは相変わらず、とわかったから。そういう意味でも正直、ちょっとホッとしてたりする。

「いかがでございましょう？」

　と。

　会長がそんな僕の気分を見越したように、

「これでいささかなりとも緊張をほぐしていただけたのなら、幸いなのですが」

「……その言い方だと、まるで狙ねらってネタ振りしたみたいに聞こえますね」

「ご想像にお任せいたします」

「ま、ある意味安心したのは確かですけどね。見かけはずいぶん取り繕つくろってますけど、中身はやっぱりケダモノのままだとわかりましたし」

「あら。お上手ですこと」

「いや。別に褒ほめてないんすけど？」

「うふふ」

　会長さんは、手を口もとに当てる例のポーズでお上品に笑いつつ、

「近ごろの秋あき人とさまは、何かとお忙いそがしゅうございましょう？」

「ん？　そうですかね？」

「お顔を見ればわかります。ずいぶん難しいお顔をなさってらっしゃいますから。それといくぶん疲れたお顔も」

「はあ。ま、三日連続で家庭訪問してますしね。そうなって当然でしょう」

「ですからせめて我が家においでの際は、心休まる一時を過ごしていただこうと。そう思っておもてなしをしている次第にございます。人は誰だれしも、多忙な中にも一服の清涼剤を必要としておりますゆえ」

「ふむ。忙ぼう中ちゆう閑かんあり、ってやつですか」

「ええ。房ぼう中ちゆう姦かんあり、ですね」

「……おかしいな。同じ言葉のはずなのに、会長が言うと妙にいかがわしく聞こえるんですけど。何ででしょうね？」

「お気のせいでございましょう」

　うふふ、とまたお上品な笑い。

「いずれにせよ、秋あき人とさまと秋あき子こさまの現在の環境を鑑かんがみるに、早急に何かしらの対策を取るべきであると、改めて判断いたします次第。その場しのぎの家庭訪問も今日で終わり、明日にでも新たな手を打つつもりでおります」

「ふむ……まあアレですけどね、僕としてはどっちかというと、学園内での秋子の評判が悪くなったりしないように何か対策してもらいたいな、みたいな。そっちのほうがけっこう助かったりするんですけどね」

「中々そういうわけにもいかないのですよ。わたくしども二に階かい堂どうとしては、鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわ、いずれのご両家にも与くみするつもりはございませんが。それでも立場上、ある程度の報告をしないわけには参りません。事の表面だけ取り繕つくろってお茶を濁にごす、というわけには、いささか」

　むう。

　笑顔でそれらしいことを言ってはいるけど。要するに『あたしの言う通りにしねえと、色々チクっちまうぜ？』ってことか。

　しかも参ったな。

　ここまでの会長の口ぶりをみるに、どうやら僕の仕事のこともバレちゃってる予感。

　あんまり大っぴらにするような仕事じゃないし、できることなら秘密にしておきたかったんだけど……まあ隠しきれるようなものじゃないか。銀ぎん兵べ衛えみたいに無言の紳士協定で詮せん索さくしてこないヤツはともかくとして、会長さんとか那な須す原はらさんがその気になればあっさりバレちゃうだろうから。

　まあいい。

　今さら考えても仕方のないことである。

　それに実を言うと、だ。

　まだリリアナ学園に転入して数日ではあるけど。

　そしてまた、

『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの──中略──これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』

　を語っていくつもりが、ずいぶん思わぬ方向に脱線してはいるけれど。

　僕こと姫ひめの小路こうじ秋あき人とは。

　何だかんだで騒がしい近ごろの日々を、早々に、意外にも、思いのほか、気に入ってしまっているという一面が。確かにあったりするわけで。

　そう。

　長年にわたって耐えがたきを耐えた末、人生の最終目的とも言うべき『妹とのふたり暮らし』という結果を手に入れたはずなのに。

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ。

　那な須す原はらアナスタシア。

　二に階かい堂どう嵐あらし。

　そして僕と妹を加えた生徒会の面々と、何だかんだでわいわいやっていくのも、それはそれでいいんじゃないかと、そう思えてきたりして。

「……どうされました？　秋人さま」

「え？　何がです？」

「いえ。妙に楽しそうな顔をしてらっしゃるので」

「そうですか？　いや、そんなつもりないんだけどなあ」

「わかりますよそのくらいは。秋人さまが生徒会に入られてまだ数日とはいえ、わたしも会長の職を務めている身。その程度の目は利ききます」

　ふむ。

　顔に出したつもりはないんだけど、きっちり見抜かれてるか。

　というよりあれか、隠してるつもりでもにじみ出ちゃうくらい、今の僕は機嫌がいい、ってことか。

　素直になったもんだな僕も。

「いずれにせよ」

　と会長は口もとをゆるめて、

「どんな理由であれ、秋あき人とさまに今この時間を楽しんでいただけているのなら、それに勝ることはありません」

　またしても三つ指ついてお辞じ儀ぎしてくる。

「……会長」

「はい」

「それ、やめてくださいよほんと。もう何度も言ってますけど」

「わたしも繰り返し申し上げております。わたしの立場上、ここではそうするのが自然なのだと」

「ま、そうなんですけどね。それにめったに見れない会長さんの別の顔を見れたのも、けっこうな収穫でしたし。そのキャラ、新鮮味があっていいですよ」

「恐れ入ります」

「でも明日からは、またいつもの会長さんに戻ってくださいね？　僕、何だかんだ言って、いつもの会長さんの方が好きなんですから」

「…………
 」

　ん？

　お辞儀した体勢のまま、会長さんが動かないんだけど。

「会長さん？」

「……天性のスケコマシだな、こいつぁ」

　ぼそりと。

　畳たたみに向かって何やら呟つぶやいているのが聞こえる。

「いいタイミングでいい天然っぷりを出しやがる。こういう手合いは始末に負おえねえ……うっかり本気になっちまいそうじゃねえか。今日は手ェ出さないでおくつもりだったけど、やっぱ食っちまおうかなあ……」

「？　すいません、よく聞こえないんですが」

「いえ。お気になさらず」

　と言って頭を上げる会長さん。

　その顔には相変わらず、何かのお手本にしたくなるような微笑が浮かんでいて、

「近ごろはダイエット中でございますゆえ。いささか食事制限をしたほうがいいのではないかという、そういう次第で」

「へえ、そうなんですか？　会長さんめちゃくちゃスタイルいいのに。ダイエットなんて必要ないでしょ？」

「女には外から見えぬ苦労があるもの。そして苦労を耐えるために必要なのは、鋼のように硬くて粘り強い自制心。それがあって初めて、わたしはわたしでいられる、ということです」

「はあ、自制心ですか。何か会長さんにはいちばん似合わない単語ですね」

「あら。お望みでしたらようございますよ？　あなた様のおっしゃる『似合わぬ自制心』をここで脱ぬぎ捨てても」

「いやいや」

　いかんいかん。会長さんの瞳ひとみがあやしく輝き出してるぞ？　ここは藪やぶを突いて何とやらになる前に──

「それよりお茶、もう一杯いただけませんか？　すごいおいしかったので」

「何やらかわされた気も致しますが。心得ました」

　お上品な顔に戻ってお茶を点たて始める会長さん。

　その手並みをじっくり拝見しつつ、のんびり時間が経たつに任せる僕。





　……うん。

　どうにかまあ、今日のお務めも無事に終わりそうな感じである。

　これで僕の役目は一応は果たされたわけだし、あとは会長さんの言う『新たな手』とやらに期待するとしようか。





四月十二日（ＡＭ９：00
 ）









　姫ひめの小路こうじ家けの朝は早い。

　妹は朝の五時ごろには起き出して、朝食の準備やらの家事を始めるし。僕も六時には目を覚まして、何やかんやと朝の用意を始めるのが常だ。

　ただしそれも平日に限っての話。

　今日みたいに学校が休みの日は、むしろ兄妹きようだいそろってかなり遅い時間まで寝こけている。普段の睡眠時間が少ない分、休みの日には寝だめしておこうという算段だ。

　まして昨日、会長さんの家をおいとました後の僕は労働の鬼と化して、いいかげん陽ひも高く昇るまでずっと仕事をしていたから。ぶっちゃけこの日の眠たさといったら、それはもう何の拷ごう問もんだとボヤきたくなるほどで。

　まあそのおかげもあって、ここ三日間の家庭訪問のせいで生じたロスをどうにか取り戻すことができたけど。

　どのみちそんな無理をすれば使い物にならなくなるのも当然。仕事にひと区切りつけた僕は布団ふとんにばったり倒れ込み、死体みたいに眠りをむさぼろうとした──その、寝入りばなに。

　事件は起きた。





　こんこん

　こんこん





　咳せきの音、ではない。

　部屋のドアをノックする音、だろう。たぶん。幻げん聴ちようとかそういうのでなければ──と、ここまでは頭で理解できるのだけど。何しろ寝入りばなであるからして、すっかり意識が朦もう朧ろうとしている。手足にも力が入らない。





　どんどん

　どんどん





　……むう。

　今度はさっきより激しいノックが。

　というか誰だれなんだ？

　この寮りように住んでるのは僕と妹だけだし、新聞も牛乳も取ってはいない。じゃあ何かの集金とか？　いやまさか。まだそんな時期じゃないはず。





　どんどんどどどん

　どんどこどん





　ノックの音が、なにやら和太鼓のリズムっぽいのに変わった。

　…………
 。

　誰だか知らないけど、なんか機嫌よさそうだな。こちとら徹夜で神経をすり減らした後、やっとこさ意識を手放そうとしてるのに。そんなのお構いなし、って感じの浮かれっぷりである。まったく、神も仏もないとはこのことか。





　どーんどどん、どん　どどんどどん

　どんどこどんどん、どどどんどん





「……はいはい、わかりました。行きます、行きますって」

　寝言とうめき声の中間みたいな返事をしつつ、僕は布団ふとんから這はい出でた。

　そのままゾンビっぽい足取りでふらふら歩き、

「はい、どちらさんで──」

　寝ねぼけ眼まなこをこすりこすり玄関のドアを開けたところで、声が止まった。

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ。

　那な須す原はらアナスタシア。

　二に階かい堂どう嵐あらし。

　よく見知った制服姿の三人が、それぞれ見知った表情で。開けたドアの前に立っている。

　銀兵衛はシニカルに微笑ほほえみつつ。

　那須原さんはいつもの無表情で。

　会長さんは人を食ったニヤニヤ笑いで。

「あー……これはみなさん、朝からおそろいで──ふわぁぁ」

　あくび混じりに三人を交互に見て、

「……休みの日なのに、みんな制服なんですね」

「この状況を見た最初の反応がそれかい？　まあお前さんらしいっちゃ、らしいけどな。かかか」

「はあ」

　ガンガン頭にひびく会長さんの笑い声。

　正直、今のコンディションではあまり聞きたくないタイプの音だ。

「あの、すいませんけど。今日は僕、かなり眠いんで。用事があるなら今度にしてくれませんか？」

「おっと、すまねえが寝るのは後回しにしてくれ。その前にこっちの用事を済ませてもらわねえとな」

「はあ」

　うーむ。いかん。

　さっきまでやってた仕事がよっぽどこたえたんだな。ふらふらクラクラする頭がちっとも冴さえてくれない。夢と現実の区別がイマイチつかないというか何というか。

　うん。

　というかこれ、やっぱ夢じゃね？

　だっておかしいじゃん。

　なんでこの三人がここに勢ぞろいしてんの？
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　それもなぜか制服姿でさ。

「いちおう学校行事のうちに入るかな、と思ったからだよ」

　と、笑いながら説明する会長さん。

「私事の際を除いては、聖リリアナ学園の生徒は常に制服を着用すべし──確かにあたしゃ無む茶ちやもやるが、生徒会長としてそういうところはきっちりお手本にならねえとな」

「はあ」

「お前さん、まだ寝ボケてんなら一発気合い入れてやるよ。そうだな、胸チラのひとつもすりゃ目も覚めるか？」

「遠えん慮りよしときます」

　寝ぼけててもそれだけはハッキリ答える僕だった。

「というか何なんですほんと？　みんな勢ぞろいで寮りように集まって。休みの日だからどっか遊びに行こうってことですか？　それはまあ構いませんけど、そういうことは事前に話をですね……」

「ちがうよ秋あき人と。そうじゃない」

　銀ぎん兵べ衛えが首を振って、

「遊びに出かける案自体は賛成だけどね。今日は何かとこれからバタバタするはずだし、それを済ませてからでも遅くはないだろう」

「はあ」

　いまだ寝ねぼけ眼まなこの僕には、銀髪の親友の言ってる意味がわからない。

　バタバタするってなんだ。せっかくの休日、これからたっぷり惰だ眠みんをむさぼって心と体を休める予定なんだけどな、こっちとしては。

「……ん？　というか……」

　ちょっと意識がハッキリしてきて今さらながらに気づく。

　この三人。なんか妙に荷物が多くないか？

　ナップサックやらボストンバッグやら……両手や肘ひじ、肩に至るまで。これでもか、ってほどに色んなものを引っさげている。まるで夜逃げしてきたみたいだ。

「まあ、両手に持ってこれる荷物ぐらいはね」

　僕の視線に気づいた那な須す原はらさんが、自分のバッグをひょいと持ち上げてみせ、

「すぐに必要になる日用品もあることだから。残りの荷物は今日の昼にもこちらに届く手はずよ」

「はあ」

　何のことやらサッパリだけど。

　まあ彼女たちなりの事情があるのだろう、何かしら。

「一応お前さんがここの寮りよう長ちよう、ってことになってるらしいな？」

　ふたたび会長さんが口を開いて、

「学園の中じゃともかく、ここじゃお前さんが先輩だし、ボスでもあるわけだ。ひとつよろしく頼むぜ」

「はあ。……で？　けっきょく何しに来たんです？　みんなそろいもそろって。……ああそうか、わかった。家庭訪問のお返しですね？　こっちが家庭訪問したから、そっちもやる、みたいな？　いや、だけどそれでも困りますよ。そういうことはあらかじめひとこと言ってくれないと。じゃないとこっちもお迎えする準備ってもんが」

「あたしら三人、今日からこの寮に住むことになった」

「はあ」

「寮って言っても実質、お前さんたち兄妹きようだいが住んでるだけのアパートみたいなもんだからな。共同生活のルールってやつを、これから決めてかなきゃなるめえ。引っ越しの積荷がこれからじゃんじゃん届くはずだし、忙いそがしくなるぜ今日は」

「…………
 」

　しょぼつく目をこすりながら、あらためて三人の訪問者を見やる。

　会長さんも那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えも、『いつまで寝ぼけてんだ』という視線をこっちに送ってきていて。

　その顔は冗談を言ってるようにはとても見えない。

　大がかりなドッキリを仕掛けている、という雰囲気でもない。

　となると結論はひとつ。

「……なんだ。やっぱり夢か。寝よ寝よ」

「こらこら待ちな」

　閉めようとしたドアの隙すき間まに、会長さんが強引に足を入れて、

「まあ寝てるところを起こしたのはこっちも悪かった。とりあえずこの寮で暮らすための準備をいろいろやらなきゃならんからさ、寮長のお前さんにひとこと断っておこうと思ったんだよ。こっちはこっちで勝手にやるから、ひと眠りして目が覚めたらまたいろいろ話そうや。それでいいか？」

「…………
 」

「ん？　どうした？」

「あの、すいません」

「おうよ」

「マジなんすか？」

「おうよ。マジもマジ、大マジよ。なあ副会長？」

「ええそうね。まったくもって、完全に、この上なく、疑いの余地もなく、非の打ち所がないくらいに事実であり、真実だわ。そうよね銀ぎん兵べ衛えさん？」

「その通りだね。秋あき人と、いい加減に目を覚まして、そして認めたまえよ。目の前の現実ってやつをさ」

「…………
 」

　さすがに頭が冴さえてきた。

　僕にとってちょっとばかり衝撃的すぎる話の内容だったもんだから、車の前に飛び出してきた猫みたいに時間が止まっちゃったけど、

「え、でもおかしくないですか？」

「何がでえ」

「この寮りようって今年中には取り壊す予定で。その日が来るまでっていう契約で、僕と妹がふたりだけで暮らすはずだったんですけど」

「上の方にちょちょいのちょいと掛け合って、そのへんの予定は変更してもらった」

「というか何で？　何で三人いっぺんに寮に引っ越したりするんです？」

「あたしゃ言ったはずだぜ？　お前さんの妹のブラコンっぷりには早いとこ手を打っとかなきゃいけねえし、そのための手もいろいろ考えておく、ってな」

「いや、そりゃ確かに聞きましたけど──」

「ブラコン対策にもっとも効果的なのは」

　と今度は那な須す原はらさんが、

「あなたたち兄妹きようだいが必要以上にべったりしないよう監視すること。そのための最善の手段は、あなたたちと生活を共にしてしまうこと。ちがうかしら？」

「いや、そりゃ確かにそうかもだけどさ。いやでもそれにしたって──」

「一石二鳥、ってやつだよ秋人」

　さらに銀兵衛が口を挟んで、

「兄妹ふたりきりではなく、寮で赤の他人な生徒たちと共同生活しているとなれば、君たち兄妹に向けられる不審な視線もいくぶん和らぐはずだ。そのことは君にとって十分すぎるほどのメリットだろう？」

「いや、わかるんだけどさ確かに！」

　あーだこーだと言い立てられて、さすがの僕も声を荒らげる。

「それにしたって何で!?
 　何で三人そろって!?
 」

「そこはアレだよお前さん、臨時同盟の持ちつ持たれつ──もとい、あたしらもそっちの方が都合が良かったりするんだよ。あたしゃあの辛しん気きくせえ武家屋敷で暮らすのに、いい加減ウンザリしてたし。それに通学時間もえらく掛ってたしさ」

「そうね、わたくしも前々から両親との折り合いは悪かったから。それに今は反抗期だから、機会さえあれば家を出たいと常々思ってたのよね」

「僕は何なに分ぶん、引っ越しやら転入やらに掛った費用のおかげで家計が火の車でね。あのボロアパートの家賃を払うのも難なん儀ぎしてたから。ほとんどタダ同然で衣食住の環境がそろう寮りようで暮らすのは、願ってもないことなんだよ」

「いや、それにしたって──」

　いかん。

　ようやく問題の大きさが身にしみてきたぞ。

　そりゃ確かに思ってはいたさ。

　騒がしいけど決して飽きのこない最近の日々を、けっこう僕は気に入っていたさ。

　生徒会のメンツとわいわいやってくのも悪くない、と思ってたさ。

　会長さんの言う『新たな手』とやらに期待してたのも、ああ事実だともさ。

　いや、でもね？

　そもそも僕がここ数年、なんで身の丈に合わない色んな苦労をしてきたか、といえば。

　それはたったひとりの家族である妹とふたり、静かにのんびり暮らしたいと思っていたからで。

　親友の銀ぎん兵べ衛えは言うに及ばず、会長さんも那な須す原はらさんも、僕はぜんぜん嫌いじゃないし、同じ生徒会の仲間でもあるし、だけどそろいもそろってひとクセもふたクセもある連中ばかりなわけで、おまけに彼女たちって全員、妹に対しては何やら含むところのあるらしいメンツばかりだし、

「いや、いかん！　やっぱりこれはよくない！　これはとてもいけませんよ!?
 」

「つってもまあ、もう決まったことだし」

「この寮を管理する寮長として、断固反対します！」

「じゃ、あたしが生徒会長として命令しよう。姫ひめの小路こうじ秋あき人と、お前さんの寮長としての任を今ここで解く。で、かわりにあたしが寮長を兼任する。それでいいか？」

「ひでえ!?
 　横暴だ！」

「まあ諦あきらめなよお前さん。ウチじゃ生徒会長の権限は絶対だし、理事会の方でも今回の件は既定路線になってる。今さらこの決定は覆くつがえらねえよ」

「ええい、この会長には何を言っても無む駄だ──那須原さん！　那須原さん!?
 」

「何かしら」

「君からも何とか言ってくれ！」

「ナントカ」

「そういうレベルの低いボケはいいから！」

「失礼ね。上方漫才協会では期待のホープと呼ばれているわたくしに対する、これはとんでもない侮ぶ辱じよくだわ。遠洋漁業のマグロ漁船で死ぬまでこき使われても払えない賠ばい償しよう金きんを請求されたくなければ、不用意な発言を今すぐ撤回することね」

「そういう嘘うそ設定がらみのボケも心底どうでもいい！」

「ところであなた。いい加減にしておかないと、温厚なわたくしもそろそろ堪かん忍にん袋ぶくろの緒を切らすことになるわよ」

「何が!?
 」

「わたくしのことは那な須す原はらではなく、アナと呼んでほしいといつも言っているでしょう。あまりしつこくわたくしの警告を無視し続けると、あなたのタンスにしまってある下着をぜんぶ女性ものの下着に取り替えるわよ」

「お気に入りのネタをダブルでありがとうね！　今は心底どうでもいいけどね！」

「ちなみにぜんぶわたくしの下着に取り替えるわ。使用済みのやつに」

「君は本気でやりそうだからマジでやめろよ!?
 　というか君、さっきから僕との会話を成立させる気がないでしょ!?
 」

「諦あきらめなさい。わたくし言ったはずよ？　受けた屈くつ辱じよくに対しては相応の報復をすると。さんざんわたくしを辱はずかしめてくれたからには、きっちりそのお返しはさせてもらうし、そのお返しがこういう形で現れたというわけね」

「僕は別に、君を辱めた覚えは──」

「覚悟しておきなさい。今日からは毎日、いいえ毎朝毎晩、いいえ一分一秒を惜しんで。まったく無意味な感じであなたに絡からんでいくから。そしてわたくしを侮辱したことを一生後悔し続けるといいのだわ」

「というか君、単に僕をいじりたいだけだろ!?
 」

　ああもう！

　彼女に何を言ってもこれ以上は無む駄だか！

　だったら──

「ちょっとギン！　銀ぎん兵べ衛え！」

「なんだい秋あき人と」

「君まで何だ、いっしょになって！　会長とか那須原さんはともかく、君はもう少しまともだと信じてたのに！」

「やむを得ないさ。朱に交じれば赤に染まる、というだろう？　僕も今じゃ聖リリアナ学園の生徒であり、しかも生徒会に籍を置く身でもある。彼女たちの色により早く、より色濃く染まってしまうのは、必然の理ことわりというべきじゃないかな」

「君は僕の友達、いや親友じゃないか！　僕がいま困ってるのは見てわかるだろう!?
 　助け船のひとつも出してくれたってバチは当たらないんじゃないかな!?
 」

「ふむ。僕を親友と呼ぶなら言わせてもらおう。先日僕のボロアパートに招待した際に君も心配してくれた通り、僕の生活は大変な危機に直面している。節約や倹約に限界があるのも承知の通り。もはや生活保護を受ける一歩手前のこの状況を打破するには、生活コストを一気に減らすことのできる寮りように避難するのがいちばん手っ取り早い。……秋あき人と、むしろ君は僕がこの寮に引っ越してくるのを進んで受け入れ、僕に対して便べん宜ぎを図はかるべきじゃないのかい？　それでこそ友とも達だち甲が斐いというものだろう？」

「それは──いや、確かにそうかもしれないけど！」

「それとも何かな？　君は僕の生活の困こん窮きゆうっぷりを知りつつ、それでもなおこの寮から出て行けと言うのかい？　親友であり、それ以上に恩人でもある僕に対して？」

「うぐっ」

「恩というものはこういう時にこそ返すべきだろう。それに先日も言ったはずだよ？『いざという時は遠えん慮りよなく秋人を頼らせてもらうし、たぶん近いうちにそうなるよ』ってね。頼りにしてるよ親友」

　いかん。

　会長より那な須す原はらさんより、この際は銀ぎん兵べ衛えがいちばん相手が悪い。繰り返し述べたとおり、彼女には何かと世話になってる僕だ。どんな無む茶ちやを言われたって、たとえ『今すぐ切腹して借りを返してくれ』みたいなことを言われたって、僕は粛しゆく々しゆくとして従うしかないのである。

　でもそうなると、だ。

　ひょっとしてこの状況って、完全に後がないというか逃げ場がないというかチェックメイト食らってるというか。いやもうむしろ完全に詰んでるんじゃ……？

「ふああ……どうしたんですか、朝っぱらから」

　とその時。

　寝間着姿の妹が自分の部屋から這はい出でてきて、

「今日はお休みの日なんですから、ゆっくり寝かせてくださいよお兄ちゃん……昨日のお兄ちゃんはとっても激しかったんですから……」

「おいこら秋あき子こ。登場するなり適当なことを言うな。僕とお前との間には生まれてからこの方、そして未み来らい永えい劫ごうにかけて、やましいことは何もない」

「またまたお兄ちゃん、冗談が上う手まいんだから～……ふああ」

　大あくびをする妹。

　先にも述べたとおり、でもってこうしてごらんの通り。

　彼女は極めて寝起きが悪い、のだけど。

「……んん？　あれれ？　どうしてここに二に階かい堂どう先輩が？　それに那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えさんまで」

「おう、おはよう姫ひめの小路こうじ。今日からあたしら三人、この寮りように住むことになった。よろしく頼むぜ？」

「あははー、面白いギャグですね先輩。わたしとお兄ちゃんの愛の巣に邪じや魔まが入るなんて、そんな神をも恐れぬ所行があっていいはずないじゃないですか～。……まあそういうわけで、わたしは二度寝することにしますから。静かにしててくださいね？」

「……ふむ。とろんとした目といい、ろれつの怪しいしゃべり方といい……こいつぁ完全に寝ぼけてやがるな？」

「いいえー。秋子はぜんぜんしゃきっとしてますよ～。ばりばりのびんびんですよ～」

「なあ姫小路。物は相談なんだが」

「はい～？」

「あたしもいっしょに添い寝させてくんねえかい？　いや、あたしも朝が早かったもんだからさ、ちょっとばかりおねむな感じなんだよ。布団ふとんの隅っこを貸してもらうだけで十分だからさ」

「はい～、おやすいご用です。むにゃむにゃ」

「おいちょっと秋子!?
 」

　あわてて割って入る僕。

「お前なに言ってるのかわかってんのか!?
 　相手はあの二階堂嵐あらしだぞ!?
 　──というか会長さんも！　僕が見てる前で妹に何をする気です!?
 」

「いや、ちょっといっしょに寝るだけだって。いやほんとに」

「信用できません！」

「いやいやほんとちょっとだけ、何もしねーってマジで。先っぽだけだってマジで」

「先っぽって何ですか先っぽって!?
 　やっぱぜったい駄目です！　それ以上妹に近づかないでください！」

「ちっ、ごちゃごちゃうるせー野郎だ。おい那須原、銀兵衛。お前らでそいつ押さえとけ。会長命令だ」

「悪いけれどそれは聞けない相談ね」

「うむ。生徒会の中での上下関係こそあれ、今この場において会長さんに命令されるいわれはないな」

「ちなみにだけどな、おふたりさん？　この場で姫ひめの小路こうじを手込めにして、あたしの愛人として囲っちまえば。姫小路のブラコン問題はあらかた解決するし、兄貴の方のシスコンっぷりも大した問題じゃなくなるぜ？」

「心得たわ。まったくもって、これっぽっちも気は進まないけど、会長の命令とあらばやむを得ないわね」

「うむ。まったく残念無念なことだけど、会長の命令とあっては従う他ないな。断腸の思いで秋あき人とを拘束するとしよう」

「おいこらちょっとふたりとも!?
 」

「会長の邪じや魔まはさせないわ姫小路秋人。あなたも生徒会の末席に連なる身なら、会長の命令に逆らうことがすなわち死を意味することぐらい知ってるでしょう」

「いつからそんなシリアスな結社になったんだこの生徒会は!?
 　というか那な須す原はらさん、こういう時だけ会長に従順な態度を取るのはやめてよマジで！　僕は妹の貞てい操そうを会長の魔の手から救い出さなきゃいけないんだから！」

「ふむ。そこまでこの件に関してムキになるということは……秋人、君はやはり重度のシスコンのようだね？　仮にも生徒会に籍を置く兄妹きようだい同士が相思相愛の関係だなんて、これは由ゆ々ゆしき事態だ。可及的速やかに対処する必要があるな」

「いやそれ誤解だから銀ぎん兵べ衛え！　シスコンでもなければ相思相愛でもないから！　というかこの状況なら止めに入るだろ普通!?
 　実の兄として！」

「ふああ……何か揉もめてるみたいですけど、わたしもう限界なので寝させてもらいますね？　ふああ……」

「おうおう、すまねえな姫小路、待たせちまって。ま、あんなつまらん揉めごとは放っておいて、こっちは別の意味でいろんなところを揉み揉みしようや。なあに心配はいらねえ、あたしのテクを信じな」

「むしろあなたのテクに信頼性がありすぎることが問題なんですよ会長！　というかこら、いい加減に目え覚ませ秋あき子こ！　残念ながらお兄ちゃんは那須原さんと銀兵衛にあっさり押さえ込まれちゃってるから！　自分の身は自分で守れ！　……というか銀兵衛はともかくとして、何で那須原さんまでそんな強いの!?
 　僕だって少しは護身術とか囓かじってるし、しかも一応は男なのに！　ほんと、スペック高い人材多すぎだろこの生徒会……ちょっと会長！　ほんと自重して！　那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えは逆関節をキメて僕を押さえ込むのをやめて！　ちょっとこら！　ほんとマジで！　おーい！」






　　　　＊







　……そんなこんなで。

　まあいろいろありつつも、最終的にどうにか妹の貞てい操そうの危機は回避されたのだけど。

　生徒会メンバーの三人が新たに寮りよう生せいとして加わる件については、当然というか何というか、いわゆるなし崩し的に、しょせんどれだけ反対したところで決定は決定だという感じで、既成事実化してしまった。

　いやはや、頭の痛いことである。

　ただでさえ騒がしくなった上、会長も那須原さんも銀兵衛も、アンチ妹路線で共同歩調を取ってるし。僕は僕でシスコン扱いされて爪つま弾はじきっぽくされてるし。

　四し面めん楚そ歌かの孤立無援。

　妹とふたりきりで、ようやく静かに暮らせると思ってたのに。新生活を始めて一ヶか月げつも経たたないうちにこのザマである。

　いやまいった。

　計算ちがいもいいところだ。

　まあなるようになるか……としかコメントのしようがない。

　面倒で手も掛るけど、まあ気の良い連中といっていい彼女たちと、これからできるだけより良い共同生活の関係を築き上げていこうと、せめて前向きに思うしかないのであった。





　いやはや……。





四月十三日（ＰＭ２：00
 ）









　翌日も学校はお休み。

　この日の昼は、取引先との打ち合わせに時間を割くことになっている。

　ここしばらくは不義理をしっぱなしだった相手であり、銀ぎん兵べ衛えのコネをたどって紹介してもらった取引先でもあるから。基本的に僕はあちらさんに頭が上がらない。

　もっとも僕の担当をしている人は、ごくごくおっとりした性格であり、僕は彼女の度量の広さに甘えっぱなしだったりする。今回もギリギリのギリギリまで納期を引っ張って、彼女に泣きを入れさせてしまったし。

「あ。秋あき人とくん」

　駅からやや離れた商店街の端はしっこにある、ごく庶しよ民みん的てきな喫きつ茶さ店てん。

　そのいちばん奥の席に、いつも通り彼女は座っていた。

「こんにちは神じん野のさん。すいませんお待たせして」

「いえいえ。わたしもさっき来たばかりですよ～」

　神野薫かおる子こ、二十五歳。

　年齢に似合わぬ童顔で、ほんわり笑顔とたれ目がちの瞳ひとみがトレードマークな、僕の担当さんである。

「いや、ほんとすいません。今回も思いっきり納期を引っ張っちゃって」

「いえいえ、待つのもわたしの仕事のうちですから～」

「そう言ってもらえると助かります、はい」

「でもあれですよ秋人くん？　秋人くんはうちの社長のお気に入りですし、秋人くんの将来性もすごく買ってますから。締め切りを破るのはともかく、その信頼と期待には応こたえてもらわないと困りますよ～」

「いやもうまったくその通りで。……で、その仕事の件ですが」

「そうですね、じゃあさっそく打ち合わせを始めちゃいましょう～」

　僕はホットの紅茶を、神野さんは生クリーム入りのココアを頼みつつ席に着く。

「結論から言うとですね～……」

　神野さんはカバンからコピー用紙の束を取り出しつつ、

「今回の原稿はとても良かったです。登場人物たちの生の感情のぶつかり合いが、とってもリアルで。ついつい引き込まれながら一気に読んじゃいました」

「ありがとうございます」

「ただやっぱり、どうしても荒あら削けずりというか、情熱と感覚に任せて書き飛ばしてる部分があるので。そのへんをひとつひとつ直していきましょう。まずはですね～」

　……まあ。

　ここまで来ればそろそろおわかりかとは思う。

　妹を含めた周囲になるべく隠しつつ、僕が日々の生活の糧を稼かせいでいる手段とは。いわゆる文筆業とかライターとか呼ばれるものである。

　それも買い取りの原稿じゃなくて、一冊の本にまとめるための原稿を主に書いてるから。憚はばかりながら小説家と、一応は名乗っても良いかもしれない。堂々とそれを名乗るには、売り上げも知名度もぜんぜん足りないけど。

「……とまあ、大体そういう感じですね～。秋あき人とさんの方から何か意見は？」

「いや、何もないです。指摘されたところはまったくもって仰おつしやるとおりだし。僕も自分で微妙だな、と思ってたところなので。ぜんぜん直しますよ、はい」

「わかりました。秋人さんはそのへんとても素直なので、こっちも仕事がやりやすいですよ、本当に～」

「いやもう、締め切りに関しては足を引っ張りっぱなしなので。せめてそういうところでは優等生でいないと」

「ほんとそうですよ～。秋人くんはまだまだ新人さんなのに、こんな締め切りを引っ張るなんて。普通じゃちょっと考えられませんよ～？」

「いやもうそのへんはほんと。善処します、はい」

　セリフではお説教してるけど、神じん野のさんの表情は小春日和の縁側みたいにふわふわしてて。これっぽっちも怖くないというか、むしろ和んでしまうというか。

　誠実で真面目まじめで、効率はあまりよくないけど熱心に仕事に取り組む人で。同僚や上司をはじめ、いろんな人からいろんな意味で可愛かわいがられているらしい神野さん。

　できれば彼女に負担は掛けたくないし、なんなら僕の小説を大ヒットさせて彼女の手柄にしてやりたいとも思うけど。現状はなかなかどうして、まだまだ未熟で甲か斐い性しようなしの僕なのだった。

「でもうちの社長もそうですけど」

　腹を見せて昼寝してる犬みたいな表情で、神野さんはそんなことを言ってくる。

「わたしも秋人くんの才能を高く評価してるんです。その年齢で、まだ本だって何冊も出してないのに、これだけの原稿が書けるんですから。すごいですよね、この鬼気迫る感じ……秋人くんって礼儀正しいし、穏やかな性格してるのに。なのにどこからこんな文章が出てくるんでしょうねえ……」

「まあ今回は、私生活の方がちょっとバタバタしてまして。それで原稿書く時間もなかなか取れなかったし、最後は徹夜して一気に書いた感じで。そのへんが良い方向に出てるんじゃないでしょうか」

「うーん。確かにそれもあるんですけどお……」

　神じん野のさんは口もとを『むにゅぅ』みたいな感じでゴニョゴニョさせながら、

「あのね秋あき人とくん。これは編集者の立場としてじゃなくて、わたし個人の立場から言うんですけど」

「はあ。なんでしょう」

「わたし思うんですけど……秋人くんって、シスコンですよねえ？」

「はい？」

　思いもよらぬ問いに、僕はキョトンとしてしまう。

「え？　僕が？　シスコン？」

「はい。秋人くんが」

「いやいやなに言ってるんですか。シスコンじゃないですよ僕」

「えー？　そうかなあ？」

　いやはやまったく。

　生徒会の面々だけじゃなく、神野さんまでそんな誤解をするなんて。

「そりゃね、確かに僕は妹を大事にしてますよ？　たったひとりの家族だし、ずっと離れ離れになってたからなおさらだし。世界中の誰だれよりも妹のことを気に掛けている、それは間違いありません。でもそれは家族として、兄として当然のことでしょ？」

「そうかなあ。そうなのかなあ」

「ええもちろんです。疑いの余地なんて何もありません」

「でもでも秋人くん」

　めずらしく食い下がってくる神野さん。

「例えば秋人くんってあれですよね？　『妹さん日記』みたいなノートを作って、毎日そこに書き込みしてるんでしたよね？　妹さんがその日に何を食べて、何を言ったかとか、何回怒って何回笑ったのか、とかを」

「ええそうですよ？　妹のコンディションをいつも気に掛けるのは、兄として当然のことですし。まして今では僕があいつの親代わりなんですから」

「それと秋人くんって、妹さんの写真をたくさん撮とって現像して、それをぜんぶラミネート加工して保存してるんですよね？」

「ええ、もちろんそうしてますよ？　データに残ってない古い写真もけっこうありますし。データが残ってるやつだって、現像してきれいに保存してナンボですからね。それが何か？」

「……うーん。それってやっぱり普通じゃないんじゃないかなあ？　世の中の普通のお兄さんって、妹さんに対してあまりそういうことしないと思うんだけど……」

　いやはや。

　これはちょっとショックだな。

　疑うたぐり深ぶかい生徒会の面々はともかくとして、信頼する編集さんからこんなことを言われるとは夢にも思ってなかった。彼女って優秀な編集さんだと思うけど、早とちりしやすいのがタマにキズなのだ。

「まあこの際だからはっきり言っておきますけど。神じん野のさん、それ誤解ですから。完全無欠に、この上なく勘違いです」

「ええ～？　そうかなあ？」

「そもそもですね、僕を世間一般の兄だと思ってることからして間違いなんです。両親に死なれて兄妹きようだいふたりきりになって、離れ離れになってやっと今またいっしょに暮らせるようになって。僕はただの兄貴としてじゃなくて、保護者としてあいつの親代わりになってやらなきゃいけないんですから。親だったら娘の成長にはいつも気を遣ってるものでしょ？　娘の姿を写真に撮とったりビデオに撮ったりするものでしょ？　それといっしょです。おかしなことなんて何もないです」

「ううん～……」

「だいたい神野さんって、たしかひとりっ子でしたよね？　それなのに『世の中の普通のお兄さんとは違う』とか言われても、ちょっと説得力ないなあ」

「ううう……でもね、でもですよ？」

　なおも引き下がらない神野さん。

「秋あき人とくんの作品にはとても魅力があると思います。今風の作品にしようっていう色気がぜんぜんなくて、『そんなことより僕の小説を読んでくれ！　こいつをどう思う!?
 』みたいな情熱があって」

「ありがとうございます。そう言ってもらえるとうれしいです」

「といっても、正直言って内容的には読者を選びまくるし、売り上げ的にもあんまり良くはないんですよね」

「その点については反論の余地がないですね……ご迷惑をお掛けしてます」

「でもね、秋人くんの作品って、とにかく読者を選びまくる代わりに、いったんハマった読者は一生ついてきてくれる、みたいな。そういう作品なんですよね。うちの社長も秋人くんのそういうところをプッシュしてて。それで商業的にはちょっと、いえだいぶ苦しいんですけど、秋あき人とくんの才能に投資し続けているわけです」

「感謝してます、ほんと。社長に拾ってもらえなかったら、妹とふたり暮らしするお金とかも稼かせげなかったと思うし」

「それで、ですね。これまでのお話で、秋人くんは自分がシスコンだってことを否定してきましたよね？」

「ええそうです」

「それじゃあですね──」

　とカバンから一冊の書籍を取り出す神じん野のさん。

　その表紙を僕に向けて。

　本の裏からこちらを覗のぞき込む格かつ好こうで、遠えん慮りよがちに。

「こういう作品をご自身で書かれてることについては、どうお考えなんでしょうか？　新藤光一郎先生
 」

　どんな本かといえば何てことはない。

『禁じられた愛の物語』──僕のデビュー作である。

「なるほど。そういうことでしたか」

　大いに納得する僕だった。

　納得すると同時に、大いに不本意でもある。

「神野さん」

「はい」

「そんなことで僕を疑ってたんですか？」

「そんなことって──」

　目を白黒させながら、

「近きん親しん相そう姦かんがテーマの小説ですよね？　これって」

「ええ。そうですね」

「登場人物の名前が、秋あき男おと秋あき菜なですよね？」

「ええ。その通りです」

「……ええと……」

　そのあとのセリフが続かない神野さんへ、

「まあわかりますよ、何が言いたいかは」

「ええ、まあ。つまりわたしの言いたいことはそういうことなんですけど……」

「簡単ですよ神野さん。その誤解はすぐに解けます。ほんのひとことでぜんぶ納得してもらえます」

「ひとことで？　どんな？」

「現実と虚きよ構こうを一緒にしちゃいけません」

　肩をすくめて僕は笑う。

「ダメですよ神じん野のさん。一般の読者さんならともかく、あなたの口からそんなセリフが出るなんて。僕はショックだなあ」

「は、はあ。ええとですね、でも秋あき人とくんは──」

「そりゃ確かにね、なるべく感情移入がしやすいように、主人公たちの名前を僕たち兄妹きようだいと似たものにしました。でも作品はあくまで作品、作り話です。本の冒頭にも『この作品はフィクションです。実在の人物、団体等とは一切関係ありません』ってちゃんと書いてあるじゃないですか」

「それはそうなんですけど……うーん？　あれ～？」

　神野さんはしきりに首をひねって、

「そうなのかなあ？　なんだかちがうような気がするんだけど……」

「気のせいです。しっかりしてくださいよ、あなたは僕の担当さんなんですから」

「は、はい。しっかりします。……ええとじゃあ、打ち合わせ的には大体そんな感じで。でも次からはこんな締め切りじゃなくて、もっと余裕のあるスケジュールで動いてください……ね？」

「了解です。いちおう僕もプロの端はしくれなんで。そのあたりはちゃんとやれるようにします。それでいいですか？」

「はい、それでお願いします」

「じゃあ今日のところはこのへんで。あんまり長く家を留守にすると、妹が何かとうるさいので」

「そうですか、妹さんがうるさいですか～。……あ、それじゃ秋人くん、このあとどこかご飯でも食べに行きませんか？　とりあえず原稿も一区切りしたので、そのお祝いで」

「あーすいません、妹がご飯作って待ってると思うので。また今度お願いします」

「あ、そうなんですか～。残念です」

「じゃ、今日はこのあたりで。お疲れさまでした」

「お疲れさまでした。……うーん？　あれえ？」





　……神野さんは別れ際の最後まで「やっぱりヘンだと思うんだけどなあ……？」と首をひねっていたけど。

　なんとも信用のないことである。

　まあでもこの信用のなさは、いわゆる身から出た錆さびというやつだから。きっちり仕事をこなしていくことで挽ばん回かいするとしよう。

　それとあれだな。妹が僕の作品の熱烈なファンであるらしいことは、神じん野のさんには黙っておいたほうがいいかな。そんなこと言うとまた何か誤解の元になりそうだしな、うん。






　　　　＊







　さて。

　そんなこんなで今回のエピソードは終了である。

『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの──中略──これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』

　──を語っていくという当初の目的は、相変わらず絶賛脱線中だけど。もはやいちいち公約違反を詫わびるのも億おつ劫くうになってきた。

　かくなる上はここまでの流れに逆らうことなく、むしろ波は瀾らん万ばん丈じようで騒々しい日々の記録を、積極的に書き留めていこうと思う。

　そしてありがたいことに、あるいはありがた迷惑なことに。

　語かたり部べたる僕のそんな思惑に応こたえてくれるかのように、すぐにまた面倒事が襲来することになるのであった。

　というわけで、簡単ながら予告をしておこう。

　次回。僕と妹が実の兄妹きようだいじゃないことがバレます。





　……それではご縁があれば、また。






あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の二巻をお届けいたします。





　早速ですが宣伝を。

　この本をお手に取っていただけますと分かる通り、今回はメディアファクトリー様＆富ふ士じ見み書しよ房ぼう様の合同企画として、『ニート吸血鬼だけど、愛さえあれば関係ないよねっ』と題したフェアを開催しています。

　メディアファクトリー様より刊行中の当作『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』。

　来月四月から富士見書房様より刊行される『ニート吸血鬼、江え藤とうさん』。

　同じ作者の新シリーズが近い時期にスタートするので、どうせならふたつ纏まとめてフェアとかやれたらいいですね──と僕がお願いしたら本当に実現してしまった、レーベル間の垣根を取り払うナイス企画です。

　フェアの詳しい内容は本の帯＆巻末の告知ページに書かれていますので、そちらをごらん頂くとして──まずは今回の企画を実現するにあたって尽力いただいた皆様に大感謝を。ほぼ何の繋つながりもなかった両社の合同企画を実現するのは、ぶっちゃけかなり面倒だったと思います。ＭＦ担当編集の岩いわ浅あささん、富士見担当編集の畑はた野のさんを始めとする皆様、本当にありがとうございました。





　そして手て前まえ味み噌そながら、今回の企画はかなりインパクトがあると思います。

　このあとがきを書いてる時点では、まだ見本誌は刷り上っていませんが……何しろＭＦから発売される本に、他社の本の宣伝が掲載されるという！

　あたかもベルリンの壁が市民の手によって崩され、東西ドイツが統一される光景を目の当たりにするような……いや、ＭＦと富士見が冷戦状態にあったとかそういうわけではまったくないのですが、それでもほぼ没交渉と言える状態だった両社が、縁あってこうして合同企画を立ち上げる──。

　なんかもう、それだけでも僕はわくわくしてしまいます。

　ライバル同士が手を取り合って、ひとつの目的に向かって突き進む。そういう少年マンガ的な展開、大好物です。

　加えて今回のように、競合他社の広告が小説本体の中に含まれているライトノベルというのは、僕が知る限りでは過去に例がありません。たぶん業界初です。

　業界初。

　実に響きのいい言葉ではありませんか。

　きっとエベレストの初登頂に成功したエドモンド・ヒラリーとテンジン・ノルゲイが味わった感動に近いものを、僕はいま味わっているのではないかと思います。いや、実に気分がいい！





　……とまあ、ここで終わっていれば僕としても無邪気に喜んでるだけで良かったのですが。残念ながら世の中そんなに甘くはなく。『こっちも働いてんだからお前も働けよ』という関係者の皆様のごもっともなお言葉により、僕もひと働きさせられるハメに……もとい、ひと働きさせて頂けることになりました。

　コラボ小説を書きます。

『お兄ちゃん～』のキャラと『ニート吸血鬼～』のキャラがクロスオーバーする、書き下ろしの短編で、こちらが今回のフェアのオマケとして読めるようになります（くわしくは本の帯＆巻末の告知ページを見てね！）。

　せっかくふたつのシリーズが合同でフェアするんだから、こういう変わった趣向の小説を書く絶好のチャンス。出版社ふたつが手を取り合ったのであれば、両シリーズのキャラが友情出演し合うのもまた必然。

　季節柄、舞台はやっぱりお花見がいいですよね。

　でもってどうせなら、ＭＦ用と富ふ士じ見み用の短編をふたつ書いて、それぞれの視点から同じお花見を描くと面白そう──ああそうだ、ここまできたら、どちらか片方だけ短編を読んでも楽しめるし、両方の短編を読めばよりいっそう楽しめる、そんなお話の構造にしたら楽しいんじゃないか──

　……なんてことを考えつつ、鋭意製作中です。両方の短編を読むとさらなる特典も漏もれなく付いてくるようですし、ぜひとも一度ごらんになって頂ければ！





　……ちなみにこの書き下ろし短編の締め切りは一週間前でしたが、まだ一文字も書いてません。やべえどうしよう。

　あ、それと予告した内容と実際の短編がぜんぜん違うものになっていた場合は、いろいろお察しください、ということで……。






　　　　＊







　なお本作の制作にあたりましては、担当の岩いわ浅あささん、イラストの閏うるう月げつ戈かさんを初め、多くの方々にご尽力いただきました。心より御礼申し上げます。





　ちなみにここまで本編についてまったく触れませんでしたが、今回はサービスシーン増量の内容となっています。ラブコメと言いつつ一巻はお色気とほぼ無縁でしたが、これをきっかけに今後はあんなキャラやこんなキャラの素敵シーンがたくさん見られるようになるかも？





　それと三巻の原稿については、現在九割がた書き上がっています。何事もなければ六月か七月にお届けできるかと思います。





　また最後になりましたが、今回はスペシャル企画として、本作品登場人物の初期ラフ集を収録しています。お蔵入りになるはすだった秘蔵イラストの数々、しかとご堪能くださいませ。





　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１１年２月吉日　鈴すず木き大だい輔すけ
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